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行
し
、

ハ
品
の
銀
鋳
造
と
流
通
な
お
、

こ
の
表
に
は
鋳
造
年
と
鋳
造
高
を
も
記
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
将
来
厳
密

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
八
月
、
幕
府
は
金
銀
貨
の
改
鋳
を
触
れ
出
し
、

そ
の
背
景
を
な
し
た
歴
史
的
事
情
に
つ
い
て
は
、

九
月
品
位
を
落
し
た
金
銀
貨
を
鋳
造
発

こ
れ
ま
で
の
金
銀
貨
と
併
用
し
あ
る
い
は
そ
の
引
替
え
を
指
示
し
た
。
こ
の
元
禄
金
銀
貨
発
行
の
動
機
と

①
 

か
つ
て
い
さ
さ
か
所
見
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
。

元
禄
金
銀
改
鋳
の
後
も
、
銀
貨
払
底
と
い
う
理
由
な
ど
で
宝
永
銀
を
鋳
造
し
、
さ
ら
に
六
代
家
宣
の
代
に
入
っ

み
っ
た
か
ら

よ

っ
た
か
ら

て
永
字
銀
・
三
宝
銀
•
四
宝
銀
と
次
々
に
品
位
を
落
し
た
悪
質
の
銀
を
発
行
し
た
。

元
禄
銀
以
下
、

宝
永
・
正
徳
年
間
鋳
造
の
五
品
の
銀
と
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
に
つ
い
て
、
規
定
の
品
位
と
、

造
幣
局
に
て
多
年
実
験
し
た
結
果
の
「
多
数
実
験
に
よ
る
品
位
」
を
甲
賀
宜
政
調
査
徳
川
氏
貨
幣
一
覧
表
に
よ
っ

て
表
示
す
る
（
第
1
表）。

な
る
再
吟
味
を
必
要
と
す
る
と
も
、

ま
た
鋳
造
高
に
異
説
あ
れ
ど
も
今
主
と
し
て
「
貨
幣
条
例
備
考
」
に
よ
る
と

日
銀
貨
の
品
位
と
鋳
造
高
・
引
替
高

六
品
の
銀
鋳
造
と
流
通



種

第 1表六品銀

規定品位
1000多数実験に 1000

類 分中よる品位分中

銀 I銅金 I 銀

貨譜

鋳

元禄銀 640 360 1. 4 646 元禄 8年 9月～宝永 3年 5月

宝永銀 500 500 1. 2 507 宝永 3年 6月～同 7年 2月

永中銀 400 600 0. 8 416 宝永 6年12月～同 7年 3月

三宝銀 320 680 0. 8 326. 5 宝永 7年 4月～正徳元年 7月

四宝銀 200 800 0. 2 204 正徳元年 8月～同 2年 9月

新銀 800 200 1. 7 796. S 正徳 4年 8月～享保21年 4月

出典）『造幣局沿革誌』、塚本豊次郎 『日本貨幣史』

造 年 限
正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

元

禄

銀

よ
う
。
ま
た
差
銅
は
元
禄
以
後
の
住
友
そ
の
他
の
銅
吹
屋
関
係
の
記
録
に
、

R
 

玉
銅
と
称
す
る
精
銅
を
銀
座
へ
納
め
た
こ
と
が
み
え
る
が
、

七
二
二
）
正
月
二
十
八
日
条
の
記
事
、

覚
の
有
高
、

「
吹
塵
録
」
貨
幣
之
部
所
収
の
後
藤
方
ニ
テ
取
調
候
古
通
用

と
お
り
で
あ
る
。

し
て
引
用
し
た
記
載
、

さ
れ
た
。

緒
書
」

も
註
記
し
て
い
る
。

「
月
堂
見
聞
集
」
享
保
七
年
（
一

四

0
万
五
八
五
〇
貫
目
余

銀
吹
立
高
と
も
に
ほ
と
ん
ど
差
異
は
な
く
、

五
品
銀
貨
の
吹
立
高
は
次
の

ま
た
「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」

「
三
貨
図
羹
」
巻
十
九
の
旧
記
云
と

元
禄
銀
以
下
五
品
の
銀
の
鋳
造
高
は
、

た
だ
し
本
表
の
鋳
造
年
限
は
、

の
銀
位
付
有
高
之

こ
れ
が
使
用

銀
・
正
銀
・
上
灰
吹
銀
な
ど
と
諸
記
録
に
み
え
る
が
、
後
に
な
お
考
述
し

の
銀
位
付
有
高
之
覚
に
よ
っ
て
記
し
た
。
規
定
品
位
の
銀
は
、

上

九
の
旧
記
云
と
し
て
掲
げ
た
記
載
と
、
住
友
家
文
書
の
「
銅
吹
屋
仲
間
由

「
三
貨
図
彙
」
巻
十



第 2表

吹 元 銀

銅掛増による四宝銀の鋳造

差銅 合 計（四宝銀高）

六
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

正灰吹銀 100貫目

往古銀ク

元字銀

宝字銀

永字銀

三宝銀

11 

11 
ん
'

ク

400貫目

300 11 

220 It 

l 50 It 

100 11 

60 It 

500貫目

400 !/ 

320 !/ 

2 50 !/ 

200 !/ 

160 !/ 

出典）田谷博吉『近世銀座の研究』 187,.....,188頁

目
の
上
銀
四

0
％
の
永
字
銀
と
な
り
、

す
る
場
合
は
そ
の
一

0
0貫
目
に
差
銅
二
五
貫
目
を
増
し
て
、

座
書
留
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
証
文
に
よ
る
と
、
も
し
宝
永
銀
を
吹
元
と

元
禄
銀
よ
り
四
宝
銀
に
い
た
る
諸
銀
は
、

三

宝

銀

二
七
万
八
―
―
―

-
0貫
目
余

三
五
万
三
八
七
〇
貫
目
余

四

0
万
―
二
四
〇
貫
目
余

あ
る
。
宝
永
銀
以
下
の
四
品
は
宝
と
大
黒
の
極
印
が
あ
っ
て
常
是
の
極
印

は
な
く
て
関
久
左
衛
門
の
極
印
が
あ
る
。

順
次
差
銅
を
増
す
が
、

ま
た
「
吹
塵
録
」
所
収
記
録

な
お
、

造
高
は
「
吹
塵
録
」
所
収
の
記
録
に
、
三

三
万
一
四
二

0
貫
目
余
と
あ
る
。

―
二
五
貫

ま
た
差
銅
五
六
貫
―
―
五

0
目
を
増

R
 

し
て
同
三
二
％
の
三
宝
銀
と
な
る
と
あ
る
。
ま
た
正
徳
元
年
八
月
朔
日
、

の
三
宝
銀
一
―
―
七
万

0
四
八
七
貫
目
余
と
あ
る
の
が
、

貫
目
余
の
余
の
字
を
欠
く
も
の
が
あ
り
、

四

宝

銀

永

中

銀

宝

永

銀

五
八
三
六
貫
目

「
銀

正
徳
・
享
保
新
銀
の
鋳

や
や
著
し
い
差
異
で



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

荻
原
重
秀
お
よ
び
勘
定
組
頭
が
連
署
し
て
、
明
二
日
か
ら
差
銅
の
次
の
よ
う
な
掛
増
を
指
示
し
て
（
第
2

表
）
四
宝

こ
の
よ
う
な
既
鋳
造
銀
に
所
定
の
差
銅
に
よ
っ
て
順
次
新
し
く
銀
の
鋳
造
を
、

行
わ
れ
た
か
、

両
替
回
収
さ
れ
た
銀
あ
る
い
は
銀
座
・
両
替
の
手
許
に
残
留
し
た
銀
に
つ
い
て
、
果
た
し
て
ど
れ

だ
け
の
高
が
差
銅
し
新
し
く
鋳
造
さ
れ
た
か
、

元
禄
銀
の
発
行
に
あ
た
っ
て
古
銀
す
な
わ
ち
慶
長
銀
と
の
引
替
え
の
と
き
員
数
を
増
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
歩
増

す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
宝
永
銀
の
発
行
の
と
ぎ
も
、
古
銀
（
慶
長
銀
）
と
引
替
え
の
と
き
銀
座
よ
り
員
数
を
増

し
て
渡
す
こ
と
を
触
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
点
は
確
知
し
難
い
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
に
実
際
に

四
宝
銀
の
鋳
造
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
元
禄
銀
・
宝
永
銀
の
引
替
え
の
増
歩
を

引
上
げ
て
こ
の
両
品
の
銀
の
回
収
増
加
を
意
図
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
禄
銀
一
〇
貫
目
に
つ
き
正
徳
元

年
中
は
増
歩
二
貫
六
二

0
目
、
同
二
年
中
は
二
貫
七
七

0
目
、
ま
た
宝
永
銀
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
正
徳
元
年
中
は
増

④
 

歩
一
貫
四
五

0
目
、
同
二
年
中
は
一
貫
五

0
0
目
と
し
て
い
る
。

「
月
堂
見
聞
集
」
に
元
禄
銀
以
下
五
品
の
銀
の
享
保
六
年
(
-
七
ニ
―
)
七
月
晦
日
ま
で
の
江
戸
・
京
に

お
い

て
の
引

替
高
を
掲
げ
て
鋳
造
高
よ
り
引
替
高
を
差
引
い
た
高
を
「
世
上
二
在
之
」
と
記
し
て
い
る
。
住
友
家
の
記
録
「
年
々

諸
用
留
」
―
一
番
に
正
徳
一
一
年
(
-
七
―
二
）
こ
ろ
の
覚
と
し
て
世
上
通
用
の
慶
長
銀
以
下
の
六
品
の
世
上
通
用
高
を

銀
の
鋳
造
を
命
じ
て
い
る
。

四



第 3表 五品の銀の引替え回収状況

六品の銀鋳造と流通

種類 鋳造高 引替え開始 世正徳上2有年堕尚 世享保上6年有後半高

405, 85貫0余目
貫目 貫目

元禄銀 宝永 3年 7月 186, 417 148,417.038余

宝字銀 278, 130余 宝永 7年 3月 52, sos 12,734余
永中銀 5,836余 宝永 7年 1, 957 727余

三宝銀 353,870余 正徳元年 8月 169,947 3, 114. 400余

四宝銀 401,240余 正徳 4年 8月 394,700 130, 913. 900余

出典）正徳2年「年々諸用留」 2番『住友史料叢書』 158頁

享保6年「月堂見聞集」

貫
目
、

月
迄
吹
立
高
百
弐
拾
万
貫
目
」
と
あ
る
が
、

こ
の
程
度
の
量
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
海
外
輸
出
高
に
つ

通
用
銀
吹
立
高
と
し
て
、

る
か
は
疑
わ
し
い
。
住
友
家
の
記
録
に
「
往
古
銀
―
―
十
八
万
九
千
九
百
八
十

R
 

右
者
正
徳
二
年
迄
引
替
高
」
、

九
千
九
百
八
十
貫
目
余
、
右
元
禄
八
亥
九
月
よ
り
正
徳
二
辰
七
月
迄
世
間
よ

い
て
考
え
て
も
推
測
で
き
よ
う
。

慶
長
銀
の
吹
高
を
三
五
万
貫
目
余
と
し
て
い
る
。

ま
た
「
月
堂
見
聞
集
」

前
記
の

「
月
堂
見
聞
集
」

「
慶
長
銀
、

ま
た
は

「
慶
長
銀
、

五

銀
高
二
十
八
万

こ
の
数
字
は
確
か
な
根
拠
が
あ

慶
長
六
年
七
月
よ
り
元
禄
八
亥
年
八

「
吹
塵
録
」

に
は
後
藤
方
ニ
テ
取
調
候
古

し
か
し
慶
長
銀
の
吹
高
が

に
、
慶
長
年
中
か
ら
元
禄
八
年
の
銀
吹
改
め
ま
で
、

引
替
え
の
進
捗
状
況
が
推
測
で
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
（
第
3
表）。

正
徳
二
年
九
月
ま
で
鋳
造
さ
れ
て
そ
の
引
替
え
は
同
四
年
か
ら
行
わ
れ
る
こ

の
記
載
と
比
較
す
る
と
、

こ
の
間
約
一
〇
カ
年
の

と
に
な
っ
た
の
で
、
右
の
記
録
は
鋳
造
終
了
前
後
の
記
事
ら
し
い
。

記
し
て
い
る
。

こ
れ
を

こ
れ
は
四
宝
銀
に
つ
い
て
は
新
銀
と
記
し
て
お
り
、
同
銀
は



正
徳

・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

⑥
 

り
引
替
吹
改
申
候
」
と
も
あ
る
。
「
月
堂
見
聞
集
」
の
慶
長
銀
吹
高
は
あ
る
い
は
享
保
六
年
こ
ろ
ま
で
の
引
替
吹

改
の
高
で
あ
ろ
う
。

正
徳
の
改
鋳

宝
永
七
年
四
月
に
乾
字
金
小
判
（
規
定
量
目
二
匁
五
、
規
定
品
位
金
八
四
ニ
・
九

目
六
分
二
五
、
品
位
小
判
に
同
じ
）
を
鋳
造
す
る
こ
と
と
な
り
、

鋳
造
し
た
と
い
う
。
慶
長
金
の
品
位
に
復
し
、

銀
一
五
七
・七

一
）
と
一
分
判
（
規
定
量

正
徳
四
年
五
月
ま
で
に
一
―
五
一
万
五
五

0
0両
を

し
か
も
そ
の
数
を
減
じ
ぬ
よ
う
に
そ
の
量
目
を
半
減
し
た
と
、
触

に
も
述
べ
て
い
る
。
先
年
吹
替
え
よ
り
以
前
の
古
金
（
慶
長
金
）
は
、
乾
字
金
と
交
え
て
通
用
し
乾
字
金
一
両
の
相

場
に
古
金
は
銀
一
〇
匁
増
の
積
り
を
も
っ
て
請
払
す
る
よ
う
、

金
座

・
両
替
に
て
古
金

・
乾
字
金
の
引
替
え
の
場

次
々
と
悪
質
の
銀
の
鋳
造
発
行
に
つ
れ
て
金
相
場
は
高
騰
し
た
。
宝
永
四
年
十
一
月
こ
ろ
江
戸
で
古
金
一
両
は

宝
字
銀
八
五
匁
、
元
禄
金
一
両
は
同
八

0
匁
余
、
銭
一
貫
文
は
同
一
一
五
匁
の
相
場
で
あ
っ
た
。
正
徳
二
年
の
七
、

八
月
こ
ろ
大
坂
で
元
禄
金
一
両
は
通
用
銀
（
三
宝

•

四
宝
銀
）
八0
匁
余
、
銭
一
貫
文
は
同
ニ
ニ
匁
四
、

合
は
相
対
次
第
に
歩
銀
を
増
し
て
よ
い
と
指
示
し
て
い
る
。

（二）

/'¥ 

五
分
で
あ
っ

た
と
い
う
。
慶
長
金
銀
は
多
く
世
に
現
わ
れ
ず
、
元
禄
金

・
乾
字
金
と
元
禄
銀
以
下
五
品
の
銀
が
流
通
し
て
相
互



六
品
の
銀
鈎
造
と
流
通

て
、
慶
長
の
幣
制
に
復
帰
す
る
と
い
う
改
鋳
の
方
針
が
決
定
を
み
た
。

高
値
と
な
り
庶
民
の
苦
も
大
ぎ
か
っ
た
。

に
相
場
の
変
動
が
は
げ
し
く
混
乱
し
、
物
価
も
高
騰
し
た
。

七

と
く
に
銀
建
て
の
上
方
で
は
そ
れ
が
甚
し
く
諸
色
も

家
宣
は
貨
幣
制
度
の
棄
乱
を
深
く
憂
悶
し
つ
つ
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

の
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
と
新
井
白
石
の
間
に
は
烈
し
い
意
見
の
対
立
が
あ
り
、

金
銀
改
鋳
の
件
に
つ
い
て
、

と
き

正
徳
二
年
九
月
重
秀
は
罷
免
さ
れ

正
徳
二
年
九
月
新
銀
（
四
宝
銀
）
吹
替
え
を
停
止
し
、
今
後
は
古
銀
・
元
禄
銀
・
宝
永
銀
以
下
を
取
交
え
て
通
用

し
、
両
替
相
場
の
高
低
が
過
度
に
及
び
通
用
に
支
障
を
与
え
る
こ
と
を
ぎ
び
し
く
制
止
し
た
。
十
月
に
は
同
月
没

し
た
家
宣
の
遺
命
と
し
て
「
被
仰
出
之
趣
」
と
い
う
公
示
の
形
式
で
「
東
照
宮
定
め
置
れ
し
法
の
如
く
に
な
し
返

さ
る
へ
ぎ
御
本
意
二
候
間
、
天
下
の
貴
賤
よ
ろ
し
く
此
旨
を
存
す
べ
き
由
」
を
詳
細
に
諭
告
し
た
。
今
の
金
銀
を

元
の
ご
と
く
改
鋳
す
る
と
ぎ
は
、
世
に
通
用
す
る
金
銀
は
そ
の
数
が
半
減
し
人
び
と
は
家
財
の
半
ば
を
失
い
、

商
の
類
も
物
価
が
半
減
し
て
商
売
が
成
立
し
な
い
の
で
、
承
服
し
が
た
い
と
思
う
に
お
い
て
は

「
天
下
の
人
と
共

に
其
時
を
御
待
合
可
有
之
候
」
と
ま
で
説
い
て
い
る
。

れ
を
断
行
し
、
勘
定
組
頭
二
人
の
逼
塞
、
銀
座
年
寄
中
村
内
蔵
助
ら
六
人
の
蕨
所
・
流
罪
・
追
放
、

工

正
徳
四
年
五
月
幕
府
は
江
戸
・
京
の
銀
座
に
対
し
て
手
入

ま
た
家
族
手

代
等
の
処
罰
が
行
わ
れ
た
が
、
荻
原
重
秀
に
勧
め
て
度
々
銀
の
位
を
改
め
不
法
を
行
っ
た
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ



の
で
あ
る
。
そ
の
条
々
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
。

キ
ー

っ

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

さ
ら
に
両
替
屋
を
呼
び
出
し
て
、
元
禄
・

宝
永
以
来
金
銀
通
用
が
渋
滞
し
た
の
は
彼
等
が
両
替
相
場
を
操

り
暴
利
を
貪
っ
た
た
め
で
あ
る
と
叱
責
し
、
今
後
相
応
の
相
場
の
こ
と
は
問
わ
ぬ
が
、
過
度
不
当
の
相
場
を
も
っ

て
金
銀
通
用
を
妨
害
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
厳
科
に
処
す
る
旨
を
も
っ
て
戒
告
し
た
。
⑦
 

か
く
て
正
徳
四
年
五
月
十
五
日
付
で

三
通
よ
り
成
る
新
金
銀
改
鋳
令
が
発
布
さ
れ
た
。
第
一
は
正
徳
二
年
十
月

の

「
被
仰
出
之
趣
」
の
趣
意
を
敷
術
し
、
第
二
は
近
世
以
来
金
銀
の
産
出
は
以
前
の
ご
と
く
多
く
な
く
、
元
禄
以

来
の
金
銀
等
す
べ
て
改
鋳
が
完
了
す
る
ま
で
は
多
く
の
年
月
を
要
す
る
の
で
、

一
新
金
銀
は
慶
長
以
来
の
金
銀
と
と
も
に
通
用
し
、

こ
の
間
の
金
銀
通
用
法
を
定
め
た

そ
の
品
の
高
下
に
よ
っ
て
割
合
の
次
第
が
定
め
ら
れ
新

古
の
区
別
な
く
通
用
す
る
。
割
合
の
次
第
は
別
紙
（
第
一
―
一
の
触
）
に
見
え
る
。

一
物
価
は
通
用
金
銀
（
乾
字
金
、
永
字
・
三
宝
•
四
宝
銀
）
を
も
っ
て
値
段
を
立
て
、
有
合
せ
の
金
銀
に
て
割
合
の

定
を
も
っ
て
新
古
の
選
な
く
授
受
す
る
。
貸
借
金
銀
も
こ
の
例
に
準
ず
る
。

一
幕
領
の
年
貢
以
下
の
上
納
の
金
銀
、
幕
府
よ
り
支
払
い
の
金
銀
、

の
例
に
準
ず
べ
含
で
あ
る
。

一
大
判
の
改
鋳
は
、

世
上
に
て
の
上
下
間
の
通
用
、

小
判
・
一
分
判
の
改
鋳
が
あ
っ
て
そ
の
後
に
行
わ
れ
よ
う
が
、

ノ＼

み
な
右

そ
の
間
は
こ
れ
ま
で
使



六
品
の
銀
鉛
造
と
流
通

一
慶
長
金
銀
は
新
金
銀
と
品
位
同
じ
で
引
替
え
に
及
ば
ぬ
。

用
の
大
判
を
も

っ
て
通
用
す
る
。

一
公
儀
へ
の
献
上
銀
、
公
儀
よ
り
の
下
賜
銀
と
も

に
通
用
銀
を
も

っ
て
計
上
し
、
新
古
銀
い
ず
れ
に
て
も
割

合
の
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

一
新
金
銀
と
元
禄
以
来
の
諸
金
銀
と
の
引
替
え
は
、
江
戸

・
京

・
大
坂
三
カ
所
の
引
替
所
で
、

よ
っ
て
行
う
こ
と
を
定
め
る
。

第
三

の
「
新
古
金
銀
割
合
之
次
第
」
の
触
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

九

割
合
の
定
に

一
慶
長
金
（
世
上
に
往
古
金
と
称
す
）
と
新
金
は
通
用
金
（
乾
字
金
）
に
一
〇
割
増
、
す
な
わ
ち
慶
長
の
古
金
・
新
金

の
一
両
は
通
用
金
二
両
の
割
合
。
元
禄
金
と
通
用
金
は
差
別
な
く
用
い
る
。
但
し
引
替
え
に
は
先
例
に
よ

っ
て
元
禄
金
一

0
0両
に
通
用
金
二
両
二
分
の
増
歩
を
つ
け
る
。

一
慶
長
銀

（
世
上
に
往
古
銀
と
称
す
）
と
新
銀
は
通
用
銀
（
永
中
・
三
宝

・
四
宝
銀
）
に
一
〇
割
増
、
す
な
わ
ち
慶
長

の
古
銀
と
新
銀
の
一
貫
目
は
通
用
銀
二
貫
目
の
割
合
。
通
用
銀
は
差
別
な
く
用
い
る
。

一
元
禄
銀
は
通
用
銀
に
六
割
増
。
す
な
わ
ち
元
禄
銀
（
世
上
に
元
ノ
字
銀
と
称
す
）
一
＿
一
貫
目
に
通
用
銀
一
貫
六

0

0
目
の
割
合
。



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

一
宝
永
銀
は
通
用
銀
に
一
―
―
割
増
。
す
な
わ
ち
宝
永
銀
（
世
上
に
宝
ノ
字
銀
と
称
す
）
一
貫
目
に
通
用
銀
一
貫
一
―

1
0

新
銀
は
江
戸
は
浅
草
諏
訪
町
に
て
、
京
都
は
両
替
町
銀
座
で
鋳
造
さ
れ
た
が
、
江
戸
の
金
銀
引
替
所
谷
長
右
衛

門
店
に
新
金
銀
が
は
じ
め
て
出
廻
っ
た
の
は
八
月
二
日
と
い
わ
れ
る
。
京
都
―
―
一
条
通
堺
町
西
入
の
谷
長
右
衛
門
店
、

大
坂
今
橋
二
丁
目
の
同
人
出
店
で
引
替
え
を
は
じ
め
た
の
は
十
一
月
―
―
―
日
で
あ
っ
た
。

さ
て
新
金
銀
改
鋳
の
報
は
早
く
市
中
に
ひ
ろ
ま
っ
て
金
銀
相
場
は
乱
調
子
と
な
っ
た
。
正
徳
四
年
十
一
月
幕
府

は
商
人
ら
が
み
だ
り
に
新
金
銀
の
品
位
を
評
議
し
て
両
替
の
増
歩
を
求
め
る
こ
と
な
ど
厳
し
く
取
締
る
触
を
出
し

て
い
る
。
通
用
銀
と
し
て
永
字
・
三
宝
・
四
宝
の
諸
銀
を
無
差
別
に
用
い
る
こ
と
な
ど
も
無
理
で
あ
ろ
う
。

ま
た

幕
府
が
期
待
し
た
元
禄
金
銀
以
下
の
金
銀
の
引
替
え
も
順
調
に
捗
ら
な
か
っ
た
。
こ
と
に
金
通
用
の
東
国
筋
な
ど

新
金
の
出
廻
り
は
少
な
く
、

に
仲
間
組
合
を
つ
く
ら
せ
、
組
合
ご
と
に
毎
月
一
人
ず
つ
月
行
事
を
定
め
て
元
禄
金
・
乾
字
金
の
引
替
え
を
促
進

さ
せ
、

小
形
金
通
用
が
多
か
っ
た
。
幕
府
は
正
徳
五
年
四
月
以
降
、
江
戸
の
両
替
屋

・
銭
屋

と
く
に
両
町
両
替
屋
す
な
わ
ち
本
両
替
仲
間
に
対
し
て
は
毎
日
の
新
金
に
引
替
え
る
金
高
三

0
0
0両
か

ら
五

0
0
0両
ま
で
の
責
任
額
を
定
め
た
。
責
任
額
は
元
禄
金
・
乾
字
金
半
分
ず
つ
を
交
え
、

と
ぎ
は
そ
の
分
を
乾
字
金
で
加
え
て
定
額
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
本
両
替
仲
間
は
割
当
額
の
引
下
げ
の
運
動
を

0
目
の
割
合
。

元
禄
金
が
不
足
の

¥
0
 



六
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

お
こ
し
た
が
、
結
局
は
一
日
の
責
任
額
三

0
0
0両
に
足
り
ぬ
場
合
も
一

0
日
毎
に
三
万
両
を
調
達
す
る
こ
と
を

約
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

合
を
つ
く
り
、
定
額
を
ぎ
め
て
金
銀
を
引
替
え
る
よ
う
に
、
両
所
の
奉
行
よ
り
指
示
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
、
江

戸
両
替
屋
も
そ
の
旨
を
心
得
る
よ
う
に
告
げ
て
い
る
。
大
坂
の
本
両
替
仲
間
に
対
し
て
は
、
毎
月
元
禄
金
・
乾
字

金
一
万
両
か
ら
一
万
五

0
0
0両
ま
で
の
定
額
内
で
新
金
と
、

〇
貫
目
ま
で
の
定
額
内
で
元
禄
・
宝
永
・
三
宝
•
四
宝
の
諸
銀
の
集
ま
り
次
第
に
新
銀
と
、

こ
と
を
命
じ
た
。

ま
た
同
年
十
二
月
に
は
京
・
大
坂
の
両
替
屋
に
対
し
て
も
江
戸
と
同
様
に
組

通
用
銀
の
積
り
に
て
一

0
0
0
貫
目
か
ら
二

0
0

そ
れ
ぞ
れ
引
替
え
る

な
お
、
引
替
え
は
明
年
正
月
か
ら
と
し
、
新
銀
は
京
都
銀
座
に
お
い
て
も
吹
く
の
で
一
カ
月
の

定
額
に
割
合
わ
せ
て
日
々
引
替
え
る
の
も
勝
手
と
し
、
新
金
は
江
戸
よ
り
送
る
の
で
到
着
ご
と
に
引
替
所
よ
り
月

行
事
へ
案
内
が
あ
っ
て
引
替
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
大
坂
町
奉
行
所
よ
り
以
上
の
江
戸
よ
り
の
指
示
を
告
知
し
、

本
両
替
は
組
合
を
つ
く
り
月
行
事
を
ぎ
め
て
奉
行
所
へ
報
告
を
提
出
す
る
よ
う
達
し
た
。
京
都
の
両
替
屋
に
お
い

て
は
毎
月
元
禄
金
・
乾
字
金
五

0
0
0両
か
ら
一
万
両
ま
で
の
定
額
内
で
新
金
と
、

こ
と
を
奉
行
所
よ
り
命
じ
た
。

通
用
銀
の
積
り
に
て
五

0
0

貫
目
か
ら
一

0
0
0
貫
目
ま
で
の
定
額
内
で
元
禄
銀
以
下
諸
銀
が
集
ま
り
次
第
に
新
銀
と
、

そ
れ
ぞ
れ
引
替
え
る

ま
た
十
二
月
に
は
江
戸
の
両
替
屋
に
元
禄
金
・
小
形
金
を
上
方
そ
の
ほ
か
諸
国
へ
差
送
る
こ
と
を
禁
止
し
、
定



同
享
保
期
の
新
旧
貨
引
替
え
と
貨
幣
相
場

正
徳
四
年
五
月
の
新
古
金
銀
の
割
合
の
定
は
、

金
を
加
え
ぬ
と
触
れ
出
し
た
。

数
外
た
り
と
も
引
替
所
へ
出
し
て
新
金
と
引
替
え
る
よ
う
に
命
じ
た
。

両
替
屋
よ
り
元
禄
金
・
小
形
金
を
江
戸
以
外
の
諸
国
へ
送
る
場
合
は
一
切
請
込
む
こ
と
を
禁
じ
、
両
替
屋
が
手
前

仕
立
て
の
飛
脚
あ
る
い
は
荷
物
に
こ
れ
ら
金
を
差
加
え
て
密
々
に
諸
国
へ
送
る
も
の
が
あ
れ
ば
見
聞
次
第
に
訴
え

さ
せ
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

銭
相
場
を
い
っ
そ
う
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
飛
脚
請
負
人
・
船
問
屋
等
に
対
し
て
、

上
方
よ
り
江
戸
へ
の
為
替
取
組
み
に
新
金
・
小
形
金
を
差
別
し
、
江
戸
に
て
新
金
渡
し
、
小
形
金
渡
し
と

定
め
る
こ
と
を
禁
じ
、
為
替
に
も
新
金
銀
使
用
を
第
一
と
す
べ
し
と
し
た
。

先
き
の
十
二
月
限
り
と
し
、

ま
た
、
同
時
に
元
禄
金
通
用
は
二
年

そ
の
翌
年
正
月
か
ら
通
用
を
停
止
し
、
停
止
後
に
新
金
と
引
替
え
る
と
ぎ
は
引
替
歩

元
禄
改
鋳
以
来
、
悪
質
の
金
銀
の
鋳
造
に
よ
っ
て
、

ま
た
小
玉
銀
の
不
足
も
手
伝
っ
て
、
銭
相
場
は
高
騰
し
た
。

銭
は
庶
民
の
常
用
の
通
貨
と
し
て
需
要
は
増
大
し
、
元
禄
以
来
小
平
銭
鋳
造
の
ほ
か
に
、
宝
永
通
宝
大
銭
の
新
鋳

造
も
あ
っ
た
が
、
大
銭
鋳
造
は
失
敗
で
た
ち
ま
ち
通
用
停
止
と
な
り
、
銭
の
不
足
は
あ
ま
り
緩
和
さ
れ
な
か
っ
た
。

通
用
金
銀
（
乾

字
金
、
永
中
・
三
宝
•
四
宝
銀
）
建
て
が
行
わ
れ
て
い
て
銭
相
場
の
騰
勢
は
避
け
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。



ハ
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

求
の
強
い
銭
の
供
給
は
相
変
わ
ら
ず
不
足
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。

享
保
元
年
紀
州
よ
り
吉
宗
が
入
っ
て
八
代
将
軍
と
な
り
、
前
代
の
施
政
に
刷
新
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

幕
府
は
新
古
金
の
引
替
え
を
強
く
押
し
出
し
た
。
享
保
二
年
八
月
に
は
乾
字
金
通
用
は
向
う
一
ニ
カ
年
限
り
と
し
、

同
年
十
二
月
に
は
正
徳
五
年
の
前
令
ど
お
り
元
禄
金
通
用
は
当
年
暮
ま
で
で
来
年
か
ら
通
用
停
止
を
確
認
し
て
引

替
え
の
増
歩
は
来
年
よ
り
無
く
し
、
江
戸
・
大
坂
御
金
蔵
納
払
と
も
に
元
禄
金
は
止
め
る
と
令
し
た
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
金
銀
相
場
変
動
の
最
も
著
し
か
っ
た
の
は
、

と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
良
質
の
慶
長
銀
、

大
き
な
原
因
を
な
し
、
両
替
相
場
に
複
雑
な
等
差
変
動
が
お
こ
っ
て
物
価
不
安
定
の
主
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
商
人
の
間
に
六
品
銀
交
易
一
覧
表
が
作
成
さ
れ
て
利
用
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

鋳
の
公
表
当
時
、
江
戸
に
お
い
て
の
相
場
は
八
二
、
三
匁
（
通
用
金
銀
の
相
場
）
で
あ
っ
た
が
、
享
保
二
年
の
春
夏
の

交
に
は
平
均
六
九
匁
七
五
、
秋
冬
の
交
に
は
平
均
六
四
匁
二
で
あ
っ
た
。
享
保
一
―
―
年
五
月
は
じ
め
新
金
銀
相
場
は

五
八
匁
三
五
で
あ
っ
た
が
、

正
徳
・
享
保
銀
を
は
じ
め
六
種
の
品
位
に
大
差
あ
る
銀
が
あ
る
こ
と
が

九
月
に
は
銀
が
高
騰
し
て
四
一
―
―
匁
八
、

は
大
坂
・
江
戸
間
の
諸
色
取
引
に
も
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
し
、

貨
幣
政
策
に
つ
い
て
は
前
代
の
方
針
を
踏
襲
し
た
。

正
徳
・
享
保
年
間
の
お
よ
そ
―
二
、
三
年
間

正
徳
四
年
五
月
新
金
銀
改

九
分
ま
で
に
な
っ
た
。
金
銀
相
場
の
不
定
安

ま
た
銭
相
場
を
も
混
乱
さ
せ
、
庶
民
の
使
用
要



三
宝
銀

永

銀

宝
永
銀

元
禄
銀

い
て

一
五
割
増

-
0割
増

六
割
増

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

こ
の
よ
う
な
通
用
状
勢
に
対
し
て
、
幕
府
は
享
保
三
年
閏
十
月
に
「
新
金
銀
を
以
当
戌
十
一
月
よ
り
通
用
可
仕

⑥
 

覚
」
の
新
令
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
乾
字
金
、
永
字
・
三
宝
•
四
宝
銀
を
も
っ
て
通
用
金
銀
と
す
る
こ
と
を
止
め

て
、
新
金
銀
を
も
っ
て
通
用
金
銀
と
な
す
こ
と
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
享
保
一
―
―
年
の
触
の
と
お
り
乾
字
金
通
用
は
当
年
限
り
、
十
一
月
か
ら
新
金
建
て
と
す
る
。
そ
の
引
替
え
は

当
年
よ
り
五
カ
年
限
り
と
す
る
。

一
銀
は
正
味
の
不
足
が
多
く
灰
吹
銀
に
て
足
し
銀
す
る
が
、

も
成
就
し
が
た
い
。
吹
直
し
員
数
に
よ
っ
て
十
一
月
か
ら
新
銀
建
て
と
す
る
。

一
乾
字
金
・
元
禄
金
と
新
金
の
引
替
法
は
従
前
ど
お
り
で
、
銀
に
つ
い
て
は
慶
長
銀
•
新
銀
一
〇
貫
目
に
つ

二
割
半
増

一
六
貫
目

ご
一
貫
五

0
0目

二

0
貫
目

二
五
貫
目

次
に
「
新
金
銀
引
替
之
法
」
と
し
て
次
の
と
お
り
触
れ
出
し
て
い
る
。

近
年
は
銀
山
の
産
銀
が
少
な
く
二
〇
カ
年
余
で

一
四



ハ
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

ず
る
。

右
の
割
合
を
も
っ
て
本
年
十
一
月
か
ら
五
ヵ
年
に
限
っ
て
引
替
え
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

一
年
貢

・
小
物
成

・
諸
運
上
類
、
定
ま
っ
た
員
数
で
元
禄
九
年
以
前
か
ら
納
め
て
き
た
金
銀
は
新
金
銀
で
も

一
元
禄
九
年
以
来
請
負
値
段
を
き
め
、
今
後
も
そ
の
右
値
段
を
用
う
べ
き
分
は
、
当
時
の
値
段
を
基
準
に
き

め
直
す
こ
と
。

――-
0割
増

一
年
貢
・
小
物
成
・
運
上
・
諸
色
、
元
禄
九
年
か
ら
当
年
閏
十
月
ま
で
、

一五

そ
の
時
々
の
値
段
を
基
準
に
き
め

た
も
の
の
、
納
残
り
ま
た
諸
色
代
物
の
払
残
り
の
類
は
、
乾
字
金
一

0
0両
に
対
し
新
金
五

0
両
、
通
用

銀
一
〇
貫
目
に
対
し
新
銀
二
貫
五

0
0目
を
渡
す
こ
と
。

一
献
上
・
下
賜
の
金
銀
は
古
格
が
あ
り
新
金
銀
に
て
も
差
別
せ
ず
、
世
上
の
祝
儀
・
礼
物
な
ど
も
こ
れ
に
準

一
借
金
銀
は
元
禄
九
年
以
前
の
も
の
の
返
済
残
り
は
新
金
銀
で
も
そ
の
員
数
を
も
っ
て
、

は
金
一

0
0両
に
対
し
新
金
五

0
両
、
銀
一
〇
貫
目
に
対
し
新
銀
二
貫
五

0
0目
を
も
っ
て
返
済
す
る
。

一
給
金
銀
は
元
禄
九
年
前
後
と
も
差
別
な
く
、
新
金
銀
に
て
も
従
前
ど
お
り
の
額
を
渡
す
が
、
相
対
を
も
っ

従
来
の
員
数
を
納
め
、
同
年
以
後
の
納
分
は
新
金
銀
で
半
減
す
る
。

四
宝
銀

四
〇
貫
目

ま
た
以
後
の
借
用



く
売
る
と
い
う
商
人
も
あ
っ
た
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

一
合
力
な
ど
元
禄
九
年
以
前
き
め
た
分
は
新
金
銀
に
て
も
同
額
で
、
以
後
ぎ
め
た
分
は
半
減
す
る
。

以
上
の
と
お
り
、
乾
字
金
、
永
字
・
三
宝
•
四
宝
銀
の
通
用
金
銀
建
て
を
新
金
銀
建
て
に
切
替
え
た
こ
と
は
重

大
な
改
変
で
あ
り
、

大
き
く
格
差
を
付
し
た
の
も
著
し
い
点
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
最
も
強
い
打
撃
を
う
け
た
の
は
上
方
な
ど
銀
遣
い

の
地
域
で
あ
り
、

ま
た
銀
の
引
替
割
合
法
、

と
く
に
通
用
銀
三
品
は
従
来
同
割
合
と
し
た
の
を
新
銀
に
対
し
て

四
宝
銀
四
〇
貫
目
を
も
っ
て
新
銀
一
〇
貫
目
に
引
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
身
上
が
四
分
一
に
な

る
と
さ
え
噂
さ
れ
た
。

江
戸
で
は
十
月
晦
日
の
銀
相
場
は
乾
字
金
一
両
に
四
宝
銀
（
通
用
銀
）
八
六
匁
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
金
一
両

に
四
宝
銀
一
七
二
匁
で
あ
り
、
新
割
合
法
で
は
新
金
一
両
に
新
銀
四
三
匁
と
な
る
。
十
一
月
に
は
従
来
の
通
用
銀

は
貯
え
お
い
て
一
切
売
り
に
出
ず
、
売
り
た
め
た
銭
も
売
り
出
さ
ず
、
通
用
銀
や
銭
な
ど
を
買
い
と
る
も
の
を
き

び
し
く
取
締
っ
た
。
世
人
は
四
宝
銀
に
よ
る
勘
定
を
選
び
、
貸
借
関
係
で
は
債
権
者
と
債
務
者
の
間
に
返
済
の
銀

に
つ
い
て
紛
争
が
お
こ
り
、
売
買
関
係
で
は
四
宝
銀
に
よ
る
支
払
人
に
品
物
を
安
く
し
、
新
銀
に
よ
る
も
の
に
高

幕
府
も
新
銀
相
場
六

0
目
ほ
ど
（
通
用
金
銀
の
新
金
銀
建
て
）
と
予
想
し
て
い
た
の
で
一
驚
し
た
が
、

て
召
抱
え
た
わ
た
り
奉
公
人
の
類
は
相
対
次
第
と
す
る
。

一
六

や
が
て
十
一



ハ
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

新
金
一
両
に
二
四

0
目
と
い
う
暴
落
の
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
。
十
二
月
に
い
た
り
公
定
相
場
を
五
四
、

よ
っ
て
享
保
四
年
三
月
に
幕
府
は
相
対
相
場
を
認
可
し
た
。
そ
の
後
、
享
保
四
、

一七

月
中
に
五
五
匁
余
と
な
り
、
幕
府
は
さ
ら
に
六

0
目
の
公
定
相
場
を
も
っ
て
安
定
を
計
っ
た
。
そ
れ
で
四
宝
銀
は

し
か
し
銀
遣
い
の
上
方
で
は
十
一
月
七
日
の
金

相
場
五
―
―
―
匁
、
十
二
月
十
七
日
に
四
八
匁
九
と
金
が
安
く
て
、
江
戸
よ
り
上
方
へ
向
け
て
銀
の
流
出
が
増
加
し
た
。

当
局
は
江
戸
に
お
い
て
銀
の
払
底
す
る
の
は
両
替
屋
の
隠
退
蔵
や
上
方
へ
の
密
輸
出
な
ど
の
た
め
で
あ
る
と
し
て

厳
し
く
紅
察
し
、
本
両
替
の
ご
と
ぎ
は
十
一
月
中
旬
か
ら
翌
年
三
月
二
十
一
日
ま
で
店
に
暖
簾
を
下
し
て
休
業
し

五
匁
に
引
上
げ
た
が
、
銀
は
出
廻
ら
ず
、
両
替
屋
の
熱
烈
な
運
動
に

五
年
内
は
四

0
目
台
の
銀
の
高

値
が
続
い
た
。
そ
れ
は
元
建
て
と
な
っ
て
い
る
新
銀
の
相
対
的
不
足
と
、
割
増
の
格
差
の
高
い
元
禄
銀
以
下
の
銀
、

と
く
に
通
用
銀
で
あ
っ
た
三
宝
•
四
宝
銀
が
通
用
さ
れ
て
い
る
事
実
と
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

よ
っ
て
元
禄

金
銀
以
下
の
引
替
え
を
促
進
す
る
こ
と
に
努
め
て
、
享
保
五
年
三
月
に
元
禄
銀
等
五
品
の
銀
の
通
用
は
明
年
限
り

と
し
、
同
七
年
か
ら
通
用
を
禁
止
し
て
新
銀
と
の
引
替
え
も
同
年
限
り
と
触
れ
出
し
た
。
享
保
六
年
四
月
に
い
た

り
五
品
銀
の
通
用
禁
止
を
同
八
年
限
り
と
一
年
延
期
し
、

法
ど
お
り
潰
銀
の
割
合
で
売
渡
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

八
年
正
月
に
五
品
銀
は
当
年
か
ら
銀
座
へ
差
出
し
て
定

乾
字
金
に
つ
い
て
は
、
通
用
は
享
保
四
年
限
り
引
替
え
は
同
七
年
限
り
と
布
告
し
た
が
、
引
替
え
が
進
ま
ず
、



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

享
保
五
年
五
月
に
両
替
屋
に
対
し
て
は
こ
れ
を
世
に
出
さ
ぬ
よ
う
問
屋
に
対
し
て
は
他
国
へ

送
ら
ぬ
よ
う
に
令
し

た
。
同
八
年
正
月
に
は
当
年
か
ら
金
座
へ
差
出
し
定
法
ど
お
り
潰
金
の
割
合
で
売
渡
す
こ
と
を
触
れ
出
し
た
。

元

禄
金
に
つ
い
て
も
同
前
と
指
示
し
た
。

し
か
し
乾
字
金
の
残
り
は
多
く
、
享
保
十
五
年
正
月
に
新
金
・
慶
長
金
一

正
徳

・
享
保
の
金
銀
は
慶
長
の
幣
制
に
復
帰
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

前
者
を
古
金
銀
と
よ
ぶ
の
に
対
し
て
新
金
銀
と
称
せ
ら
れ
た
。
正
徳
年
間
に
鋳
造
し
た
小
判
・
一
分
判
は
武
蔵
判

「
吹
塵
録
」
に
よ
る
と
正
徳
四
年
の
吹
立
―
―
一
万
三
五

0
0両
と
し
、

文
元
年
ま
で
の
吹
立
八
二
八
万
両
と
し
て
い
る
。
享
保
銀
は
正
徳
四
年
八
月
か
ら
元
文
元
年
四
月
ま
で
の
通
用
と

し
総
出
来
高
一
―
―
―
―
―
万
一
四
二

0
貫
目
ほ
ど
と
し
て
い
る
。
「
月
堂
見
聞
集
」
に
は
享
保
六
年
七
月
晦
日
ま
で
に
二

二
万
三

0
八
一
一
貫
五
七
一
匁
を
吹
立
て
た
と
あ
る
。

元
禄
銀
以
下
五
品
の
銀
の
通
用
期
限
と
し
た
享
保
七
年
中
ま
で
に
引
替
え
は
か
な
り
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
享

保
三
年
閏
十
月
の
「
新
金
銀
を
以
当
戌
十
一
月
よ
り
通
用
可
仕
覚
」
に
み
え
る
よ
う
に
、
近
年
鉱
山
の
産
銀
が
少

な
く
、
新
銀
吹
立
て
の
た
め
灰
吹
銀
に
よ
る
足
し
銀
が
必
要
で
あ
っ
て
、

当
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
よ
ば
れ
、

そ
の
品
位
は
慶
長
金
銀
と
同
じ
く
し
、

五
品
の
銀
を
引
替
え
回
収
し
て
そ
れ
に

回
収
さ
れ
た
諸
品
銀
は
南
蛮
鮫
に
よ
っ
て
銀
銅
を
吹
分
け
て
上
銀
と
し
て
補
充
す
る
こ
と
に

両
に
二
両
と
し
て
通
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

享
保
金
は
享
保
元
年
か
ら
元

一
八



六
品
の
銀
鋳
造
と
流
通

銀
二
万
一
七
九
一
貫
九

0
五
匁
五
分

江
戸
で
金
の
引
替
え
が
多
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
元
禄
・
ニ
宝
（
宝
永
銀
）
•
永
中
・
―
―
―
宝
が
す
べ
て
で
一
〇

〇
貫
目
と
い
う
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
後
に
述
べ
る
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け
の
吹
元
銀
に
お
い
て
、

と
対
比
し
て
考
査
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
享
保
六
年
以
後
金
銀
相
場
は
前
年
度
ま
で
の
四

0
目
台
の
銀
高
値
が

下
落
し
て
五

0
目
台
か
ら
六

0
目
の
本
来
の
公
定
相
場
に
接
近
し
た
。

乾
字
金
の
通
用
停
止
令
や
西
国
大
名
の
国
詰
め
に
よ
る
銀
需
要
の
増
加
な
ど
の
た
め
一
時
銀
相
場
は
急
騰
を
み
た
。

な
る
。

内
元
禄
・
ニ
宝
・
永
中
・
三
宝
等
一

0
0貫
目
、
残
り
は
す
べ
て
四
宝

乾
分
判

乾
小
判

内

元

禄

金

五
七
万

0
六

0
九
両
二
分

二
六
四
万
二
五
六
二
両

一
九
五
万
八
三
一
五
両
一
分
二
朱

金
五
一
七
万
一
四
八
六
両
三
分
二
朱

一九

「
両
替
年
代
記
」
に
よ
る
と
江
戸
で
は
本
両
替
仲
間
が
正
徳
四
年
十
二
月
か
ら
享
保
七
年
末
ま
で
に
引
替
え
た

R
 

金
銀
高
を
次
の
と
お
り
記
し
て
い
る
。

そ
れ

し
か
し
享
保
八
年
暮
に
は
、
同
年
正
月
の



R
 

R
 

④
 

① 
註 時
の
諸
問
題
を
知
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

りヽ こ。
キ
i

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

R 

新
金
銀
は
と
も
か
く
も
世
上
に
出
廻
っ
て
い
っ
た
が
、
数
量
不
足
の
た
め
に
商
品
取
引
や
物
価
の
上
に
も
影
響

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
「
三
貨
図
彙
L

に
も
「
諸
国
金
銀
払
底
二
付
先
達
テ
銀
札
ヲ
免
許
セ
ラ
ル
」
と

あ
り
、
享
保
十
五
年
に
は
宝
永
四
年
以
来
禁
止
し
て
い
た
諸
藩
の
金
銀
銭
札
の
発
行
を
認
許
し
て
藩
札
が
一
時
に

世
に
出
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
享
保
十
年
十
月
か
ら
慶
長
大
判
と
規
定
量
目
品
位
を
同
じ
く
し
た
享
保
大
判
を
鋳

新
銀
鋳
造
の
上
灰
吹
銀
供
与
の
た
め
に
、
大
坂
の
銅
吹
屋
は
正
徳
四
年
五
月
か
ら
享
保
八
年
正
月
ま
で
江
戸
・

京
・
大
坂
の
吹
分
所
に
お
い
て
宝
永
．
―
―
―
宝
•
四
宝
銀
を
主
と
す
る
銀
銅
吹
分
け
の
御
用
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

⑩
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
そ
の
概
要
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
住
友
史
料
館
に
は
多
数
の
関
係
史
料
が
あ

こ
れ
を
精
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
元
禄
銀
な
ど
六
品
の
銀
に
つ
き
そ
の
実
態
と
そ
の
通
用
な
ど
関
連
す
る
当

小
莱

m淳
『
日
本
の
貨
幣
』

一＝＝
―-l
-
四
四
頁

小
葉
田
淳
「
第
一
次
銅
座
と
住
友」

『尿
屋
叢
考
』
第
拾
八
輯
、

1
0五
頁

造
し
、
大
判
一
枚
は
七
両
二
分
の
相
場
を
定
め
、

田
谷
博
吉

『近
世
銀
座
の
研
究
』

一
八
七
頁

田
谷
前
掲
書
、
一

八
九
頁

「
年
々
諸
用
留
」
二
番

『
住
友
史
料
叢
書
』

一
五
八
頁

ま
た
元
禄
大
判
は
十
二
月
以
後
通
用
を
停
止
し
た
。

二

0



ほ
ど
東
下
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

R
 

（一）
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

「
銅
吹
屋
仲
間
由
緒
書
」
架
蔵
番
号
五
I

六ー―――
ー
ニ

『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
八

0
0
(
一
）
（
二
）
（
三
）

『
校
註
両
替
年
代
記
』
原
編

正
徳
四
年
の
条

絹
者
の
本
両
替
竹
原
氏
の
支
配
人
久
兵
衛
は
註
記
し
て

「
銀
之

江
戸
吹
分
所
の
開
設

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
四
月
朔
日
大
坂
町
奉
行
鈴
木
飛
騨
守
（
利
雄
）
は
大
吹
屋
泉
屋
吉
左
衛
門
（
友
芳
）
・
大
坂
屋

久
左
衛
門
・
大
塚
屋
甚
右
衛
門
に
対
し
、
江
戸
よ
り
の
指
令
と
し
て
銀
銅
吹
分
け
と
問
吹
き
の
た
め
銅
吹
屋
両
人

郎
兵
衛
が
下
向
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
月
十
七
日
江
戸
に
済
い
た
。
問
吹
き
の
た
め
吹
大
工
四
人
・
手
伝
一
人
を

①
 

同
道
し
て
い
る
。

R

同

前

ノ＼

⑦
 
R
 

江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

引
替
享
保
三
年
後
は
無
数
、
六
年
九
月
頃
よ
り
又
々
引
替
る
」

と
い
い
、
「
正
徳
四
年
八
月
二
日
よ
り
十
一
月
廂
日
ま
で
の
引

替
分
は
こ
の
高
の
外
」
と
し
て
い
る
。

一
七
四
ー
一
七
七
頁

よ
っ
て
二
日
に
銅
会
所
に
て
銅
吹
屋
仲
間
相
談
の
う
え
で
大
坂
屋
と
丸
銅
屋
治

⑩ 

①
に
同
じ



杉

岡

弥

太

郎

御
勘
定
組
頭

大
久
保
甚
右
衛
門
御
目
付

水
野
因
幡
守
（
重
格
）
御
勘
定
頭

中
川
淡
路
守
（
重
恭
）
御
目
付

吹
替
御
用
掛
り
と
し
て
次
の
諸
役
人
は
連
日
こ
の
問
吹
き
を
見
分
し
た
。

元
字
銀

宝
字
銀

三
宝
銀

四
宝
銀

二
十
四
、

六
貫
目

一
四
貫
目

六
貫
目

-
0貫
目

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

五
間
、
反
対
側
二
十
三
、

同 同 同

中

山

藤

大

夫

鈴

木

善

介

野

呂

六

右

衛

門

同

星
野
嘉
右
衛
門
御
徒
目
付

一
七
割
半

一
七
割
半

一
七
割
半

差
鉛
一
六
割
半
ほ
ど

五
月
一
―
―
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
問
吹
ぎ
を
行
っ
た
。

御
小
人
目
付

同

問
吹
き
の
た
め
勘
定
奉
行
の
指
示
に
よ
り
先
ず
元
禄

・

宝
永
•
四
宝
銀
一
〇
貫
目
ず
つ
を
渡
さ
れ
て
い
る
が
、

銀
銅
吹
分
け
は
差
し
あ
た
り
浅
草
諏
訪
町
の
泉
屋
の
吹
所
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吹
所
は
「
浅
草
諏
訪
町

R
 

之
絵
図
」
に
記
す
よ
う
に
、
銀
座
の
北
東
に
隣
し
浅
草
川
と
諏
訪
町
表
通
に
挟
ま
り
間
口
六
間
、
裏
行
は
銀
座
側

四
間
の
地
主
泉
屋
吉
左
衛
門
の
屋
敷
内
に
あ
っ
た
。



ば
早
速
泉
屋
の
銅
吹
ぎ
を
止
め
さ
せ
る
と
申
告
し
て
い
る
。

古

郡

孫

大

夫

五
月
中
旬
に
大
坂
屋
両
人
よ
り
勘
定
奉
行
あ
て
に
、
江
戸
駐
在
の
泉
屋
手
代
伊
左
衛
門
よ
り
商
売
銅
を
吹
く
た

め
に
、

銀
銅
吹
分
御
用
の
な
い
期
間
中
四
、

の
で
あ
る
。江

戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

羽

田

藤

左

衛

門

同

堀

内

源

右

衛

門

同
御
勘
定
衆

細

井

助

九

郎

同

萩

原

源

左

衛

門

同

吹
分
所
は
堀
田
豊
前
守
屋
敷
の
南
西
に
位
置
し
、

高

橋

吉

太

夫

北
東
は
表

五
日
間
使
用
の
こ
と
を
願
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
吹
場
御
用
が
あ
れ

七
月
に
大
坂
の
銅
吹
屋
中
に
対
し
吹
分
け
の
御
用
を
申
し
渡
さ
れ
て
、

替
御
用
掛
り
役
人
の
立
会
い
の
も
と
に
銀
銅
吹
分
け
の
用
向
き
に
つ
い
て
神
文
を
提
出
し
た
。

に
泉
屋
・
大
塚
屋
を
加
え
た
四
人
は
銅
吹
屋
組
頭
と
し
て
交
替
し
て
江
戸
に
詰
め
、

八
月
中
に
吹
分
所
の
普
請
に
着
手
し
た
が
、
そ
れ
は
都
賀
屋
善
六
の
上
り
屋
敷
七
間
口
に
町
家
を
加
え
た
場
所

R
 

で
あ
る
。
「
銀
銅
吹
分
所
近
隣
絵
図
」
に
よ
る
と
、

柳

川

五

太

夫

同

志

母

谷

仁

平

次

同 同

十
八
日
大
坂
屋
・
丸
銅
屋
は
既
述
の
吹

な
お
、

こ
の
両
人

吹
分
け
の
責
任
者
と
な
っ
た
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一
日
分
の
細
工
（
吹
き
方
）
の
吹
数
規
定
は
次
の
と
お
り
で
、

手

伝

南
蛮
吹
子
差

合
吹
吹
子
差

灰
吹
大
工

合

大

工

南
蛮
大
工

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

通
り
へ
通
ず
る
豊
前
守
裏
門
道
に
接
し
、
南
西
は
堺
屋
吉
兵
衛
屋
敷
に
隣
し
て
い
る
。
表
通
り
に
面
す
る
間
口
が

二
―
間
、
豊
前
守
裏
門
道
に
接
す
る
裏
行
が
一
―
―
―
間
三
尺
、
反
対
側
の
裏
行
が
二
七
間
と
あ
る
。
開
設
当
初
の
施

土
蔵
ニ
ヶ
所

合
床
五
挺

設
と
し
て

南
蛮
床
一
四
挺

炭
蔵
一
ヶ
所

と
あ
り
、
細
工
人
・
吹
子
差
・
手
伝
の
賃
銀
定
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

勤
日
一
日
四
匁

定
、
江
戸
出
足
日
ー
大
坂
帰
着
日
、

勤
日
一
日
三
匁

勤
日
一
日
―
―
―
匁
五

勤
日
一
日
一
匁
四

勤
日
一
日
一
匁
八

勤
日
一
日
一
匁
八

灰
吹
床

一
四
挺

外
二
灰
焼
床
二
軒

休
日
一
日
―
―
―
匁
二
五

日
数
―
―
―
日
定
、
右
日
数
二
四
日
分
、

休
日
一
日
二
匁
二
五

休
日
一
日
二
匁
四

休
日
一
日
七
分

こ
の
規
定
よ
り
吹
数
が
少
な
い
と
き
は
割
合
を
も

休
日
一
日
一
匁
―
―
―

休
日
一
日
一
匁

灰
吹
二
挺
前
勤
と
し
一
挺
前
勤
は
半
減

大
坂
出
足
日
ー
江
戸
着
前
日
、

一
日
に
三
匁
二
五

ニ
八

日
数
―
―
―
日



月
に
四
月
十
七
日
江
戸
着
の
翌
日
か
ら
吹
分
け
開
始
ま
で
の
賃
銀
・
飯
代
を
、

な
お
、
屑
吹
は
銅
箱
一
八
箱
を
吹
ぎ
、
留
粕
戻
し
（
正
鉛
に
直
す
）
は
四
吹
と
あ
る
。
銀
銅
吹
分
け
に
二
篇
吹
．

三
篇
吹
が
あ
り
、
媛
銅
と
留
粕
を
合
吹
ぎ
と
し
、
宝
永
銀
な
ど
規
定
銀
位
の
高
い
も
の
は
さ
ら
に
四
篇
吹
も
行
わ

④
 

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
鉛
の
使
用
も
多
く
な
り
燃
鉛
量
も
大
き
い
。

吹
分
所
の
内
部
の
絵
図
と
し
て
第
3
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
開
設
当
初
の
吹
床
の
数
と
同
一
で
あ
る
が
、

大
坂
屋
ら
は
前
述
し
た
よ
う
に
吹
大
工
四
人
、
手
伝
一
人
を
問
吹
ぎ
御
用
の
た
め
大
坂
よ
り
同
道
し
た
が
、

ち
吹
大
工
賃
銀
一
日
に
つ
ぎ
四
匁
、
手
伝
同
一
匁
五
、
飯
代
は
五
人
と
も
に
一
日
一
人
に
つ
い
て
二
匁
の
給
与
を

⑤
 

願
い
で
て
い
る
。

二

江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

に
役
所
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

灰

吹

南
蛮
吹

銀
鉛
合
吹

し

ぽ

り

ろ

か

す

緩
銅
井
留
粕
合
吹

二
吹
――吹
六
吹
七
吹

っ
て
賃
銀
を
差
引
く
。
床
一
挺
に
つ
い
て

留
粕
・
銅

・
鉛
の
合
吹
ぎ
も
同
前

二
九

七

一
日
に
つ
き
銀
二
七
匁
五
す
な
わ

ほ
か
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正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

正
徳
四
•
五
年
の
吹
分
け

江
戸
吹
分
所
の
吹
分
け
は
正
徳
四
年
九
月
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
先
だ
ち
八
月
に
大
坂
屋

・
丸
銅
屋
よ
り

一
日⑥
 

に
銀

一
0
0貫
目
の
吹
き
方
に
つ
い
て
、
諸
事
の
見
積
り
を
銀
銅
吹
分
け
の
御
用
掛
り
に
あ
て
て
提
出
し
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
毎
月
、

告
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

井
大
坂
往
来
入
用
金
の
覚
の
一
―
一
部
か
ら
な
る
の
が
普
通
で
、

的
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
十
一
月
に
前
年
十
二
月
以
来
一
カ
年
の
吹
分
け
に
つ
い
て
の
勘
定
書
を
提
出
報

そ
れ
は
日
吹
分
け
方
に
つ
い
て
、
口
吹
分
け
雑
用
、
同
吹
所
勤
め
の
人
数
給
金
諸
雑
用

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
項
目
も
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
ほ
か
建
物
・
諸
床
・
調
度
品
な
ど
の
建
造
修
理
や
購
入
な
ど
臨
時
の
勘
定
書
報
告
や
申
請
な
ど
臨
時

さ
て
八
月
の
諸
事
見
積
り
は
、
前
述
の
一
―
一
部
に
つ
い
て
記
載
し
て
お
り
そ
の
内
容
項
目
も
、

先
ず
「
一
日
に
銀
一

0
0貫
目
吹
方
の
積
り
」
と
し
て
次
の
と
お
り
記
す
。

合
床
一
挺
は
銀
一

0
0貫
目
を
一
〇
吹
と
し
、
同
一
挺
は
右
の
銀
か
ら
の
出
銅
八
〇
貫
目
を
六
吹
と
し
、
同
一

挺
は
留
粕
を
流
す
。
南
蛮
床
一
〇
挺
は
銀
一

0
0貫
目
分
の
吹
合
せ
の
銀
銅
鉛
を
鮫
り
（
一
挺
に
て
三
吹
ず
つ
の
積
り
）
、

同
四
挺
は
出
銅
八
〇
貫
目
の
吹
合
せ
の
銀
銅
鉛
を
鮫
り
（
一
挺
に
て
四
吹
ず
つ
の
積
り
）
、
同
一
挺
は
荒
鉛
を
吹
返
し
て

ほ
ぼ
毎
月

・
一
カ
年
の
勘
定
書
の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
。

（二）



と
あ
る
。

炭
役
元
/
役

吹
所
詰
人
数

吹
分
け
る
が
、

物
書 灰
吹
改
役

九
人

賄
方

（
主
人
）

銀
請
払
役

使
役
手
伝

手
代

吹
方
役

吹

所

小

遣

役

五

下

男

五

同
手
伝

正
鉛
と
す
る
。
灰
吹
床
一
〇
挺
は
銀
一

0
0貫
目
分
よ
り
出
た
鉛
（
貴
鉛
）
を
吹
き
（
一
挺
に
て
一
二
吹
ず
つ
の
積
り
）
、
同

二
挺
は
出
銅
八
〇
貫
目
よ
り
出
た
鉛
（
貴
鉛
）
を
吹
く
（
一
挺
に
て
二
吹
ず
つ
の
積
り
）
。
以
上
床
数
合
計
―
―

1
0挺
、
吹
大

こ
の
床
数
人
数
を
も
っ
て
一
日
銀
高
一

0
0貫
目
を

二
篇
吹
ま
で
す
る
積
り
と
い
う
。
も
っ
と
も
こ
の
銀
は
四
宝
銀
ら
し
く
、
二
篇
吹
は
銀
の
鮫
り
、

出
銅
の
鮫
り
を
意
味
す
る
。

次
に
「
銀
一

0
0貫
目
吹
方
一
日
分
雑
用
積
の
覚
」
は
第
4
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
二
篇
吹
ま
で
行
う
吹
方

の
分
で
去
る
六
月
の
諸
色
相
場
に
よ
っ
て
記
し
た
と
し
て
い
る
。
雑
用
の
合
計
金
ニ
二
両
一
予
一
分
二
朱
と
銀
一
―10
目

第
三
に
「
吹
所
相
勤
候
人
数
・
給
金
・
諸
雑
用
井
大
坂
往
来
入
用
金
の
覚
」
で
あ
る
が
、
吹
所
勤
人
数
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

大
坂
よ
り
下
る
勤
番

―――――一人

二
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

エ――

1
0人
・
吹
子
差
三

0
人
・
手
伝
八
人
の
計
六
八
人
で
、
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江戸吹分所銀100貫目吹分け 1日分雑用見積

鉛66貫目代

土100貫目代

砂 l石代

摺糠 1俵代

す灰代 中炭10俵はたき申す積 り

藁灰 ・紺屋灰代

炭77俵代

紋木13本代

鉄道具痛代

吹子痛代

狸皮痛代

飯切桶・檜杓・銅鉛掛るとぎの風袋・銀銅入れの

箱や包む筵などの痛代

吹大工30人手間賃飯代 1日1人 6匁宛の積 り

吹子差30人・手伝 8人計38人賃金飯代 1日1人

3匁5宛

項 目

1篇吹 ・2篇吹の燃捨 り鉛代

南蛮・合・灰吹床道具に使用

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

21 3 2 

出典）「江戸銀銅吹分ケ諸證文留」 25-6-1

30 合 計

あ
り
、

別
宅
に
居
て
吹
分
所
へ
通
勤
す
る
と

手
代
二
人
・
男
三
人
以
上
六
人
は
、

の
届
書
を
大
坂
屋
・
丸
銅
屋
よ
り
提

り
下
る
勤
番
と
し
て
、

主
人
一
人
・

大
坂
よ
り
下
る
添
役
勤
番
と

出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
大
坂
よ

六
月
に
全
く
同
様
の
吹
所
人
数
云
々

大
坂
よ
り
下
る
勤
番
に
つ
い
て
、

あ
る
。

諸
用
小
使
三
、
台
所
昼
夜
火
番
二
と

焼
二
、
門
番
一
、
台
所
用
の
水
汲
一
、

方
食
焼
二
、

下
男

吹
大
工
吹
子
差
賄
方
食

一
人
の
内
訳
は
、
台
所
賄

下
男

四



江戸吹分所吹所勤人数・給金 ・諸雑用 ・大坂往来金見積

金

第 5表

額

言
200 元メ役料

225 吹分手代15人給金 灰吹改役以下使役手代にいたる

105 小使役・下男16人給金

200 大坂往来遣金 大坂より下る勤番半年交替にて上下 8度の

遣分

吹大工30人・吹子差30人・ 手伝 8人

て上下往来の遣金

惣人数42人飯代 21人は 2匁 5

5人） 2匁

項 目

二
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

130 

567 

大坂より 1年交替に

21人（下男16人・小使役

1, 427 

出典）「江戸銀銅吹分ケ諸證文留」 25-6-1

計

り
下
る
は
ず
、

二
匁
宛
）
、

五

そ
の
ほ
か
細
工
人
・

手
伝
二
九
人
が
今
後
大
坂
よ

こ
の
と
ぎ
要
望
と
し
て
、
毎
日
昼
夜
火
の
も
と
用

こ
の
度
一

日
銀
一

0
0貫
目
吹
の
御
用
の
た
め
大
坂
よ
り
下
っ
た
細
工

十
七
日
着
、
細
工
人
六
・
手
伝
三
は
七
月
二
十
三
日
着
、
細
工
人
一
人

一
日
賃
銀
四
匁
、
飯
代
二
匁
宛
、
手
伝
一
人
一
日
賃
銀
一
匁
五
、
飯
代

用
鉛
を
大
坂
に
て
調
達
の
た
め
金
一―
10
0
0

下
さ
れ
た
い
こ
と
（
細
工
人
四

・
手
伝
一
は
問
吹
御
用
の
た
め
四
月

人
・
手
伝
四
一
―
一
人
の
到
着
か
ら
吹
初
め
ま
で
の
賃
銀
飯
代
を

心
の
た
め
人
足
一

0
人
宛
を
召
抱
え
た
い
こ
と
、

な
お
、

両
を
算
出
し
て
い
る
（
第
5
表）
。

つ
い
て
は
、

る
。
通
勤
す
る
主
人
は
銅
吹
屋
組
頭
で
あ
り
、
添
役
勤
番
は

し
て
主
人
一

・
男
二
、

平
吹
屋
で
あ
ろ
う
。
給
金

・
諸
雑
用
・
大
坂
往
来
入
用
金
に

そ
の
性
質
上
一
カ
年
分
と
し
て
計
金
一
四
―
―
七

こ
れ
は
吹
所
に
詰
め
る
と
記
し
て
い



一
差
鉛
そ
の
ほ
か
吹
分
け
の
諸
入
用
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

両
を
当
地
で
家
質
を
入
れ
拝
借
し
た
い
こ
と
、
吹
分
所
向
に
表
口
七
、

り
差
出
す
こ
と
。

八
間
の
家
屋
敷
（
借
屋
に
て
替
屋
敷
で
も
遣
わ

せ
ば
家
主
も
困
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
）
が
あ
り
、
大
坂
よ
り
下
っ
て
当
地
詰
め
の
も
の
の
住
居
と
し
、

吹
分
所
入
用
諸
品
四
九
口
代
銀
六
貫
一
六
六
匁
五
（
此
金
―
―
四
両
一

こ
れ
に
対
し
て
奉
行
よ
り
遵
守
す
べ
ぎ
こ
と
を
委
細
に
指
示
し
た
が
、

一
吹
分
け
出
灰
吹
銀
・
出
銅
は
順
次
に
上
納
し
、
吹
減
・
差
鉛
の
員
数
な
ど
勘
定
帳
面
に
記
し
て
一
カ
月
限

一
吹
減
は
た
め
し
吹
の
格
を
も
っ
て
定
め
た
と
お
り
に
心
得
て
過
分
の
吹
減
と
な
ら
ぬ
よ
う
吟
味
す
る
。

一
毎
年
十
一
月
を
限
り
一
カ
年
の
総
勘
定
を
仕
立
て
て
提
出
す
る
。

す
る
ゆ
え
に
一
カ
月
限
り
勘
定
を
仕
立
て
て
受
取
る
こ
と
。

右
の
う
ち
差
鉛
入
用
は
大
き
く
し
て
購
入
調
達
な
ど
を
も
併
わ
せ
て
別
に
詳
細
な
勘
定
報
告
を
行
う
が
、
吹
分

け
諸
雑
用
や
江
戸
在
勤
の
も
の
の
諸
入
用
な
ど
毎
月
の
吹
分
け
に
つ
い
て
の
報
告
と
と
も
に
提
出
す
べ
ぎ
定
例
の

勘
定
書
で
あ
っ
た
。

分
と
銀
―
―
匁
五
）
の
下
給
な
ど
を
願
っ
て
い
る
。

分
所
へ
荷
物
運
送
の
通
路
と
し
た
い
こ
と
、

ま
た
川
岸
よ
り
吹

⑦
 

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
箇
条
が
あ
る
。

ま
た
江
戸
在
勤
の
も
の
の
雑
用
、
差
出
し
た
積
り
書
ど
お
り
に
支
給

＇ /'¥ 



計
二
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

出
銅
出
灰
吹

ニ
八
六
貫
ニ
ニ
九
匁
五

貫
目
を
請
取
り
、
計
一
四

0
0貫
目
、

こ
れ
を
十
月
二
日
よ
り
晦
日
ま
で
に
吹
入
れ、

七

そ
の
結
果
は

八
月
に
吹
分
所
が
建
造
さ
れ
て
、
吹
元
と
し
て
八
月
晦
日
―
―
―
宝
銀
三

0
0貫
目
、
九
月
中
に
四
宝
銀
―
―
―

1
0
0

貫
目
を
請
取
り
、
九
月
二
、
三
日
に
吹
分
け
が
開
始
さ
れ
た
。
十
月
に
大
坂
屋
久
左
衛
門
よ
り
指
示
ど
お
り
、
「
午

九
月
分
御
銀
吹
分
方
御
勘
定
」

「
午
九
月
分
吹
入
三
宝
銀
三
百
貫
目
四
宝
銀
千
百
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳
」
「
九
月

分
御
銀
吹
分
所
惣
人
数
飯
代
給
金
諸
雑
用
井
道
中
遣
入
用
金
御
勘
定
帳
」
を
奉
行
へ
あ
て
て
提
出
し
て
い
る
。
十

月
分
の
吹
分
け
、
十
一
月
分
の
吹
分
け
、
十
二
月
分
の
吹
分
け
、

て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
翌
月
に
同
様
の
勘
定
書
を
泉
屋
吉
左
衛
門
よ
り
提
出
し
て
い
る
。
以
上
定
例
の
報
告
書
の
ほ

か
に
「
午
九
月
分
之
御
勘
定
相
立
候
鉄
道
具
鞘
狸
革
痛
代
金
之
積
書
」
十

一
月
の
「
吹
分
所
御
用
初
諸
道
具
御
買

⑧
 

上
品
之
代
銀
御
勘
定
帳
」
な
ど
臨
時
的
な
も
の
も
あ
る
。

さ
て
午
十
一
月
提
出
の
午
十
月
分
の
勘
定
帳
に
よ
っ
て
例
示
す
る
。

「
午
十
月
分
御
銀
吹
分
方
御
勘
定
帳
」
に

よ
れ
ば
、

四
宝
銀
二

0
0貫
目
は
九
月
吹
分
け
の
残
分
、
十
月
三
日
よ
り
十
九
日
ま
で
四
度
に
四
宝
銀
―
二

0
0

――

―
二

貫
目

一
三
九
八
貫
ニ
ニ
九
匁
五

ま
た
未
（
正
徳
五
年
）
正
月
分
の
吹
分
け
に
つ
い



十
月
中
吹
入
れ
四
宝
銀
一
四

0
0貫
目
吹
雑
用
は
以
上
の
と
お
り
で
一

0
0貫
目
に
つ
き
二
貫
九
九
三
匁
三
三

計
銀
四
一
貫
九
〇
六
匁
六

銀
ニ
―
一
貫
五
―
―
―
九
匁
六

銀
二
八
貫
三
六
六
匁
九
九

し
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
鉛
は
九
月
分
の
残
り
と
十
月
二
十
七
日
請
取
っ
た
三
四
四
〇
貫
目
の
合
計
四
四
ニ
―
貫
三

0
0

目
の
う
ち
、

り
と
な
っ
て
、
残
り
が
三
四
―
二
貫
四

0
0目
と
あ
る
。
次
に
「
午
十
月
分
四
宝
銀
千
四
百
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定

「
午
十
月
分
御
銀
吹
分
所
惣
人
数
飯
代
給
銀
諸
雑
用
井
道
中
遣
入
用
銀
御
勘
定
帳
」
を
次
に
表
示
す
る
（
第
7
表）。

な
お
、
泉
屋
吉
左
衛
門
は
九
月
中
に
大
坂
屋
・
丸
銅
屋
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
交
替
の
た
め
江
戸
へ
下
っ
た
。
江
戸

で
は
金
勘
定
が
一
般
で
あ
る
が
、
付
箋
に
金
一
両
に
つ
き
銀
七
七
匁
六
一
の
平
均
値
段
で
勘
定
を
仕
組
ん
だ
と
記

右
の
ご
と
く
し
て

帳
」
は
次
の
第
6
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

吹
減 正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

一
貫
七
七

0
匁
五

四
宝
銀
一
四

0
0貫
目
吹
分
け
の
差
鉛
二

0
1
0
貫
六

0
0目
で
、

吹
雑
用
御
勘
定
表

役
所
諸
入
用
御
勘
定
表

1
0
0八
貫
九

0
0目
が
燃
捨

ノ＼



第 6表 江戸吹分所雑用勘定（正徳4年10月）

江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

銀額

貫 匁

8, 920. 65 

項 目

炭1,529俵 1俵 6貫目入
灰吹．灰焼の諸床に使用

土2,346貫目 合・南蛮・灰吹床床持え、羽ロ・土道具繕い

砂23石 同上土に交ぜる

摺糠 1俵半 1俵 5匁82 土道具に交ぜる

下炭280俵 1俵 3匁86 す灰にして合・南蛮床招に使用

灰33石 8斗 1石21匁56 灰吹床に入用

細木150本代 10本 4匁527 合 ・南蛮 ．灰吹諸床の鉄道
具柄や絞木焼減の入用

鉄道具痛代

吹子痛代

狸革74枚代 1枚12匁95

飯切檜 ・解土桶・檜杓 ・銅鉛払のとき風袋・銀鉛銅入の
箱 ・銅包の筵など、これら諸品の痛代

3, 580. 22 細工人692人半賃銀 1人につき 5匁17

誓；:: I 〗エ喜：悶：賃多い：二，~4匁94
5,988.08 細工人・吹子芹・手伝計2,312人の飯代

28, 366. 99 1 

出典）「江戸銀銅吹分御勘定牒留」25-6-2

1,517. 27 

818. 11 

8. 7 3 

1, 086. 4 

7 28. 7 2 

67. 9 

1,687.3 

281. 3 

958. 3 

344. 6 

1俵平均 5匁343 合・南蛮・

1人につぎ 2匁59

計

第 7表 江戸吹分所惣人数飯代・給銀 ・諸雑用 ・

大坂往来遣銀勘定（正徳4年10月）

九

銀額

貰匁

4,009.3 

5, 458. 08 

506 

666. 4 

207.61 

130. 92 

233 

2, 328. 3 

項 目

13, 539. 61 

手代・小使 ・下男の給銀

飯代

焼炭92俵代 1俵 5匁5

燈油 5斗 6升代 1升11匁9

紙墨筆代

蝠燭130丁代

細工人 2人 10月16日出立大坂へ登せる道中遣銀

泉屋吉左衛門大坂より下る道中遣銀

計

出典） 「江戸銀銅吹分御勘定牒留」 25-6-2



と
こ
ろ
金
五
四
六
両
と
銀
四
六
匁
と
な
っ
て
、

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

に
あ
た
る
と
し
、
外
に
燃
鉛
代
金
一
七
七
両
一
分
と
銀
三

0
二
匁
一
七
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
十
月
中
の
燃
捨

り
鉛
一

0
0
八
貫
九

0
0目、

こ
の
う
ち
九
八
一
貫
三

0
0目
は
江
戸
買
上
鉛
で
代
金
一
七
七
両
一
分
と
銀
四
匁
、

鉛
二
七
貫
六

0
0目
は
大
坂
で
の
買
上
鉛
の
う
ち
で
代
銀
二
九
八
匁
一
七
で
あ
り
、
燃
捨
り
鉛
代
は
四
宝
銀
一
〇

〇
貫
目
に
つ
き
金
―
二
両
二
分
二
朱
と
銀
二
三
匁
七
二
五
に
な
る
と
い
う
。
吹
雑
用
は
計
金
一
七
七
両
一
分
と
銀

四
二
貫
二

0
八
匁
七
七
で
、

な
お
、

四
宝
銀
一

0
0貫
目
に
つ
き
金
―
二
両
二
分
二
朱
と
銀
一
一
一
貫

0
1
―
匁

0
五
五
と
な

九
月
分
の
勘
定
を
集
計
し
た
覚
書
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
示
す
こ
と
に
す
る
（
第
8
表
）。

吹
分
所
で
は
中
借
と
し
て
諸
雑
用
の
勘
定
帳
提
出
以
前
に
吹
分
け
中
に
入
用
を
請
取
っ
て
い
る
。
例
え
ば
十
月

六
日
に
金
四
ニ
―
両
一
分
と
銀
七
匁
一
六
を
、
十
月
十
三
日
に
銀
四
〇
貫
目
を
、

を
請
取
っ
て
い
る
が
、

十
二
月
十
四
日
に
銀
七
〇
貫
目

金
は
乾
字
金
、
銀
は
四
宝
銀
で
当
時
の
通
用
金
銀
で
あ
る
。
江
戸
で
は
品
物
の
代
価
支
払

は
金
建
て
で
あ
る
が
、
銀
四
〇
貫
目
は
六

0
目
替
の
計
算
で
中
借
し
た
よ
う
で
あ
っ
て
、

損
銀
と
な
る
と
し
て
、

る
と
報
告
し
て
い
る
。

こ
れ
を
金
に
両
替
し
た

一
両
に
つ
き
銀
ニ
ニ
匁
一
七
の
損
亡
で
、
結
局
七
貫
一
九
四
匁
の

十
月
十
七
日
に
泉
屋
よ
り
割
増
銀
の
給
与
を
願
っ
て
い
る
。
吹
分
け
の
差
鉛
と
し
て
、
大

坂
で
七
月
に
一
万
六

0
0
0
貫
目
代
銀
一
六
二
貫
五

0
0目、

九
月
に
四

0
0
0
貫
目
代
銀
四
一
一
一
貫
目
を
購
入
し

四
〇



第 8表

江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

金

両 分

380 2 

122 3
 

503 

江戸吹分所諸雑用勘定（正徳4年 9月）

銀

匁

126. 31 

42. 51 (1) 

168. 82 

項 目

吹雑用勘定表

役所諸入用・給金・飯代

小計 金にして506両と銀 3匁82(2) 

506 

290 3
 

2

7

 

8

2

 

．
．
 

3

6

 

(2) 

鉛燃捨り 1,599貫700目代

1両につき鉛 5貫500目替の概算

796 3
 

10.09 計

(1)の内訳

6

1

7

3

8

2

2

 

3

1

5

 

10 

2
 

3
 

3

3

 

13. 5 

6.43 

5. 6 

1. 23 

5. 7 5 

手代20人・小使下男給金

通勤人数12人賃金

上の人数飯代

焼炭54俵代

灯油 5斗2升

紙墨筆代

蛾爛217丁代

122 

出典）「江戸銀銅吹分御勘定牒留」25-6-2

3
 

42. 51 計

る
。
蔵
入
と
は
浅
草
御
蔵
百

二
匁
八
五
と
計
算
さ
れ
て
い

一
六
貫

0
六
二
匁
五
と
な
り
、

五
で
、

四

十

日
用
賃
が
計
二
貫
三
―
二
匁

土
蔵
入
日
用
賃
・
川
（
隅
田
川
）

江
戸
で

1
0
 0斤
入
―
二
五
〇

箇
の
包
装
で
江
戸
へ
送
ら
れ

た
。
大
坂
•
江
戸
間
の
船
賃

銀
八
貫
二
五

0
目、

の
船
賃
・
包
筵
代
・
荷
作
り

て、

鉛
代
を
合
わ
せ
て
ニ

1
0
0斤
に
つ
ぎ
平
均
一
七

七
番
へ
納
め
る
こ
と
で
、

月
二
十
四
日
に
一
万
貫
目
を



備 考

8月晦日請取

9,.---...,11月請取

9月 5"'晦日吹入

10月中吹入

11月中吹入

9月 2・3日吹入

し
て
い
る
。

御
用
銅
吟
味
方
を
勤
め
て
い
た
。

そ
の
覚
に

正
徳
五
年
正
月
に
泉
屋
と
多
田
屋
市
郎
兵
衛
よ
り
提
出
し
た
「
午
九
月
よ
り
十
一
月
迄
御
銀
吹
方
井
吹
雑
用
役

所
入
用
御
勘
定
帳
」
に
、
吹
分
け
方

・
雑
用

・
役
所
入
用
な
ど
を
ま
と
め
て
い
る
（
第
9

.
10
表）。

こ
れ
は
慶
長
銀
一
貫
一

0
0目
す
な
わ
ち
一
割
を
増
歩
し
て
一
貫
目
と
替
え
て
買
上
げ
る
灰
吹
銀
で

あ
る
。
右
の
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
吹
入
れ
に
お
い
て
三
宝
銀
の
出
灰
吹
銀
に
対
し
て
は
上
銀
は
そ
の
九
五
％
、

四
宝
銀
の
そ
れ
に
対
し
て
は
九
七
％
ほ
ど
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
吹
分
所
の
出
灰
吹
銀
に
対
し
銀
座
に
お
い
て
歩

吹
分
け
の
出
灰
吹
銀
の
品
位
と
上
納
の
関
係
や
上
銀

・
歩
入
銀
の
問
題
に
つ
い

十
二
月
十
八
日
に
泉
屋
の
吹
分
け
出
銅
に
つ
い
て
の
覚
書
を
多
田
屋
市
郎
兵

衛
が
萩
原
源
左
衛
門
へ
持
参
し
て
い
る
。
萩
原
は
勘
定
組
頭
で
銀
吹
替
方
長
崎

九
九
二
貫
目

て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

九
月
中
出
銅

入
を
確
か
め
、
す
な
わ
ち
一
割
入
の
歩
入
の
上
銀
に
計
算
す
る
わ
け
で
あ
る
。

上
銀
と
は
上
灰
吹
銀
と
も
記
さ
れ
て
、
銀
貨
鋳
造
に
充
当
す
る
銀
で
あ
り
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

R
 

蔵
入
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
一
割
入
灰
吹
銀
と
も
称

四



吹 元 銀

二
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

第 9表 江戸吹分所吹分け勘定（正徳 4 年 9~11 月）

此上銀 出銅出灰吹銀 吹

減

貰目 貝 匁 貫 匁 貫 匁 貫 匁

三宝銀 300 100, 160. 2 95, 650. 341 179, 500 20, 339. 8 

四宝銀 4,000

内 1,100 225,287.5 217,501.786 812,500 62,212.5 

1,400 286, 229. S 277, 356. 465 1, 112, 000 1, 770. 5 

1, 500 304,399.7 1, 148, 500 47, 100. 3 

出典） 「午九月か十一月迄御銀吹分方井吹雑用役所入用御勘定帳」19-2-1

第10表 江戸吹分所諸雑用勘定（正徳 4 年 9~11 月）

金

両
380 2 

10 

30 

吹方雑用

9 ,....__,11月御用場諸入用

細工人道中遣飯代、手代下男給銀飯代、新規
床構の入用、役所諸入用

8 ,....__,11月鉛 6,181貫目請取
り鉛代含む

出典）「午九月ふ十一月迄御銀吹分方井吹雑用役所入用御勘定帳」19-2-1

3
 

銀
貫―— 匁

58,703.3 

41,685.89 

22,867.05 

項 目

421 123, 256. 24 計
この内燃捨

第11表

吹 入 銀

四

12月中吹入

正月中吹入

2月中吹入

3月中吹入

四宝銀

四宝銀

四宝銀

四宝銀

江戸吹分所吹分け勘定（正徳 4 年12月 ~s 年 3 月）

出灰吹銀）出 銅

貫 匁 貰目

203,165.5 771,500 

212,027 817 000 

296,565 1,126,000 

260, 571 1 000 000 

貫目

1,000 

1,050 

1, 500 

1,300 

吹減

貫 匁

2 5, 334. 5 

20, 97 3 

77,435 

39, 429 

出典）「江戸銀銅吹分御勘定牒留」25-6-2

「未二月分御銀吹分方井吹雑用役所入用御勘定帳」 19-2-2

「未三月分御銀吹分方井吹雑用役所入用御勘定帳」19-2-3



（三）

定
所
へ
上
納
す
る
こ
と
を
村
井
次
郎
四
郎
へ
届
け
て
い
る
。

渡
し
た
。

帳
」
に
よ
っ
て
、
吹
入
れ
勘
定
の
み
を
記
す
と
第
11
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

0
七
―
―
一
貫

⑩
 

と
あ
る
。
内

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

―
―
―
―
一
貫
目

―
―
四
八
貫
五

0
0目

計
一
ニ
ニ
五
二
貫
五

0
0目

一
七
九
貫
五

0
0目

吹
分
け
の
停
止
と
鮫
銅

十

一
月

中

同

三
宝
銀
一
―

1
0
0貫
目
分
出
銅
、

四
宝
銀
四

0
0
0
貫
目
分
出
銅
、

正
徳
四
年
十
二
月
、
同
五
年
正
・
ニ
・
三
月
の
泉
屋
よ
り
提
出
し
た
「
御
銀
吹
分
方
井
吹
雑
用
役
所
入
用
勘
定

な
お
正
徳
五
年
四
月
に
、
同
四
年
九
月
か
ら
五
年
三
月
ま
で
、
三
宝
•
四
宝
銀
九
一
五
〇
貫
目
の
吹
分
け
に
て

、
、
、

出
た
か
ら
み
の
う
ち
六
〇
貫
目
は
金
屋
七
兵
衛
ら
一
―
一
人
の
入
札
者
に
払
下
げ
、
五
三
八
〇
貫
目
は
金
屋
七
兵
衛
ヘ

1
0
 0
貫
目
に
つ
き
銀
四
一
匁
三
の
割
で
二
貫
二
四
六
匁
七
二
と
な
る
。
こ
の
代
銀
は
差
図
次
第
御
勘

十
月
中
同

1
0
 0貫
目
に
つ
き
七
六
貫
八
1

一
五
匁

1
0
 0貫
目
に
つ
ぎ
五
九
貫
八
―
―
―
―
―
―
匁

四
四



第12表 江戸吹分所吹分け勘定（正徳5年）

銀 出灰吹銀 上銀に直し 出銅高 吹減

貫目 貫匁 貰匁 貫目貰匁

三宝銀 2,300 748,812.4 722,269.988 i, 540, 500 10,687.6 

四宝銀 12,400 2, 588, 534 2,498,751. 945 9, 622, 500 271, 699. 2 

出典）「未年中江戸京都宝永三宝四宝銀出灰吹出銅吹減燃捨鉛井京都吹雑

用役所諸入用銀書付」19-3-23

吹 入

る
と
し
、

四
五

江
戸
吹
分
所
の
吹
分
け
は
正
徳
六
（
享
保
元
）
年
正
月
で
打
切
ら
れ
た
。
こ
の
月
に

火
災
に
よ
っ
て
吹
分
所
は
焼
失
し
た
の
で
あ
る
。
正
徳
六
年
四
月
に
泉
屋
ら
組
頭
四

人
連
名
で
、
江
戸
・
京
都
の
正
徳
五
年
一
カ
年
の
吹
方
平
均
と
京
都
吹
分
け
雑
用
諸

入
用
の
平
均
を
報
告
し
た
覚
が
あ
る
の
で
、
同
年
中
の
江
戸
吹
分
け
高
を
第
12
表
に

示
す
こ
と
に
す
る
。
但
し
燃
捨
り
鉛
に
つ
い
て
は
、
同
年
中
の
京
都
吹
分
所
の
吹
分

け
の
分
と
併
せ
て
後
に
記
す
。
上
銀
に
直
す
と
し
て
、

吹
分
け
の
出
銅
に
つ
い
て
、

三
宝
•
四
宝
両
銀
と
も
に
、

正
徳
五
年
正
月
こ
れ
を
玉
銅
に
吹
く
次
第
結
果
を
泉

こ
の
書
付
を
越
え
て
三
月
二
日
に
銀
座
に
て
銀
掛
り
役
人
で
勘
定
中
の

堀
内
源
右
衛
門
へ
届
け
て
い
る
。
そ
れ
は
吹
分
け
出
銅
一
〇
貫
目
は
吹
減
八

0
0目

で
玉
銅
九
貫
二

0
0目
と
な
り
、
吹
雑
用
銀
二

0
匁
五
五
（
金
一
両
銀
六

0
目
替）

と
な

〇
貫
目
を
吹
く
た
め
に
は
吹
減
八
七

0
目
と
入
用
分
を
合
せ
て
吹
分
け
出
銅
ニ
―
一
貫

二
江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

こ
の
入
用
を
出
銅
で
渡
す
と
す
れ
ば
二
貫
九
一
―

1
0目
に
あ
た
り
、

屋
が
認
め
、

と
な
る
。

ほ
ぽ
三
・
五
％
を
差
引
い
て
い
る
ら
し
い
。

玉
銅
一

平
均
し
て
歩
入
六
歩
一
五
ほ
ど
の
銀
位



同
年
十
二
月
こ
ろ
に
は
大
坂
屋
と
丸
銅
屋
が
勤
番
で
あ
っ
た
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

八

0
0目
の
積
り
で
お
渡
し
あ
れ
ば
銀
座
の
損
失
も
な
い
こ
と
と
思
う
と
あ
る
。
三
月
二
十
二
日
付
覚
も
ほ
ぼ
同

⑪
 

様
の
主
旨
を
記
し
て
、
手
代
喜
右
衛
門
が
持
参
し
銀
座
で
勘
定
組
頭
坂
本
新
左
衛
門
へ
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
江
戸
吹
分
所
の
吹
分
け
出
銅
の
少
な
く
と
も

一
部
は
、
新
銀
鋳
造
の
差
銅
で
あ
る
玉
銅
と
し
て
用
い
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
。

江
戸
吹
分
所
に
勤
番
と
し
て
詰
め
た
銅
吹
屋
は
半
年
交
替
で
あ
る
が
、
組
頭
と
平
吹
屋
両
人
ず
つ
出
府
し
た
よ

う
で
あ
る
。
正
徳
四
年
四
月
大
坂
屋
・
丸
銅
屋
が
最
初
に
江
戸
へ
下
り
組
頭
と
し
て
勤
め
る
が
、
同
年
九
月
泉
屋

吉
左
衛
門
が
両
人
の
う
ち
交
替
と
し
て
江
戸
へ
下
っ
た
。
丸
銅
屋
は
九
月
ま
で
勤
番
で
あ
っ
た
が
交
替
し
た
ら
し

い
。
平
吹
屋
は
添
勤
番
と
し
て
一
人
が
交
替
し
て
吹
分
所
に
詰
め
て
お
り
、
組
頭
は
宿
所
か
ら
交
替
通
勤
し
た
よ

う
で
あ
る
。
泉
屋
と
前
後
し
て
多
田
屋
市
郎
兵
衛
が
出
府
し
た
と
思
わ
れ
る
。
泉
屋
は
翌
正
徳
五
年
四
月
末
に
江

戸
を
立
ち
五
月
十
三
日
京
着
、
十
八
日
に
大
坂
へ
下
っ
た
。

月
初
旬
に
江
戸
を
立
っ
た
。

五
月
五
日
に
平
野
屋
忠
兵
衛
が
江
戸
着
、
吹
分
所
の

向
い
に
所
在
す
る
泉
屋
の
屋
敷
に
当
分
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
野
屋
は
多
田
屋
と
交
替
し
、
多
田
屋
は
六
⑫
 

五
月
に
は
組
頭
の
大
塚
屋
吉
右
衛
門
が
江
戸
へ
下
着
し
て
泉
屋
と
交
替
し
て
い
る
。

こ
の
間
、

正
徳
五
年
―
―
―
月
に
月
番
泉
屋
理
助
・
丸
銅
屋
喜
右
衛
門
か
ら
泉
屋
吉
左
衛
門
へ
あ
て
て
、
買
物
諸
入

四
六



四
七

用
・
細
工
人
用
銅
茶
釜
そ
の
他
の
買
物
な
ど
計
金
五
二
八
両
一
―
―
分
二
朱
と
銀
三
貫
七
四

0
目
六
五
、
金
計
算
で
合

計
五
九
一
両
と
銀
ニ
ニ
匁
一
五
と
な
る
報
告
を
し
て
い
る
。
こ
の
月
番
は
泉
屋
・
丸
銅
屋
の
手
代
で
元
締
と
称
す

⑬
 

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

細
工
人
・
吹
子
差
・
手
伝
は
一
カ
年
交
替
と
さ
れ
る
が
、
正
徳
五
年
七
月
に
組
頭
の
大
塚
屋
吉
右
衛
門
よ
り
吹

分
御
用
掛
り
役
人
へ
あ
て
て
、
吹
分
所
細
工
人
・
吹
子
差

・
手
伝
な
ど
新
し
く
入
替
え
た
＜
替
り
人
を
上
方
へ
申

し
送
っ
て
お
り
、
都
合
五

0
人
（
付
箋
に
四
八
人
）
ほ
ど
下
っ
た
の
で
、
大
坂
出
立
よ
り
吹
分
所
出
勤
ま
で
の
賃
銀
・

宿
代
・
飯
代
な
ど
の
給
与
を
願
っ
て
い
る
。

で
に
大
坂
よ
り
下
っ
て
お
り
、

な
お
、
既
述
の
よ
う
に
前
年
八
月
に
、
細
工
人
・
手
伝
四
三
人
が
す

や
が
て
細
工
人
ら
二
九
人
が
下
る
は
ず
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
元
禄
金
の
金
銀
吹
分
け
に
つ
い
て
付
記
す
る
。
正
徳
五
年
六
月
に
勘
定
奉
行
水
野
因
幡
守
（
重
格
）
の
邸

に
て
江
戸
町
奉
行
中
山
出
雲
守
（
時
春
）
・
大
目
付
中
川
淡
路
守
（
重
恭
）
が
立
会
っ
て
、
金
銀
吹
分
け
を
三
河
屋
久

七
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
同
年
春
に
、
元
禄
金
吹
分
け
の
た
め
し
吹
を
久
七
に
仰
せ
つ
け
た
と
こ
ろ
、
宝
永
六

年
以
来
の
後
藤
方
（
金
座
に
て
）
の
吹
分
け
よ
り
出
金
銀
の
量
も
増
し
吹
分
け
入
用
も
減
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
大
塚
屋
を
召
し
て
久
七
は
身
上
軽
ぎ
も
の
ゆ
え
、
諸
事
の
差
引
を
銀
銅
吹
分
所
在
勤
の
銅
吹
屋
組
頭
に
申

し
つ
け
、

万
端
相
談
し
て
金
銀
吹
分
け
に
精
励
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
を
告
げ
た
。
大
塚
屋
は
こ
れ
を
辞
退
し

江
戸
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け



が
、
諏
訪
町
に
は
銀
座
役
所
が
あ
り
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

た
が
水
野
奉
行
か
ら
上
よ
り
の
命
令
で
違
背
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
老
中
阿
部
豊
後
守
（
正
喬
）
の
も
と
へ
も
御
用

加
役
の
礼
に
出
頭
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
六
月
十
八
日
金
銀
吹
替
御
用
掛
り
勘
定
奉
行
へ
あ
て
て
、
久
七
と
と

も
に
起
請
文
を
認
め
て
い
る
。
久
七
の
た
め
し
吹
は
泉
屋
の
吹
所
を
借
り
て
行
わ
れ
た
が
、
六
月
十
六
、

⑭
 

銀
銅
吹
分
所
の
北
隣
に
新
規
に
普
請
が
成
っ
た
。

七
日
に

江
戸
吹
分
所
の
吹
分
け
は
前
述
の
よ
う
に
正
徳
六
年
正
月
に
停
止
さ
れ
た
が
、
江
戸
の
地
誌
の
類
に
吹
分
所
に

つ
い
て
記
録
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。
「
御
府
内
備
考
」
巻
十
三
に
銅
吹
座
蹟
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

正
徳
四
年
五
月
十
三
日
浅
草
諏
訪
町
銅
吹
座
に
て
、

銀
た
め
し
吹
改
仰
付
ら
る

と
見
へ
た
り
。
是
を
吹
し
商
人
は
江
戸
大
坂
久
左
衛
門
・
花
田
七
兵
衛

・
京
九
金
屋
次
郎
兵
衛

・
谷
長
左
衛

こ
の
記
事
に
は
混
同
錯
誤
が
多
く
、
京
九
金
屋
は
丸
銅
屋
を
、
江
戸
大
坂
久
左
衛
門
は
大
坂
屋
を
指
す
よ
う
で

あ
り
、
谷
長
左
衛
門
は
新
銀
の
両
替
に
あ
た
っ
た
両
替
屋
で
あ
る
。
銅
吹
座
と
あ
る
の
は
吹
分
所
を
指
す
ら
し
い

の
で
あ
る
。

門
な
り
と
云
゜

「
文
露
叢
」
と
い
ふ
記
に
、

こ
の
書
に
は
こ
の
銀
座
と
混
同
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ら
し
い
。
正
徳
四
年

八
月
銀
（
新
銀
）
の
吹
方
は
、
江
戸
で
は
浅
草
つ
ま
り
諏
訪
町
銀
座
役
所
に
て
大
黒
長
左
衛
門
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た

四
八



（一）

⑦
①
に
同
じ

六
ー
七

R
R
に
同
じ

⑭ 

「
未
ノ
五
月
か

二
五
ー
六
ー

二
五
ー
六
ー
四

四
九

R
 「

銀
銅
吹
分
万
留
牒
」
架
蔵
番
号
一
九
ー
ニ
ー
一
五

「
正
徳
四
甲
午
載
五
月
ョ
リ
始

江
戸
銀
銅
吹
分
ヶ
諸
證
文
留
」

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

京
都
吹
分
所
の
開
設

江
戸
大
塚
や
勤
番
之
内
申
来
候
拍
」
二
五
ー

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け
は
正
徳
四
年
十
一
月
か
ら
享
保
三
年
閏
十
月
ま
で
行
わ
れ
、

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

翌
十
一
月
に
停
止
さ

⑬ 

「
正
徳
五
歳
未
三
月

未
正
月
二
月
三
月
小
買
物
諸
雑
用
精
帳
」

④
①
に
同
じ

ー
五

R
 「
銀
銅
吹
分
所
近
隣
絵
図
」
二
五
ー
六
ー
九
ー

⑫ 

「
未
ノ
五
月

江
戸
吹
分
所
ョ
リ
登
リ
候
連
状
写
」
二
五
ー
六

源
左
衛
門
様
へ
指
上
候
絵
図
控
」
の
裏
書
が
あ
る
。

⑪
⑤
に
同
じ

J

の
図
に
は
「
未
（
正
徳
五
）
二
月
十
五
日
水
野
因
幡
守
様
萩
原

⑩
R
に
同
じ

R 

「
浅
草
諏
訪
町
之
絵
図
」
二
五
I

六
ー
九
ー

⑨ 

「
江
戸
会
所
公
用
帳
書
抜
」
二

五
ー
六
ー

①
 

註

R 

「
江
戸
銀
銅
吹
分
御
勘
定
牒
留
」
二
五
I

六
—



一
カ
所
中
村
内
蔵
助
屋
敷

吹
分
所
が
両
替
町
御
池
上
ル
に
所
在
し
た
こ
と
は
、
享
保
四
年
七
月
二
十
一
日
の
町
触
に
、
両
替
町
御
池
上
ル

吹
分
所
の
壊
木
道
具
釘
瓦
壁
下
地
が
払
下
げ
に
な
り
、

こ
と
を
、

そ
れ
と
御
用
の
材
木
を
堀
川
御
池
上
ル
御
竹
蔵
ま
で
運
ぶ

も

く

ろ

み

入
札
に
付
す
る

こ
と
と
し
、
二
十
二
日
か
ら
吹
分
所
へ
越
し
て
目
論
見
を
し
て
希
望
の
も
の

入
札
、
ニ

②
 

十
五
日
四
つ
時
に
西
役
所
へ
持
参
す
る
よ
う
に
触
れ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。

表
ロ
一
九
間
程

裏
行
一
六
間
程

一
カ
所
深
江
庄
左
衛
門
屋

敷

麟

四

三

”

鱈

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

れ
た
。
吹
分
所
は
両
替
町
御
池
上
ル
の
銀
座
元
年
寄
中
村
内
蔵
助
・
深
江
庄
左
衛
門
闘
所
の
家
屋
敷
に
設
け
ら
れ

さ
て
、
銀
座
年
寄
中
村
内
蔵
助
・
深
江
庄
左
衛
門
・
中
村
四
郎
右
衛
門
•
関
善
左
衛
門
の
四
人
は
、

ち
た
銀
貨
鋳
造
な
ど
の
問
題
に
関
連
し
て
処
罰
を
う
け
醐
所
と
な
っ
た
が
、

そ
の
内
―
ニ
カ
所
は
入
札
に
よ
っ
て
払
下
げ
ら
れ
、

用
に
渡
す
よ
う
に
、
十
二
月
勘
定
奉
行
よ
り
指
示
さ
れ
た
と
い
う
。

①
 

び
吹
分
細
工
人
役
所
等
に
あ
て
ら
れ
た
。

て
十
月
末
に
は
普
請
が
成
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
代
銀
は
貸
付
け
て
利
足
銀
を
も
っ
て
銀
銅
吹
分
所
の
入

ま
た
、

四
人
の
家
屋
敷
は
二

三
カ
所
あ
っ
た
。

そ
の
内
ニ
カ
所
は
銀
銅
吹
分
所
お
よ

五
〇

品
位
の
落



改

所

役

中

村

勘

七

ほ

か

五

人

吹

方

役

元 御
徒
目
付

ら
れ
た
。

田

代

庄

兵

衛

ほ

か

六

人

締

泉

屋

理

右

衛

門

野

村

権

右

衛

門

二
人
・
御
小
人
目
付
二
人
を
減
員
し
た
。

四
人
一
人

御
小
人
目
付

御
勘
定

分
け
細
工
人
役
所
等
の
普
請
入
用
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
。

八
人
四
人

吹
分
所
御
用
掛
り
は
正
徳
四
年
十
月
上
京
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

五

ま
た
蕨
所
の
う
ち
家
屋
敷
四
カ
所
は
吹
分
所
御
用
掛
り
の
御
勘
定
・
御
徒
目
付
・
御
小
人
目
付
の
宿
舎
に
あ
て

さ
ら
に
四
人
所
有
物
の
払
物
品
代
銀
の
う
ち
銀
六
九
貫
六
九
二
匁
二
五
は
、
前
述
の
吹
分
所
お
よ
び
吹

御
勘
定
組
頭

で
あ
り
、
御
小
人
目
付
八
人
に
水
夫
五
人
を
付
け
た
。
翌
年
三
月
御
勘
定
組
頭
一
人
・
御
勘
定
二
人
・
御
徒
目
付

な
お
、
吹
分
所
役
人
と
し
て
、
泉
屋
吉
左
衛
門
ら
組
頭
四
人
、
平
野
屋
忠
兵
衛
ら
添
役
三
人
、
平
野
屋
市
郎
兵

衛
ら
吹
屋
一

0
人
、
計
一
七
人
を
あ
げ
、
右
大
坂
銅
座
の
も
の
が
京
都
吹
分
所
へ
交
替
で
詰
め
る
こ
と
を
、

四
年
十
一
月
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
と
あ
る
。

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

ま
た
吹
分
所
へ
常
時
詰
め
る
人
数
と
し
て

正
徳



御
吟
味
役

御
目
付

御
勘
定
頭

萩
原
源
左
衛
門

丸
茂
五
郎
兵
衛 役

種
・
所
書

・
姓
氏
名
を
計
三
六
人
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、④
 

の
上
に

0
印
を
付
し
て
「
此
度
、
京
へ
御
登
り
被
成
候
」
と
あ
る
。
次
の
諸
氏
で
あ
る
（
所
書
き
は
略
す
）
。

水

野

因

幡

守

西
ノ
丸
下
阿
部
豊
後
守
を
は
じ
め
、

台

所

役

勝
手
口
改

役

右
の
ほ
か
吹
子
五

0
人
ほ
ど
大
坂
よ
り
、

め
る
役
と
し
て
組
頭
一
人
・
平
吹
屋
一
人
・
元
締
二
人
・
手
代
二

0
人、

よ
り
一
四

0
人
と
み
え
る
。
組
頭
そ
の
ほ
か
の
吹
屋
は
交
替
で
詰
め
、
吹
方
役
よ
り
勝
手
口
改
役
ま
で
は
手
代
の

役
と
み
ら
れ
る
。
吹
子
は
細
工
人
で
、

住
友
家
の
記
録
に
よ
る
と
、

福

知

与

松
原
七
右
衛
門

岡 香
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正
徳
四
年
十
月
の
記
事
中
に
、
銀
掛
り
御
役
人
様
方
御
屋
敷
所
書
と
し
て
、
老
中

半

助

ほ

か

二

人

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈴
造
と
銀
銅
吹
分
け

銀
掛
灰
吹

改
役
筆

者

役

平

R
 

さ
し
こ
六

0
人
ほ
ど
雇
人
と
あ
る
。

多

助

ほ

か

一

人

姓
氏
名

ま
た
別
の
記
録
に
、
大
坂
よ
り
詰

そ
の
ほ
か
細
工
人
・
働
人
計
―
―
―

1
0人

さ
し
こ
は
吹
子
差
ら
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

五



正
徳
四
年
十
一
月
に
丸
銅
屋
が
記
し
た
九
月
八
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
江
戸
道
中
遣
金
、
京
着
以
後
京
都
吹
分

所
普
請
が
成
る
十
月
一
デ
一
十
日
ま
で
の
雑
用
、
細
工
人
を
大
坂
よ
り
呼
び
吹
き
方
が
始
ま
る
ま
で
の
賃
銀
飯
代、

⑤
 

よ
び
床
前
新
規
の
仕
立
入
用
な
ど
の
覚
が
あ
る
。

一
金
一
九
両
二
分
二
朱

八
七
五
文
、
平
均
金
一
両
銭
三
貫
文
と
し
て
の
金
高
。

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

御
小
人
目
付

御
徒
目
付

御
勘
定
御
組
頭

（衆）

御
勘
定
中

丸
銅
屋
が
江
戸
よ
り
登
る
日
数
八
日
、
道
中
上
下
七
人
遣
金
、
銭
五
八
貫

鈴

木

助

平

永

田

平

四

郎

神

田

清

六

郎

浅

岡

助

左

衛

門

白

井

武

兵

衛

矢
沢
四
郎
左
術
門

宮
原
丞
右
衛
門

渡

部

惣

四

郎

向
山
長
右
衛
門

古

郡

孫

太

夫

小

林

孫

四

郎

細

井

助

九

郎

新

甚

左

衛

門

小
高

作

左

衛

門

佐

藤

甚

太

夫

春

日

井

清

蔵

河

野

弥

市

郎

五

お



第13表 京都吹分所新規仕立諸床入用

金

両分
5 1 

0

2

2

 

ー

3
 

4
 

銀

匁

10. 25 

5. 2 5 

12 

2. 5 

14. 25 

6. 25 

3. 25 

15. 93 

項 目

土2,020貫目 10貫目につき 2匁

砂 2石 1石につき12匁

藁灰 ・紺屋灰 3石 1石につき29匁

下炭215俵 1俵につき 3匁 5

ヶ 63俵 1俵につき 3匁 5

銅網 5枚 l枚につき35匁

銅羽口 17本手間賃とも 1木につき10匁117

銅48貫200目 10貫目につき69匁437

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

出典）「午ノ十一月分御勘定帳オD」26-1-1

蛮
床
六
挺

．
灰
吹
床
六
挺
を
建
増
し
て
そ
の
惣
入
用
銀
一
貫
一
八
八

⑥
 

匁
四
四
を
計
上
し
て
い
る
。

金
一
両
銀
七
五
匁
替
で
八
貫
八
二
八
匁
五
五
五
と
な
る
。
や
が
て
南

以
上
の
惣
計
が
金

一
六
両
二
分
二

朱
と
銀
八
一
匁
六
八
と
な
り
、

二
挺
の
入
用
は
第
13
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

普
請
が
成
り
吹
分
け
が
始
ま
る
ま
で
の
賃
銀
飯
代
。

手
伝
八
人
計
三
一
人
の
京
着
か
ら
十
月
三
十
日
役
所
の

金
一
―
―
―
―
―
両
一
分
と
銀
九
匁
二
五

吹
分
所
の
普
請
の
成
る
十
月
一
デ
一
十
日
ま
で
の
店
賃
お
よ

び
惣
人
数
飯
代
。
銀
二
貫
五

0
1
――匁‘

替
と
し
て
の
金
高
。

一
金
三
五
両
三
分
と
銀
二
匁
七
五

ま
た
新
規
に
仕
立
て
た
合
床
五
挺

・
南
蛮
床
一

一
両
銀
七
五
匁

細
工
人
ニ
―
―
一
人

・

一
挺

・
灰
吹
床

一

九
月
十
六
日
か
ら

五
四



正
徳
四
・
五
年
の
吹
分
け

五
五

さ
て
京
都
吹
分
所
の
正
徳
四
年
十
一
月
分
・
十
二
月
分
の
「
御
銀
吹
方
帳
」
・
「
吹
雑
用
」
・
「
惣
人
数
飯
代
給
金

諸
雑
用
井
大
坂
往
来
遣
金
」
の
諸
勘
定
帳
(
+
一
月
分
惣
人
数
云
々
勘
定
帳
は
丸
銅
屋
・
大
塚
屋
署
名
、
同
月
分
他
は
丸
銅
屋
、

十
二
月
分
は
大
塚
屋
の
署
名
）
で
残
る
も
の
が
あ
る
が
、
両
月
分
を
併
せ
た
勘
定
帳
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
よ
っ
て
述
べ

⑦
 

よ
う午

十
一
月
中
に
四
宝
銀
八

0
0貫
目
、
三
宝
銀
一
五

0
貫
五

0
0目
を
、

計
一
七

0
0貫
五

0
0
目
を
吹
分
所
は
請
取
っ
て
い
る
が
、

永
銀
五
〇
貫
目
、
三
宝
銀
五

0
0
目
は
翌
年
正
月
の
吹
元
に
あ
て
ら
れ
る
。
出
灰
吹
銀
ニ
―
八
貫
二
九
一
匁
九
は

十
一
月
中
に
上
納
し
て
、
細
井
助
九
郎
・
古
郡
孫
太
夫
・
小
林
孫
四
郎
・
河
野
弥
市
郎
・
佐
藤
甚
太
夫
・
向
山
長

右
衛
門
・
小
高
作
左
衛
門
・
渡
辺
惣
四
郎
・
新
甚
左
衛
門
の
印
形
が
上
納
の
度
ご
と
に
帳
面
に
据
え
ら
れ
る
と
あ

る
。
―
―
―
六
三
貫

0
一
九
匁
九
は
十
二
月
中
に
上
納
し
、
在
京
御
用
掛
り
前
掲
の
役
人
が
同
じ
く
上
納
度
ご
と
に
捺

印
す
る
。

六

0
0
0
貫
目
を
請
取
っ
た
が
、
十
一
月
四
宝
銀
八

0
0貫
目
吹
入
れ
の
差
鉛
高
ニ
―
―
二
五
貫
四

0
0
目
で
、

（二）

ま
た
出
銅
は
吹
分
方
役
所
に
預
り
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

十
二
月
中
に
宝
永
銀
七
五
〇
貫
目
を
、

そ
の
吹
分
け
は
第
14
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
残
銀
宝

な
お
、
吹
分
け
用
鉛
は
十
一
月
中
に
買
上
鉛ぅ



第14表

吹 入 銀

京都吹分所吹分け勘定（正徳4年11・12月）

出灰吹銀 出 銅 吹

貫目 貰 匁 貫 匁 1 貰 匁

四宝銀 11月中 800 169,153 610,960 19, 887 

三宝銀 11月中 150 49, 138. 9 96, 140 4, 721. 1 

宝永銀 12月中 700 363, 019. 9 318, 600 18, 380. 1 

計 1, 650 581, 311. 8 1,025, 700 42, 988. 2 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」26-1-3

減

三
人
ニ
カ
月
分
は
五
両
と
な
る
。
小
使
・
下
男
給
金
は
一
カ
年
一
人
に

つ
ぎ
金
五
両
、
火
の
番
は
同
じ
く
金
三
両
二
分
と
し
て
い
る
。
以
上
の
役
料
・
給

0
両
で
、

八

0
両
で
一
カ
月
分
一
五
両
と
な
る
。
手
代
の
給
金
は
一
カ
年
一
人
に
つ
ぎ
金

吹
分
け
雑
用
銀
は
第
1
5
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

0
目
で、

0
目
で
、

こ
。
↑
 

つ

う
ち
燃
捨
り
分
七

0
一
貫
二

0
0目
、
吹
返
し
正
鉛
が
九
八
五
貫
二

0

正
徳
・

享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

八
で
あ
り
、
同
月
三
宝
銀
一
五
〇
貫
目
吹
入
れ
の
差
鉛
高
二
七

0
貫
目
で、

さ
ら
に
十
二
月
宝
永
銀
七

0
0貫
目
吹
入
れ
の
差
鉛
高
一
六
八
六
貫
四
〇

結
局
は
鉛
払
の
計
一
五
六
八
貫
四

0
0目
で
、
残
高
は

四
四
一
―
―
一
貫
六

0
0
目
と
な
る
。

京
都
吹
分
所
惣
人
数
飯
代
・
給
金
・
諸
雑
用
井
大
坂
往
来
遣
金
は
第
1
6
表
の
ご

と
く
で
あ
る
。
元
締
は
泉
屋
理
右
衛
門
・
野
村
権
右
衛
門
で
十
月
に
上
京
し
、

ヵ
月
分
役
料
金
四
五
両
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
人
一
カ
年
金
九

0
両、

燃
捨
り
分
一
五
二
貫
五
三
六
匁
八
、
吹
返
し
正
鉛
が

ち
燃
捨
り
分
が
七
一
四
貫
六
六
一
―
―
匁
二
、

二
人
で
一

一
七
貫
四
六
一
―
―
匁
二
で
あ
う
ち

吹
返
し
の
正
鉛
が
六
一

〇
貫
七
三
六
匁

五
六



京都吹分所雑用勘定（正徳4年11・12月）

一

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

銀額

貫匁

8,676.8 

437. 76 

210 

第15表

項 目

炭1,496俵 l俵につき 5匁 8

土1,188貫800目 100貫目につき20目

砂 7石 5斗 1石につき12匁

摺糠16俵半 1俵につき 3匁 7

下炭231俵 l俵につき 4匁

吹子痛代 11月分27挺、 12月分27挺

灰47石 6斗 1石につき29匁

絞木360本 1本につき 0匁 3

鉄道具損賃

狸皮109枚痛代

道具損賃

細工人賃銀926人 1日1人につき 4匁

吹子差賃銀1,129人 1日1人につき 1匁 5

手伝賃銀592人 1日1人につき 1匁 5

細工人 ・吹子差 ・手伝飯代3,371人 1日1人につき 2匁

27,252.07 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」26-1-3

61. 05 

924 

267.16 

1, 380. 4 

108 

1,116.4 

763 

280 

3,704 

1, 693, 5 

888 

6, 742 

1枚につき 7匁

計

五
七

さ
て
ま
た
京
都
吹
分
所
に
お
い
て
の

（
組
頭
と
孫
勤
番
平
吹
屋
各
一
人
）

ニ
カ
月
交
替
で
勤
め
る
の
で

、

に
上
下

―二

度
の
計
算
と
な
り
遣
金
高

十
二
の
ニ
カ
月
分

上
下
の
遣
銀

一
カ
年
金
二

両
に
積
っ
て

銀
一
五

0
目
に
替
え
、

五
と
な
る
。

一
カ
月
―
二
匁

人
は
大
坂
か
ら
半
年
交
替
で
勤
め
大
坂

―
二

0
目
と
し
て
い
る
。
細
工
人

て
六

0
目、

で
七
二

0
目
と
な
り
、

九
両
二
分
と
銀
六
匁
と
し
、

人
ず
つ

十
一
、

一
カ
月
に
割
っ

七
五
匁
替

一
カ
年

で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
勤
番
の
も
の
両

金
は
金
一
両
銀
七
五
匁
替
の
計
算
で
銀



第16表 京都吹分所惣人数飯代・給金・諸雑用・

大坂往米遣金勘定（正徳4年11・12月）

銀額

貰匁

7,418. 75 

120 

25 

6,390 

1, 055. 6 

872. 6 

393 

150 

元締役料・手代15人給金・小使下男火番22人給金

内3貫375匁 元締 2人役料 10・11・12の 3カ月分金

45両の代銀

手代 3人江戸より連れ上る

月分金 5両の代銀

10月抱えの手代 6人の10月分給金 5両の

代銀

10月抱えの下男 5人の10月分給金 2両と

5匁の代銀

手代15人11・12月分給金25両の代銀

小使・下男16人11・12の 2カ月分給金13

両 1分と 5匁の代銀

火の番 6人11・12の 2カ月分給金 3両 2

分の代銀

勤番 2人大坂往来遣銀 11・12の 2カ月分

細工人31人大坂上下遣銀 11・12の 2カ月分

役所勤上下48人飯代 11・12の2カ月60日分

内3貫150目 組頭 1・手代 2・添役 1・元締 2・役所手代

15の都合21人の飯代 1日1人につき 2匁

5で1,260人分

小使・下男21人の飯代

匁で1,260人分

火の番 6人の飯代

360人分

焼炭182俵 1俵につき 5匁 8

灯油 9斗 8升代

紙筆墨代

蠍燭150挺

37 5匁

375匁

156匁25

1貫875匁

1貫目

262匁5

2貫520目

720目

項 目

9・10の2カ

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

1日1人につき 2

1日1人につき 2匁で

五
八

16, 424. 95 計

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3



計 四
宝
銀

正
徳
五
年
正
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
の
吹
分
方
・
吹
分
け
雑
用
惣
人
数
飯
代
・
給
金
・
諸
雑
用
井
大
坂
往
来
遣

R
 

金
の
勘
定
帳
が
残
っ
て
い
る
。

吹
分
方
勘
定
帳
に
よ
る
と
、
三
宝
銀
五

0
0目
、
宝
永
銀
五

0
貫
目
は
前
年
十
二
月
勘
定
表
吹
入
の
残
り
で
あ

る
。
正
徳
五
年
正
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
請
取
高
は
右
の
残
り
高
を
合
計
し
て

三
宝
銀

七
一
三
四
貫
目

五

0
四
〇
貫
目

一
万
四
三
五

0
貫
目

と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
吹
分
け
高
は
三
品
の
銀
を
合
せ
て
一
万
三
四
五

0
貫
目
で
四
宝
銀
九

0
0貫
目
は
十
二

月
の
吹
元
に
残
さ
れ
た
。
吹
分
け
の
結
果
は
第
17
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
鬼
か
ら
み
よ
り
鮫

っ
た
灰

吹
銀
と
出
銅
が
あ
る
。
鬼
か
ら
み
と
は
銀
吹
分
け
の
工
程
に
お
い
て
生
ず
る
か
ら
み
で
あ
ろ
う
。
正
徳
四
年
十
一

月
の
吹
初
め
か
ら
同
五
年
四
月
ま
で
に
生
じ
た
鬼
か
ら
み
よ
り
鮫
っ
た
出
灰
吹
銀
三
貫
九
八
四
匁
五
、
出
銅
七
六

貫
一

0
0目
で
、

宝
永
銀

ほ
か
に
鉛
―
ニ
ニ
貫
一

0
0目
と
あ
り
、

三

京

都

吹

分
所
の
銀
銅
吹
分
け

二
―
七
六
貫
目

五
九

正
徳
五
年
五
月
か
ら
十
月
ま
で
に
生
じ
た
鬼
か
ら
み

よ
り
鮫
っ
た
出
灰
吹
銀
五
貫
一
九
一
匁
、
出
銅
一

0
0貫
九

0
0目、

ほ
か
に
鉛
二
九
八
貫
四

0
0目
と
あ
る
。



第17表 京都吹分所吹分け勘定（正徳 5年正~11月）

吹入銀 出灰吹銀 出 銅 吹 減

貫目 貫 匁 貫 目
147貝,412匁.2 宝永銀 7, 134 3,732, 187. 8 3,254,400 

三宝銀 2, 176 7 35, 409. 9 1, 415, 500 25,090. 1 

四宝銀 4,140 879, 423. 2 3, 210, 700 49,876.8 

計 13, 450 S, 347, 020. 9 7,880,600 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定献」 26-1-3

の
出
銅
五
三
八
九
貫
二

0
0目
を
入
札
に
付
し
、
九
月
二
十
―
―
-
‘

れ
て
い
る
。

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

分
を
加
算
し
て
出
灰
吹
銀
五
三
五
六
貫
一
九
六
匁
四
、
出
銅
八

0
五
七
貫
六

0
0

目
と
な
る
。
以
上
灰
吹
銀
は
十
一
月
ま
で
毎
月
に
上
納
し
、
勘
定
帳
に
は
細
井
助

九
郎
・
古
郡
孫
太
夫
よ
り
新
甚
左
衛
門
に
い
た
る
御
用
掛
り
役
人
の
印
形
が
捺
さ

出
銅
は
前
年
十
二
月
勘
定
表
に
残
る
分
が
一

0
二
五
貫
七

0
0目
、
正
月
よ
り

十

一
月
ま
で
の
分
が
七
八
八
〇
貫
六

0
0目
、
鬼
か
ら
み
よ
り
の
分
が
一
七
七
貫

目
で
計
九
〇
八
三
貫
一
―10
0目
と
な
る
。

そ
の
う
ち
前
年
十
一
月
か
ら
七
月
ま
で

二
十
四
日
の
両

度
に
銭
座
の
与
兵
衛
が
落
札
し
て
彼
に
渡
さ
れ
た
。
未
（
正
徳
五
）
八
月
十
九
日
付

の
京
都
町
触
に
、
銀
吹
分
所
の
銅
五
―
―

1
0
0貫
目
余
を
払
う
に
つ
い
て
来
る
二
十

三
日
四
つ
時
ま
で
に
右
役
所
へ
望
み
の
も
の
は
敷
銀
一
貫
目
を
持
参
し
て
入
札
し
、

⑨
 

札
披
ぎ
の
こ
と
は
同
役
所
に
お
い
て
差
図
を
請
け
る
べ
し
と
す
る
旨
が
み
え
る
。

残
銅
一
―
―
六
九
四
貫

一
0
0目
は
吹
方
役
所
に
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

J

れ
を
七
月
と
十
一
月
に
上
納
し
委
細
は
勘
定
帳
に
記
し
て
届
け
て
い
る
。

六
〇

こ
の



二
万

0
0
0
0貫
目

―
ニ
ニ
貫
一

0
0目

二
九
八
貫
四

0
0目

計
二
万
四
八
五
二
貫
一

0
0目

一
万
一
七
―
一
貫
一
―

1
0
0目

残
一
万
―
―
―
―
四

0
貫
八

0
0
目

と
な
る
。
払
い
の
内
訳
は
第
18
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
燃
捨
り
鉛
高
の
合
計
が
払
高
に
あ
た
る
。
吹
返
し
正
鉛
は

も
と
よ
り
差
鉛
に
次
々
と
あ
て
ら
れ
る
。

未
正
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
吹
分
け
雑
用
銀
は
第
19
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

次
に
惣
人
数
飯
代
・
給
金
・
諸
雑
用
井
大
坂
往
来
遣
金
の
勘
定
は
第
20
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
元
締
は
続
い
て

泉
屋
理
右
衛
門
・
野
村
権
右
衛
門
の
両
人
で
役
料
は
一
人
一
カ
年
金
九

0
両
で
あ
る
。

0
両
、
小
使
・
下
男
金
五
両
、
火
の
番
金
三
両
二
分
の
給
金
は
や
は
り
変
わ
り
な
い
。
正
徳
四
年
十
一
月
以
来
金

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

四
四
三
一
貫
六

0
0目

鉛
の
元
払
の
計
算
は

払
い
計

同

一
カ
年
に
つ
き
手
代
金
一

｝
鬼
か
ら
み
吹
抜
出
鉛
を
請
取
る

正
徳
五
年
七
月

年
十
一
月

前
年
十
二
月
勘
定
表
残
り

正
徳
五
年
三
月
ー
十
月
一
―
一
度
に
買
上
鉛
を
請
取
る

ノ・ヽ



第18表

吹 入

宝永銀

三宝銀

四宝銀

京都吹分所吹分け差鉛元払（正徳 5年正~11月）

銀

貫目

7, 134 

2, 176 

4, 140 

鉛高

頁― 匁

17, 158, 820 

5,030,700 

6,422,300 

差 燃捨り鉛高

貫目

7, 160, 600 

1,693,200 

2, 857, 500 

吹返正鉛高

貫目

9,978,220 

3,337,500 

3,564,800 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方丼吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

第19表 京都吹分所雑用勘定（正徳 5 年正~11 月）

銀額

貫匁

63,426.6 

3, 334. 8 

1, 596 

355. 2 

4,498.3 

1,948.17 

14, 978. 21 

816 

11,523.8 

5,089 

1, 940 

25, 578 

11, 724 

6, 288 

48,448 

項 目

正
徳
・

享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

炭10,963俵

土16,674俵

砂133石

摺糠96俵

下炭1,139俵

吹子痛代

灰516石4斗 9升

鮫木2,720本

鉄道具損賃

狸革727枚痛代

飯切桶・解土桶・檜杓・風袋．銅箱等

細工人賃銀6,394人半 1日1人につき 4匁

吹子差賃銀7,816人 1日1人につき 1匁 5

手伝賃銀4,192人 1日1人につき 1匁 5

細工人・吹子差•手伝24, 224人飯代 1日1人につき 2匁

201, 544. 08 計 /', 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3



第20表 京都吹分所惣人数飯代・給金・諸雑用・

大坂往来遣金勘定（正徳 5年正,.___,11月）

―
―
―
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

銀額

貫匁

29, 631. 25 

660 

137. 5 

34, 612. 5 

8
 ．
 

7

8

 
0
 
0
 

2

1

1

7

 

9

5

3

9

 

9

9

9

 

3

4

2

 

元締役料・手代15人給金・小使下男火番22人給金

内12貫375匁 元締 2人役料正,...__,11月11カ月分165両

の代銀

手代15人給金

代銀

小使・下男16人給金

分と 5匁の代銀

火番 6人給金正,...__,11月分19両1分の代

銀

勤番 2人大坂往来遣銀 正""-'11月分

細工人31人大坂往来遣銀 正,-..__,11月分

役所勤上下48人飯代 正,...__,11月325日分

内17貫062匁5 組頭 1・手代 2・探役 l・元締 2. 役所手

代15都合21人 1日1人につき 2匁 5で

6,825人分

小使・下男21人

6,825人分

火番 6人 1日1人につき 2匁で1,950人

分

焼炭693俵 1俵につき 5匁666余

灯油 5石 3斗 4升

紙筆墨代

蟻燭970挺

項

10貫312匁5

5貫500目

1貫443匁75

13貫650目

3貫900目

目

正,...__,11月分137両 2分の

正,--....,11月分73両 1

1日1人につき 2匁で

『

/' 
76, 767. 05 計

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3



燃捨り鉛

貨目

7,666,800 

1, 693, 200 

3,468,900 

賃
銀
飯
代
と
、

役所諸入用銀書付」

貫
一
―
―
―
―
―
―
―
―
匁
五
で
あ
り
、

（正徳 5年）

燃捨り鉛
100貫目につ
き燃捨り鉛

貫目貫匁

7,666,800 99,776余

3,605,100 80,540 

12, 390, 400 70, 580余

役所諸入用銀書付」

用
銀
以
下
の
惣
計
が
銀
二
八
五
貫
五

0
0目
で
あ
る
。

七
月
か
ら
十
一
月
仕
立
の
分
は
、

四
月
か
ら
七
月
ま
で
鬼
か
ら
み
仕
立
は
、

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

吹
分
け
諸
品
の
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
出
上
銀
高

用
し
た
が
、
「
未
（
正
徳
五
）
中
江
戸
京
都
宝
永
三
宝

さ
て
、
江
戸
吹
分
所
の
記
述
中
に
そ
の
一
部
を
引

は
た
き
手
伝
六
七
五
人
、

一
両
銀
七
五
匁
替
の
相
場
定
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
勤
番
二
人
、

ニ
カ
月
交
替
、
遣
金
計
算
も
前
と
同
様
、
細
工

な
お
、
こ
の
期
間
の
入
用
と
し
て
大
針
ロ
・
天
秤
な
ど
買
上
物
代
、
銅
置
場
土
蔵
内
の
仕
切
普
請
入
用
、
合
床
・

灰
吹
床
の
煙
巻
継
足
し
の
入
用
、
鬼
か
ら
み
の
処
理
関
係
の
入
用
な
ど
、
計
銀
七
貫
一
八
九
匁
が
あ
る
。
鬼
か
ら

は
た
き
手
伝
ニ
ニ
―
人
、

ゆ
り
鉢
三
枚
・
か
ら
み
と
お
し
一

0
枚
の
代
を
合
わ
せ
て
三
貫
五
八

0
匁
五
で
あ
る
。
以
上
、
雑

み
処
理
の
入
用
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

人
三
一
人
、
半
年
交
替
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ゆ
り
も
の
師
一
六

0
人
の
賃
銀
飯
代
が
一

四
宝
銀
出
灰
吹
出
銅
吹
減
燃
捨
鉛
井
京
都
吹
雑
用
役

所
入
用
銀
書
付
」
に
、

出
灰
吹
銀
の
上
銀
換
算
と
、

ゆ
り
も
の
師
三
三
四
人
の

六
四



第21表 京都吹分所吹分け勘定（正徳 5年）

三京都吹分所の銀銅吹分け

吹元銀 出灰吹銀 上銀に直し 出 銅 吹減高

貫目
4,026貫,637匁.3 3,865貫,608匁.058 

貫目 貫匁

宝永銀 7,684 3,506,600 150, 762. 7 

三宝銀 2,176 735,409.9 702,366.932 1, 415, 500 25, 900 

四宝銀 s,040 1,072,673. 7 1, 025, 765. 826 3,910,400 150, 762. 7 

出典） 「未年中江戸京都宝永三宝四宝銀出灰吹出銅吹減燃捨鉛井京都吹雑用

19-3-23 

第22表 江戸・京都吹分所諸品銀100貫目吹分け勘定

吹元銀 出銀灰に吹直銀 つ100ぎ貫上目銀に 出 銅 つ100ぎ貫出目銅に 1
上し

貫目 貫匁
SO貫,307匁. 235 

貫目
45貫,635匁余宝永銀 7,684 3,865,608.058 3,506,600 

三宝銀 4,476 1, 424, 636. 92 31, 828. 34余 2, 956, 000 66, 041. 1余

四宝銀 17,440 3,524,517.7715 20, 209. 39余 13,532,900 77, 596. 9 

出典）「未年中江戸京都宝永三宝四宝銀出灰吹出銅吹減燃捨鉛井京都吹雑用
19-3-23 

ハ五

類
な
ど
諸
品
入
用
、
役
所
詰
人
飯
代
な
ど
銀
―
二

0
油
紙

正
徳
五
年
二
月
と
五
月
の
京
都
の

京
都
吹
分
所
の
三

宝

・
四
宝
銀
吹

ま
た
京
都
吹
分
所
正
徳
五
年
一
カ
年
分
の
雑
用
銀
、

す
な
わ
ち
吹
分
け
遣
炭
・
土
砂
・
吹
子
狸
皮
等
の
痛

代
や
細
工
人
以
下
の
給
銀
飯
代
な
ど
銀
ニ
ニ
―
貫
四

三
八
匁
七
七
を
、
同
役
所
諸
入
用
、
す
な
わ
ち
元
締
．

手
代
・
下
男
の
役
料
給
金
、
大
坂
往
来
遣
銀
、

分
に
お
い
て
こ
の
値
段
に
積
っ
て
計
算
し
て
い
る
。

匁
二
二
と
あ
り
、

買
上
平
均
値
段
は
鉛
一
〇
貫
目
に
つ
い
て
銀

代
銀
に
つ
い
て
、

燃
捨
り
鉛
高
を
も
示
し
て
い
る
（
第
2
1
.
2
2
表）。

ぞ
れ
の
規
定
の
銀
位
量
目
を
比
較
で
ぎ
よ
う
。

の
積
り
を
記
載
し
て
お
り
、

鉛

諸
品
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
出
銅
高
・
吹
減
高
ま
た

こ
れ
は
諸
品
銀
の
そ
れ



京都吹分所諸品銀100貫目吹分け雑用見積（正徳5年2月）

吹元銀 出上灰吹銀出銅吹雑用銀再処理燃捨り鉛

貰目貫目貫目貰目 貰目

宝永銀 100 49, 700 45, 000 2, 300 4篇吹 ．屑吹 100 

三宝銀 100 31, 500 64, 000 1, 590 3篇吹・屑吹 85 

四宝銀 100 19, 500 76, 500 1, 540 3篇吹．屑吹 75 

出典） 「銀銅吹雑用役所諸入用京江戸両所共仲間iェ請込申時之積り存寄書

之オ0」 19-2-20

第23表

な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。

右
の

あ
る
。

と
吹
い
て
四
篇
吹
と
な
り
、
燃
捨
り
鉛
高
も
多
く
な
り
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

貫
一
五

0
匁
九
四
、

こ
の
合
計
三
四
一
貫
五
八
九
匁
七
一
で
吹
元
銀
一

0
0貫
目

組
頭
三
人
の
名
で
「
京
都
吹
分
所
存
寄
之

覚
」
と
し
て
、
吹
元
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
出
上
灰
吹
銀
・
出
銅
・
吹
雑
用
銀
・
燃

諸
入
用
と
し
て
銀
一
〇
貫
一

一
カ
年
の
吹

分
け
日
数
は
休
日
お
よ
そ
七
六
日
を
引
い
て
二
八
四
日
で
あ
り
、
吹
分
高
の
積
り

は
宝
永
銀
の
み
で
あ
れ
ば
一
万
四
二

0
0貫
目
ほ
ど
三
宝
・
四
宝
銀
の
み
で
あ
れ

ば
一
万
八
四

0
0貫
目
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
。
宝
永
銀
の
場
合
は
、

鮫
銅
を
次
々

ま
た
吹
分
高
も
少
な
く

な
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
京
都
在
の
細
工
人
・
吹
子
差
・
手
伝
人
数
は
計
七

0
人
と

「
存
寄
之
覚
」
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
を
江
戸
吹
分
所
の
そ
れ
と
対
比
し

一
匁
九
五
を
積
っ
て
い
る
。
な
お
、

拾
り
鉛
の
高
を
積
っ
て
提
出
し
て
い
る
（
第
23
表）。

正
徳
五
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
一
ヵ
月
分
の
役
所

に
つ
い
て
二
貫
二
九
二
匁
五
四
八
余
に
あ
た
る
と
い
う
。

六
六



こ
れ
は
出
方
が
余
り
に
多
く
四
九
貫
七

0
0目
と
し
た
。
江
戸
で
は
宝
永
銀
の
吹
分
け
は
な

か
っ
た
。
―
―
―
宝
銀
は
江
戸
で
は
一

0
0貫
目
に
つ
き
上
灰
吹
銀
計
算
で
三
一
貫
八
六
九
匁
ま
で
出
た
が
、
京
都
で

は
三
一
貫
五
四
六
匁
余
出
た
の
で
三
一
貫
五

0
0目
と
し
た
。

く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
江
戸
の
吹
分
け
の
状
況
を
考
え
て
一
九
貫
五

0
0目
と
記
し
た
と
あ
る
。
差
鉛
に
は

秋
田
鉛
を
使
用
す
る
が
、
秋
田
鉛
一

0
0斤
に
つ
き
垂
り
銀
一
〇
匁
ほ
ど
あ
り
、
合
せ
鉛
一

0
0貫
目
の
と
き
は

垂
り
銀
六

0
匁
余
ほ
ど
出
る
こ
と
に
な
る
。
燃
捨
り
鉛
を
除
く
残
り
留
粕
を
吹
返
し
た
二
番
・
―
―
一
番
の
鉛
に
は
垂

と
な
る

。
正
徳
四
年
十
一
月
京
都
で
は
三
宝
銀
一
五

0
貫
目

•
四
宝
銀
八
0
0
貫
目
を
吹
入
れ
、

宝
氷
銀
の
み
吹
入
れ
た
。
宝
氷
銀
七
貫
五

0
0目
に
鉛
一
九
割
す
な
わ
ち
一
四
貫
二
五

0
目
を
加
え
て
計
ニ
―
貫

七
五

0
目
を
合
床
一
吹
と
し
た
が
、
二
月
十
三
日
か
ら
は
八
貫
目
に
差
鉛
一
七
割
半
、
す
な
わ
ち
一
四
貫
目
を
加

え
て
計
ニ
―
貫
目
を
合
床
一
吹
と
し
た
と
あ
る
。
京
都
の
床
数
は
合
床
五
挺
で
江
戸
と
同
数
、
南
蛮
床
一
七
挺
で

江
戸
よ
り
三
挺
多
く
、
灰
吹
床
一
八
挺
で
江
戸
よ
り
四
挺
多
く
、

三
京
都
吹
分
所
の
銅
銀
吹
分
け

り
銀
は
よ
ほ
ど
無
く
な
り
、

計
算
で
二

0
貫

0
九

0
匁
余
ま
で
出
た
が
、

た
こ
と
が
あ
る
が
、

六
七

宝
永
銀
の
出
灰
吹
銀
は
京
都
で
吹
元
銀
一

0
0貫
目
に
つ
ぎ
上
灰
吹
銀
計
算
で
四
九
貫
九
八
九
匁
余
ま
で
出
し

四
宝
銀
は
京
都
で
一

0
0貫
目
に
つ
ぎ
上
灰
吹
銀

こ
れ
は
銀
座
よ
り
四
宝
銀
中
に
三
宝
銀
を
交
え
て
請
取
っ
た
の
で
多

こ
れ
を
吹
ぎ
方
へ
や
り
使
用
し
た
と
ぎ
の
出
灰
吹
銀
が
そ
の
吹
元
銀
の
実
際
の
銀
高

十
二
月
以
来
は

そ
の
う
ち
合
床
四
、
南
蛮
床
―
-
、
灰
吹
床
一



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

―
ヵ
月
お
よ
そ
宝
永
銀
―
―

1
0
0
貫
目
ほ
ど
は
屑
吹
ま
で
月
内
に
仕
廻
い
得
る
だ
ろ
う
と
あ
る
。

分
高
を
一
日
に
割
っ
て
京
都
の
格
よ
り
江
戸
の
吹
入
高
が
少
な
い
理
由
を
尋
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
京
都
は
床

数
が
多
く
ま
た
細
工
人
な
ど
に
病
人
が
あ
れ
ば
大
坂
よ
り
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
勝
手
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
と
上

さ
て
ま
た
吹
雑
用
と
役
所
諸
入
用
積
り
の
覚
と
し
て
先
ず
吹
雑
用
を
存
寄
書
に
銀
一
一
貫

0
三

0
目
と
あ
る
が
次

宝
永
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
、

正
徳
四
年
十
二
月
と
当
年
正
月
両
月
分
四
篇
吹
と
屑
吹
ま
で
の
吹
雑
用
銀
平

均
一
貫
九

0
九
匁
九
六
で
あ
っ
た
が
、
細
工
人
・
吹
子
差

・
手
伝
二
四

0
人
半
の
飯
代
一
人
前
銀
五
分
宛
増
銀
一

―
-
0匁
二
五
を
今
回
願
い
、
計
二
貫

0
三

0
匁
―
―
一
と
な
る
。

ヵ
月
分
役
所
諸
入
用
と
し
て
銀
一
〇
貫
一

0
0目
を
見
積
っ
て
い
る
が
、
前
年
十
一
月
か
ら
当
年
正
月
ま
で
の
平

均
一
カ
月
諸
入
用
銀
七
二
三
匁
二
で
、

よ
っ
て
前
述
の
額
を
書
上
げ
た
と
い
う
。
次
に
一

ほ
か
に
次
の
増
銀
を
加
え
て
一
〇
貫
―
―
―
匁
九
五
と
な
る
か
ら
で
あ
る

⑩
 

と
い
う
。
そ
れ
は
手
代
一

0
人
・
下
男
三
人
の
増
人
の
給
銀
・
飯
代
や
飯
代
増
銀
な
ど
で
あ
る
。

な
お
、

正
徳
五
年
中
の
京
都
吹
分
所
に
て
の
吹
元
銀
請
取
は
、

の
理
由
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

申
さ
れ
た
い
と
あ
る
。

正
•
四
月
は
大
坂
屋
久
左
衛
門
、
三
・
六
・
七
・

京
都
の
現
在
の
細
工
人
（
吹
大
工
）
・
吹
子
差
・
手
伝
の
人
数
は
七

0
人、

六
挺
を
も
っ
て
、

江
戸
で
は
七
七
人
で
あ
る
が
、

六
八

年
中
吹



享
保
一
一
一
年
に
組
頭
四
人
か
ら
御
勘
定
所
へ
届
け
た
正
徳
五
年
十
二
月
か
ら
享
保
元
年
十
一
月
ま
で
の
銀
吹
分

⑪
 

け
・
吹
分
け
雑
用
・
諸
雑
用
の
勘
定
を
み
よ
う
。

四
宝
銀
九

0
0貫
目
は
正
徳
五
年
十
一
月
勘
定
表
の
残
り
銀
で
十
一
月
中
に
請
取
り
同
月
中
に
吹
入
れ
た
が
、

十
二
月
中
に
鮫
り
方
が
済
ん
だ
の
で
十
二
月
の
勘
定
に
入
れ
た
と
い
う
。
同
十
二
月
中
か
ら
享
保
元
年
十
一
月
中

ま
で
の
請
取
高
を
加
え
て
、
宝
永
銀
八
五

一
八
貫
目
、
三
宝
銀
四
四
八
二
貫
目
、

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

（三）

か
ら
十
一
月
ま
で
の
分
を
勘
定
し
て
届
け
て
い
る
。

八
月
は
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
、
二
月
は
大
塚
屋
吉
右
衛
門
・
丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
、

屋
次
郎
兵
衛
、

五
月
は
大
坂
屋
久
左
衛
門
・
丸
銅

九
月
以
後
は
泉
屋
吉
左
衛
門
の
そ
れ
ぞ
れ
手
形
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
。

銀
吹
分
け
、
吹
分
け
雑
用
、
惣
人
数
飯
代
・
給
金
・
諸
雑
用
・
大
坂
往
来
遣
金
の
勘
定
帳
は
、

て
は
前
年
十
二
月
か
ら
当
年
十
一
月
ま
で
の
分
を
記
し
て
届
け
る
定
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

り
、
京
都
の
場
合
組
頭
四
人
の
連
名
を
も
っ
て
し
て
い
る
。
但
し
京
都
吹
分
所
の
正
徳
四
、

徳
四
年
十
一
月
か
ら
吹
分
け
を
開
始
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、

享
保
元
:
三
年
の
吹
分
け

十
一
、

十
二
月
分
を
勘
定
し
、

六
九

一
カ
年
分
と
し

五
年
分
は
同
所
が
正

正
徳
五
年
分
は
正
月

四
宝
銀
一
万

0
二
四
〇
貫
目
で



第24表 京都吹分所吹分け勘定（正徳5年12月～享保元年11月）

吹 元 銀 出灰吹銀 出 銅 吹 減

貰目 貫 匁 貰 目 貫 匁

宝永銀 8, 518 4, 522, 140. 4 3,924,300 71, 559. 6 

三宝銀 3,882 1, 307, 437. 8 2,554,700 19,862. 2 

四宝銀 9,440 1, 998, 276. 8 7,379,300 62, 423. 2 

出典） 「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

計
二
万
三
二
四

0
貫
目
と
な
る
。

年
十
一
月
か
ら
享
保
元
年
八
月
ま
で
の
鬼
か
ら
み
よ
り
鮫
っ
た
灰
吹
銀
八
貫
三

0
一
匁

五
、
出
銅
一
四
三
貫
一

0
0
目
が
あ
る
。
吹
分
け
残
り
は
三
宝
銀
六

0
0
貫
目
•
四
宝

銀
八

0
0貫
目
で
、
十
一
月
中
吹
入
れ
た
が
、
鮫
り
方
が
済
ま
な
い
の
で
十
二
月
吹
元

の
勘
定
と
な
っ
た
。

以
上
出
灰
吹
銀
計
七
八
―
―
―
六
貫
一
五
六
匁
五
で
あ
る
が
、
各
月
に
わ
た
っ
て
月
に
よ

り
両
三
度
に
わ
た
り
上
納
し
、
例
の
と
お
り
在
京
役
人
の
印
形
を
勘
定
帳
に
捺
さ
れ
た
。

銅
は
三
六
九
四
貫
一

0
0目
が
正
徳
五
年
十
一
月
勘
定
表
に
残
っ
て
お
り
、
同
年
十
二

月
以
後
の
出
銅
お
よ
び
鬼
か
ら
み
出
銅
を
合
せ
て
一
万
七
六
九
五
貫
五

0
0目
と
な
る
。

そ
の
う
ち
二
三
六
貫
六
四
五
匁
を
享
保
元
年
七
月
四
日
に
銀
座
へ
渡
し
た
。

徳
四
年
に
京
都
で
新
銀
吹
方
の
御
用
始
め
の
と
き
、
銀
座
よ
り
御
用
銅
を
提
供
し
、

の
分
は
吹
分
け
出
銅
中
よ
り
渡
す
旨
の
証
文
が
あ
る
旨
在
京
役
人
よ
り
告
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
一
万
ニ
―
三
八
貫
五
五
五
匁
は
長
崎
廻
銅
に
あ
て
ら
れ
た
。
御
勘
定
所

万
一
八
四
〇
貫
目
で
、
吹
分
け
勘
定
は
第
24
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
正
徳
五

こ
の
う
ち
享
保
元
年
十
一
月
中
ま
で
の
吹
分
高
は

七
〇

そ

そ
れ
は
正



よ
り
向
後
は
吹
分
け
出
銅
は
長
崎
廻
銅
に
あ
て
る
積
り
を
申
し
渡
さ
れ
た
の
で
、
享
保
元
年
九
月
銅
吹
屋
へ
こ
れ

を
請
取
り
、
代
銀
は
大
坂
御
金
蔵
よ
り
為
替
で
上
納
し
、
在
京
役
人
方
の
請
取
証
文
を
も
ら
っ
て
い
る
。
残
り
五

―――二

0
貫――

1
0
0目
の
銅
は
吹
分
所
に
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
年
六
月
十
三
日
に
京
都
町
触
に
前
年
同
様
に
吹
分
場
出
銅
五

0
0
0
貫
目
を
払
う
に
つ
ぎ
二
十
三
日
四
つ

時
に
入
札
し
敷
銀
一
貫
目
を
添
え
て
銀
座
会
所
へ
出
る
よ
う
触
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
年
長
崎
廻
銅
高
確
保
の

た
め
に
、
幕
府
は
諸
国
銅
山
に
割
合
高
を
定
め
て
大
坂
へ
廻
送
さ
せ
て
お
り
、

目
を
請
取
り
、

七

入
札
払
い
は
中
止
さ
れ
た
よ
う
で

鉛
は
一
万
三
一
四

0
貫
八

0
0
目
は
正
徳
五
年
十
一
月
勘
定
表
の
残
り
で
、
享
保
元
年
七
月
に
買
上
鉛
一
万
貫

五
二
六
貫
四

0
0
目
は
鬼
か
ら
み
か
ら
の
吹
抜
出
鉛
で
、
計
二
万
三
六
六
七
貫
二

0
0目
あ
り
、

う
ち
吹
分
け
の
燃
捨
り
鉛
高
は
一
万
七
一
七
九
貫
三

0
0目
で
六
四
八
七
貫
九

0
0目
が
残
高
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
吹
分
け
雑
用
銀
の
入
用
諸
項
目
は
前
述
し
た
も
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
計
二
六
六
貫
六
三
三
匁
五
四
一

で
、
そ
の
う
ち
細
工
人
以
下
の
給
銀
飯
代
の
み
を
第
25
表
に
示
す
。
吹
分
け
は
日
数
二
九
四
日
、
合
床
五
、
南
蛮

床
一
六
、
灰
吹
床
一
八
挺
で
行
わ
れ
た
。

ま
た
惣
人
数
飯
代
給
金
諸
雑
用
・
大
坂
往
来
遣
金
は
第
26
表
の
ご
と
く

で
あ
る
。
但
し
焼
炭
・
燈
油
・
紙
筆
墨
な
ど
の
諸
雑
用
は
省
略
し
た
。
こ
の
合
計
は
銀
一

0
二
貫
三
二

0
目
五
六

あ
る
。

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け



第25表 京都吹分所細工人等賃銀・飯代勘定
（正徳 5年12月～享保元年11月）

銀額

貫匁

31, 241 細工人賃銀7,810人25 1日1人につき 4匁

2,984.604細工人増吹賃 吹分定のほか増吹の分

15, 333 吹子差賃銀10,2 2 2人 1日1人につき l匁 5

1,233.75 吹子差増吹賃

10,746 手伝賃銀7,164人 1日1人につぎ 1匁 5

75,290 細工人・吹子差 ・手伝 30,584人飯代 内 2,340人は正徳 5

年12月分 1日1人につき 2匁 28,244人は享保元年 1月よ

り増飯代 1日1人につき 2匁 5

項 目 正
徳
・

享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

一
去
る
正
徳
五
年
一
カ
年
平
均
見
積
り
の
銀
吹
分
け
の
雑
用

書
付
を
本
年
四
月
提
出
し
た
と
こ
ろ
、

届
け
た
。

る゚

こ
の
見
積
書
（
存
寄
讃
）
に
添
え
て
次
の
よ
う
な
箇
条
書
を
も

諸
品
銀
の
そ
れ
ぞ
れ
規
定
量
目
の
ほ
ど
を
納
め
る
と
い
う
の
で
あ

っ
て
い
る
。

こ
の
上
納
と
は
上
灰
吹
銀
す
な
わ
ち
上
銀
計
算
で
、

け
い
た
だ
け
れ
ば
吹
分
方
を
請
負
い
出
灰
吹
銀
を
上
納
す
る
と
い

で
一
カ
月
に
吹
分
け
う
る
と
述
べ
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
仰
せ
つ

は
二
五

0
0貫
目
ま
で
、

そ
れ
に
対
す
る
吟

一宝

・
四
宝
銀
で
は
三
五

0
0貫
目
ま

書
を
提
出
し
た

（第
27
表
参
照
）
。

そ
し
て
現
在
の
吹
所
で
宝
永
銀
で

し
て
吹
元
諸
品
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
吹
分
け
入
用
の
見
積

享
保
元
年
七
月
在
京
役
人
の
指
示
に
よ
っ
て
組
頭
四
人
が
連
署

小
屋
畳
表
替
な
ど
の

入
用
が
あ
る
。

―
―
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
、

こ
の
年
度
中
に
土
砂
置
場

・
細
工
人

七



第26表 京都吹分所惣人数飯代・給金・大坂往来遣金勘定
（正徳 5年12月～享保元年11月）

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

金
両分

483 2 

μ 
90. 6781代銀35,057匁006 正徳 5年12月まで75匁替

元年正月より相場による 年中平均72匁 3余

内180両 元締 2人役料 l力年 1

人につき90両

手代給金正徳 5年12月

分15人享保元年正,....__,11 

月分20人 1カ年 1人に

つき 10両

小使・下男給金 正徳 5

年12月分16人享保元年

正月より下男 3人増 同

5月より小使 2減 1カ

年 1人につき金 5両

火の番給金 6人 l力年

1人につき 3両 2分

勤番 2人大坂往来遣銀 2カ月交替 1カ年12度往来

遣銀720匁閏 2月あり 13カ月分

細工人大坂抱の分半年交替上下遣銀 1カ年150目

13カ月分

役所詰上下飯代延人数22, 269人 享保元年正月よ

り5分ずつの増飯代あり 内訳略す

項 目

享保

195両1分2朱

87両 2朱

33匁211

57匁467

21両

77 5. 38 

161. 5 

60,046.5 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」26-1-3

第27表

七

京都吹分所諸品銀100貫目吹分け諸入用見積（享保元年 7月）

三玉玉目1出上召：銀望：：三：闘戸五ご内戸臼戸内~，
出典）「銀銅吹分請負之儀二付差上候書付之留」 26-3-26-1

840 

840 



る
い
は
そ
れ
へ
の
予
備
的
調
査
の
意
味
を
も
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

一
カ
月
不
時
の
吹
入
れ
休
止
が
あ
る
と
き
、
吹
方
掛
り
の
も
の
、
細
工
人
以
下
の
も
の
へ
飯
代
の
給
与
を

一
吹
方
入
用
の
炭

・
鉛
を
順
次
に
前
も
っ
て
調
達
し
た
く
、
銀
一

0
0貫
目
の
拝
借
を
願
う
。

一
吹
分
所
は
市
中
に
て
火
の
用
心
が
心
許
な
く
、

地
に
て
吹
分
け
る
。

七
条
あ
た
り
に
場
所
を
求
め
た
く
普
請
成
る
ま
で
は
現
在

享
保
三
年
大
坂
吹
分
所
の
開
設
が
決
定
し
、
大
坂
の
銅
吹
屋
が
吹
分
け
を
請
負
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
右
は
あ

享
保
四
年
組
頭
四
人
よ
り
御
勘
定
所
へ
提
出
の
「
享
保
元
申
十
二
月
¢
酉
十
一
月
迄
御
銀
吹
分
井
諸
御
入
用
御

勘
定
帳
」
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
銀
銅
吹
分
高
御
勘
定
目
録
に
よ
っ
て
吹
分
け
を
み
る
と
、
享
保
元
年
十
一
月
勘
定
表

に
三
宝
銀
六
0
0
貫
目

•
四
宝
銀
八
0
0
貫
目
が
残
り
、
享
保
元
年
十
二
月
か
ら
同
二
年
十
一
月
ま
で
に
銀
座
よ

り
請
取
っ
た
諸
品
銀
を
合
せ
て
宝
永
銀
二
六
二
〇
貫
目
・三
宝
銀
六
四
五

0
貫
目

・四
宝
銀
一
万
四
七
七
〇
貫
目
と

一
吹
分
所
の
普
請
修
覆
な
ど
は
従
前
ど
お
り
公
儀
に
て
行
わ
れ
た
い
。

願
う
。

一
出
灰
吹
銀
歩
入
お
よ
び
銀
吹
入
れ
の
節
に
は
、

J

れ
ま
で
ど
お
り
御
用
掛
り
役
人
の
立
会
い
を
願
ぅ
゜

味
害
を
拝
見
し
、
別
紙
書
付
ど
お
り
仰
せ
つ
け
下
さ
れ
ば
吹
分
け
上
納
す
る
。

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

七
四



第28表 京都吹分所吹分け勘定（享保元年12月,..__,2年11月）

=―京都吹分所の銀銅吹分け

吹 元 銀 出灰吹銀 出 銅吹 減

貫 匁 貰 匁 貫 目
17貰,399 匁宝永銀 2,620,000 1, 387, 201 1, 215, 400 

三宝銀 5,730,000 1, 936, 335 3,766,000 27, 665 

四宝銀 14,570,000 3, 07 5, 305 11, 381, 800 112,895 

潰銀 3, 561. 05 867 2, 700 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

り
、
合
計
二
万
一
八
五
一
貫
二

0
0目
と
な
る
。

こ
の
う
ち
享
保
元
年
七
月
か
ら

0
目
が
あ
る
。
出
灰
吹
銀
計
六
四
一
八
貫
六
四
四
匁
と
な
り
、

右
の
吹
元
銀
の
吹
分
け
は
第
28
表
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

七
五

こ
の
ほ
か
鬼
か
ら
み

こ
れ
に
四
月
十
八
日
在
京
の
役
人
よ
り
渡
さ
れ
た
潰
銀
三
貫
五
六
一
匁
五

を
加
え
た
分
が
吹
分
け
元
銀
で
あ
る
。
潰
銀
と
は
二
条
御
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
る

銀
座
元
年
寄
の
賊
所
銀
の
う
ち
京
都
町
奉
行
所
よ
り
在
京
の
役
人
（
吹
分
御
用
掛
り
）

が
請
取
っ
た
銀
の
う
ち
で
銀
位
不
同
の
分
の
吹
分
け
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

よ
り
の
出
灰
吹
銀
一
八
貫
九
三
六
匁
、
出
銅
一
六
五
貫
目
、
出
鉛
五

0
一
貫
九
〇

う
ち
四
七
五
貫

一

八
一
匁
は
享
保
元
年
十
二
月
中
に
勘
定
を
仕
上
げ
て
上
納
し
、
他
は
毎
月
多
く
は

二
度
ず
つ
に
銀
座
役
所
へ
納
め
て
い
る
。
吹
元
銀
三
宝
銀
七
二
〇
貫
目

•

四
宝
銀

二

0
0貫
目
は
残
っ
て
享
保
二
年
十
二
月
の
勘
定
元
に
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
銅
は
享
保
元
年
十
一
月
勘
定
表
の
残
り
が
五
三
八
〇
貫
三

0
0目
あ
り
、
今
度

の
出
銅
は
潰
銀
・
鬼
か
ら
み
吹
抜
分
を
加
え
て
一
万
六
五
三
〇
貫
九

0
0目
と
な

十
二
月
ま
で
の
出
銅
は
六
七
三
二
貫
二

0
0目
で
、
銅
吹
屋
が
請
取
り
悼
銅
に
吹

な
る
。



正
徳
・

享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

上
納
し
た
。

こ
れ
に

い
て
当
年
三
月
に
長
崎
へ
廻
送
し
た
。
代
銀
は
享
保
二
年
正
月
銅
問
屋
相
場
一
〇
貫
目
に
つ
き
通
用
銀
八
七
匁
六

の
積
り
を
も
っ
て
大
坂
御
金
蔵
よ
り
銅
吹
屋
が
請
取
り
、
京
都
吹
分
所
へ
は
大
坂
の
三
井
家
へ
払
込
の
為
替
に
て

ま
た
一
万

0
五
六
八
貫
八

0
0目
は
九
月
に
長
崎
へ
廻
送
し
た
が
、
享
保
元
年
正
月
か
ら
八
月
ま
で

の
出
銅
で
銅
吹
屋
が
請
取
り
樟
銅
に
吹
い
た
。
代
銀
は
九
月
の
銅
問
屋
相
場
の
一
〇
貫
目
に
つ
き
通
用
銀
九
七
匁

五
の
積
り
で
、
前
と
同
様
の
手
続
き
で
上
納
し
た
。

て
立
つ
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
享
保
元
年
以
来
幕
府
は
諸
国
銅
山
に
割
合
銅
を
課
し
て
供
出
さ
せ
、
代

銀
は
大
坂
御
金
蔵
、

そ
の
他
銅
山
所
在
の
代
官
所
な
ど
よ
り
支
払
わ
れ
、

送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

保
二
年
三
月
大
坂
に
て
の
買
上
鉛
で
、

四
五
五
〇
貫
五

0
0目
が
享
保
二
年
十
二
月
の
勘
定
に
残
っ

割
合
銅
は
悼
銅
に
賃
吹
し
て
長
崎
へ
廻

鉛
元
払
い
に
つ
い
て
は
六
四
八
七
貫
九

0
0
目
は
享
保
元
年
十
一
月
勘
定
表
の
残
り
分
、

五

0
0
0
貫
目
は
享

一
貫
目
に
つ
き
通
用
銀
―
―
匁

0
五
で
代
銀
五
五
貫
二
五

0
目、

京
都
ま
で
の
運
送
に
掛
る
費
銀
一
貫
二
八
三
匁
三
を
加
算
し
て
五
六
貫
五
三
三
匁
三
の
分
を
新
銀
で
二
八
貫
二
六

六
匁
六
五
に
て
請
取
り
銅
吹
屋
が
支
払
っ
た
。
ま
た
一
万
貫
目
は
七
月
同
じ
く
大
坂
に
て
買
上
げ
、
値
段
は
一
貫

目
に
つ
き
―
―
匁

0-―
―
で
代
銀
―

-
0貫一―
1
0
0目
、
京
都
ま
で
の
運
送
に
掛
る
費
銀
一
一
貫
五
六
二
匁
五
を
加
算

し
て
一
―
―
一
貫
八
六
二
匁
五
の
分
を
新
銀
を
も
っ
て
（
通
用
銀
の
二
分

一
）
同
じ
く
請
取
り
支
払
っ
た
。
な
お
七
月
に

七
六



有
鉛
の
貫
目
改
め
の
と
ぎ
五
八
貫
七
六

0
目
の
掛
出
目
が
あ
り
、
鬼
か
ら
み
よ
り
の
吹
抜
鉛
五

0
一
貫
九

0
0目

を
加
え
て
、
合
計
二
万
二

0
四
八
貫
目
五
六

0
目
の
元
鉛
と
な
る
。

こ
の
う
ち
吹
入
れ
の
鉛
燃
捨
り
高
は
計

一
万

七
六
七
六
貫
五

0
0目
で
四
三
七
二
貫

0
六

0
目
が
残
り
、
享
保
二
年
十
二
月
の
勘
定
元
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

銀
銅
吹
分
け
雑
用
銀
の
覚
で
は
、
細
工
人
等
賃
銀
飯
代
の
み
を
第
29
表
に
、

大
坂
往
来
遣
金
で
は
や
は
り
人
事
関
係
の
み
を
第
30
表
に
表
示
し
た
。
前
者
で
は
計
銀
二
八
一
貫
五
六
一
匁
三
五

九
、
後
者
で
は
計
銀
九
三
貫
六
四

0
目
六
六
三
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
細
工
人
以
下
の
賃
銀
、
元
締
役
料
・
手
代

0
三
五
余
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
細
工
人
ら
の
吹
分
け
日
数
は
二
七
五
日
で
諸
床
数
は
前
年
度
と
同
じ
で
あ
る
。

京
都
吹
分
所
の
吹
分
け
は
享
保
三
年
閏
十
月
ま
で
行
わ
れ
、

が
あ
り
、

ま
た
吹
分
所
惣
人
数
飯
代
・
給
金
・

十
一
月
か
ら
は
大
坂
の
銅
吹
屋
が
吹
分
け
一
式
を

請
負
う
こ
と
に
な
り
、
享
保
四
年
二
月
大
坂
吹
分
所
の
建
設
す
る
ま
で
、

こ
こ
で
吹
分
け
を
行
っ
た
。
享
保
五
年

組
頭
四
人
連
名
で
提
出
の
享
保
二
年
十
二
月
か
ら
同
一
三
一
年
閏
十
月
ま
で
の
「
御
銀
吹
分
井
諸
御
入
用
御
勘
定
帳
」

そ
の
う
ち
の
銀
銅
吹
分
高
御
勘
定
目
録
に
は
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
る
。

三
宝
銀
七
二
〇
貫
目
•
四

宝
銀
二
0
0
貫
目
は
享
保
二
年
十
一
月
の
勘
定
表
残
り
分
、
同
年
十
二
月
か
ら
享
保

三
年
閏
十
月
ま
で
に
銀
座
よ
り
請
取
っ
た
分
を
加
え
て
、
吹
元
銀
は
宝
永
銀
二

0
0
0
貫
目
・
三
宝
銀
八
三
九
〇

三

京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

以
下
の
給
金
、
大
坂
往
来
の
遣
金
の
割
合
は
変
ら
な
い
。

ま
た
、

七
七

こ
の
一
カ
年
の
両
替
は
平
均
金
一
両
銀
六
九
匁



第29表 京都吹分所細工人等賃銀・飯代勘定
（享保元年12月,..___2年11月）

銀額

貰匁

30,402 

4, 870. 3 

14, 7 26. 25 

11, 776. 5 

68, 411 

項 目

細工人賃銀7,600人半

細工人・吹子差増賃銀

吹子差賃銀9,810人半

手伝賃銀7,851人

細工人・吹子差・手伝28,322人飯代

内16,352人は享保元年12月～享保 2年 6月、 1日1人に

つき 2匁5 11, 970人は享保 2年 7月より同 2匁3

130, 186. 05 計

一出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

第30表 京都吹分所惣人数飯代・給金・大坂往来遣金勘定

（享保元年 12 月 ~2 年 11 月）

金

両分

484 2 

銀

一
103. 0551代銀33,5 51匁088

内180両

199両2分

84両

項

720 

150 

54, 392. 2 

目

平均69匁035余替

元締 2人役料

手代20人給金

小使下男給金

下男13人

21両 火の番給金 6人

勤番 2人大坂往来遣銀 1カ年分

細工人大坂抱の分上下遣銀

役所詰上下飯代延人員20,5 32人享保 2年 7月よ

り2分ずつの減飯代あり 内訳略す

34匁517

69匁033 小使 4人・

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

七
八

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3



京都吹分所吹分け勘定（享保 2年12月'"'-'3年閏10月）

出灰吹銀 出 銅

貫匁 貫目

1, 061, 404 9 21, 100 

2, 844, 688 5, 497, 900 

4,008, 780 14, 759, 100 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

第31表

吹

宝永銀

三宝銀

四宝銀

銀

貫目

2,000 

8,390 

18,940 

元 吹 減

頁――匁

17,496 

47,412 

172,120 

貫
目
•
四
宝
銀
二
万
一
八
四
〇
貫
目
、
計
三
万
ニ
ニ
―
―
-
0貫
目
と
な
る
。

〇
貫
八

0
0目
・
出
鉛
八
五
八
貫
二
四

0
目
が
あ
り
、

一
五

0
目
と
な
る
。
出
灰
吹
銀
は
享
保
二
年
十
二
月
か
ら
同
三
年
閏
十
月
ま
で
に
京

都
銀
座
役
所
へ
上
納
さ
れ
た
。

出
銅
は
四
五
五
〇
貫
二

0
0目
は
享
保
二
年
十
一
月
勘
定
表
に
残
り
、
当
年
度
の

吹
分
け
出
銅
は
鬼
か
ら
み
抜
の
分
を
合
せ
て
二
万
一
五
三
八
貫
九

0
0目
で
、

合
計
二
万
六

0
八
九
貫
一

0
0目
と
な
る
。
そ
の
う
ち
享
保
一
一
年
九
月
か
ら
同
三
年

七
月
ま
で
の
出
銅
一
万
七
八
一
五
貫
三

0
0目
は
銅
吹
屋
が
請
取
り
樟
銅
に
吹
い
て

八
月
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
。
代
銀
は
八
月
の
銅
問
屋
相
場
で
銅
一
〇
貫
目
に
つ
き
通

用
銀
一
四
一
匁
の
計
算
で
前
と
同
様
に
銅
吹
屋
が
大
坂
御
金
蔵
よ
り
請
取
り
三
井
家

の
為
替
に
仕
込
み
京
都
吹
分
役
所
へ
上
納
し
た
。

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

八
・
九
月
の
出
銅
一
デ
一
七
一
三
貫
八

閏
十
月
ま
で
吹
抜
い
た
鬼
か
ら
み
よ
り
の
出
灰
吹
銀

月
の
勘
定
元
に
立
つ
こ
と
に
な
る
（
第
31
表）。

二
万
一
八
四

0
貫
目
が
吹
分
け
ら
れ
て
、

七
九

こ
の
う
ち

出
灰
吹
銀
は
計
七
九
二
六
貫

そ
の

一
貫
二
七
八
匁
・
出
銅
三
六

ほ
か
に
享
保
二
年
―
―
―
月
か
ら
同
三
年

四
宝
銀
―
―
九

0
0貫
目
が
享
保
三
年
十



（第
3
2
.
3
3
表
）
。

も
っ
て
銅
吹
屋
が
買
請
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

こ
れ
を
新
銀
六
七
貫
一
三
八
匁
―
―
―
五
を

こ
の
年
十
一
月
か
ら
大

0
0
目
は
同
じ
く
悼
銅
に
吹
き
十
月
に
廻
送
し
た
。
代
銀
は
同
じ
く
十
月
相
場
で
通
用
銀
一
五
五
匁
の
計
算
で
、

前
と
同
様
の
仕
法
で
上
納
し
た
。
残
り
四
五
六

0
貫
目
が
十
一
月
の
勘
定
に
残
る
こ
と
と
な
る
。

鉛
は
享
保
二
年
十
一
月
勘
定
表
に
残
る
分
が
四
一
二
七
二
貫

0
六

0
目
、
同
年
十
二
月
大
坂
で
の
一
万
貫
目
買
上

こ
れ
に
京
都
ま
で
の
運
送
に
掛
る
費
銀
二
貫
五
六
二
匁
五
を
加
え
て
一
―
一
貫
五

六
二
匁
五
を
新
銀
五
五
貫
七
八
一
匁
二
五
に
て
吹
分
役
所
よ
り
銅
吹
屋
が
請
取
っ
て
支
払
い
、
二
万
貫
目
を
享
保

三
年
七
月
に
大
坂
で
買
上
げ
、
代
通
用
銀
ニ
―
五
貫
目
に
京
都
ま
で
の
運
送
に
掛
る
費
銀
五
貫
―
二
五
匁
を
加
え

て
ニ
ニ
〇
貫
―
二
五
匁
を
、
新
銀
―

-
0貫
0
六
二
匁
五
で
吹
分
役
所
よ
り
請
取
り
支
払
っ
て
い
る
。
元
鉛
は
こ

れ
に
鬼
か
ら
み
の
出
鉛
を
加
え
て
、
一
二
万
五
―
―
三

0
貫
五

0
0目
と
な
る
。
う
ち
当
年
分
の
吹
分
け
燃
捨
り
鉛
が

二
万
三

0
三
〇
貫
一
―

1
0
0目
で
、
残
り
が
一
万
ニ
―

1
0
0
貫
目
と
な
る
。
こ
の
残
鉛
は
、

坂
吹
分
所
に
お
い
て
銅
吹
屋
が
吹
分
け
一
式
を
請
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
七
月
の
買
上
値
段
鉛
一
貫
目
に
つ
き
通

用
銀
―
―
匁

0
0
六
余
の
計
算
で
、
代
銀
一
三
四
貫
―
―
七
六
匁
二
五
、

吹
分
け
雑
用
銀
と
吹
分
所
惣
人
数
飯
代
・
給
銀
・
大
坂
往
来
遣
金
に
つ
い
て
は
前
年
度
同
様
の
分
を
表
示
す
る

げ
代
は
通
用
銀
一
〇
九
貫
目
、

八
〇



第32表 京都吹分所細工人等賃銀・飯代勘定
（享保 2年12月----..,3年閏10月）

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

銀額

貫匁

37, 913. 8 

18, 329. 25 

12,795.75 

5, 897. 78 

73,468.45 

項 目

細工人賃銀9,478人 4歩半

吹子差賃銀12,219人半

手伝賃銀8,530人半

細工人吹子差増吹賃

細工人吹子差・手伝32,670人 7歩半飯代

内15,928人は享保 2年12月,...__,3年 5月、 1日1人につき

2匁 3 16, 742人75は享保 3年 6月より同 2匁 2

出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

第33表 京都吹分所惣人数飯代 ・給金 ・大坂往来遣金勘定
（享保 2 年 12月 ~3 年閏 10月）

金

両万f朱
444 2 

銀

匁
77. 5371代銀25,122匁312

内165両

182両 3分 2朱

77両

項 目

720 

150 

50, 976 

平均56匁391余替

元締 2人役料

手代20人給金

小使下男給金 小使

4人・下男13人

19両 1分 火の番給金 6人

勤番 2人大坂往来遣銀 1カ年分

細工人大坂抱の分上下遣銀

役所詰上下飯代延人員20,532人享保 3年 6月

より 1分ずつの減飯代あり 内訳略す

25匁846

51匁691

八 出典）「午十一月十二月御銀吹分方井吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3



ま
ず
「
吹
入
銀
出
灰
吹
銀
高
寄
井
上
銀
高
」
で
あ
る
が
（
第
34
表）、

知
見
を
提
示
す
る
点
も
少
な
く
な
い
。

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

諸
品
の
銀
の
御
定
法
灰
吹
高
と
は
そ
れ
ぞ

吹
分
け
日
数
三

0
二
日
、
床
数
は
合
床
八
、
南
蛮
床
ニ
―
‘
灰
吹
床
―

-
0挺
と
な
っ
て
い
る
。
細
工
人
以
下
の

賃
銀
、
元
締
・
手
代
以
下
の
役
料
・
給
金
は
前
年
と
変
り
な
い
。
但
し
細
工
人
以
下
の
賃
銀
は
、
前
年
十
二
月
か

ら
閏
十
月
ま
で
―
ニ
カ
月
分
与
え
た
の
に
対
し
て
元
締
以
下
の
分
は
十
月
ま
で
一

―
ヵ
月
分
を
給
し
た
。
な
お
、

こ
の
一
―
力
月
の
平
均
相
場
は
金
一
両
銀
五
六
匁
三
九
一
余
替
え
と
な
っ
て
い
る
。

吹
分
け
の
停
止
と
吹
分
銀
・
鮫
銅

享
保
三
年
八
月
に
「
五
ヶ
年
勘
定
下
帳
」
と
し
て
調
製
さ
れ
た
午
（
正
徳
四
）
十
一
月
か
ら
戌
（
享
保
三
）
六
月
ま

で
の
吹
入
れ
に
関
す
る
諸
種
の
勘
定
下
帳
が
あ
る
。
前
述
す
る
と
こ
ろ
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、

れ
の
規
定
品
位
量
目
の
銀
で
あ
る
。
こ
の
勘
定
下
帳
で
上
銀
と
記
す
の
が
そ
の
銀
に
あ
た
る
。
各
年
諸
品
の
銀
の

出
灰
吹
銀
を
上
銀
に
換
算
し
て
御
定
法
灰
吹
高
と
差
引
し
て
出
不
足
あ
る
い
は
出
余
り
を
計
出
し
て
い
る
。
出
灰

吹
銀
の
上
銀
換
算
は
、
前
者
よ
り
五
％
を
減
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
解
説
す

る
。
諸
品
の
銀
と
も
に
多
く
は
御
定
法
の
上
銀
よ
り
余
分
の
出
銀
が
計
出
さ
れ
て
い
る
が
、

（四）

そ
れ
に
は
差
鉛
中
に

ノ＼

ま
た
新



鉛
高
を
記
載
し
て
い
る
が
、

八

次
に
「
出
銅
高
寄
井
吹
減
高
」
で
あ
る
が
、
御
定
法
銅
高
は
諸
品
の
銀
に
含
ま
れ
る
規
定
量
目
の
銅
で
あ
る
。

規
定
量
目
は
一

0
0貫
目
に

つ
き
、

貫
目
、

宝
永
銀
上
銀
五
〇
貫
目
、
銅
五
〇
貫
目
、
三
宝
銀
上
銀
三
二
貫
目

・
銅
六
八

四
宝
銀
上
銀
二

0
貫
目
・
銅
八
〇
貫
目
で
あ
る
。
銅
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
吹
入
銀
・
出
銅
高

・
諸
品

の
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
出
銅
高
・
御
定
法
銅
高
、

差
引
残
り
の
吹
減
（
出
銅
不
足
高
）
の
記
載
を
省
略
し
て
、

午
十
一
月
か
ら
戌
六
月
ま
で
の
そ
れ
に
つ
い
て
表
示
す
る
（
第
35
表）。

「
燃
捨
鉛
高
寄
」
は
各
年
度
諸
品
の
銀
の
吹
入
れ
に
対
す
る
燃
捨
り
鉛
高
と
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
燃
捨
り

こ
れ
を
省
略
し
て
、
午
十
一
月
か
ら
戌
六
月
ま
で
の
吹
入
れ
諸
品
の
銀
に
対
す
る
燃

捨
り
鉛
高
と
吹
入
れ
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
燃
捨
り
鉛
高
と
、

そ
の
代
銀
高
を
表
示
す
る
（
第
36
表）。

こ
の
間
の
「
吹
方
遣
炭
吹
減
鉛
高
寄
井
運
送
書
付
」
が
あ
る
。
各
年
毎
月
の
運
送
炭
は
総
計
し
て
五
万
三

二
〇

五
俵
で
運
送
入
用
は
銀
五
〇
貫
五
四
四
匁
と
あ
る
。

0
0
0貫
目
で
、
三
八
ニ
ニ
箇
半
、
代
銀
七

0
五
貫
―
ニ
ニ
匁
八
五
、

の
運
送
に
掛
る
費
銀
で
あ
る
。
こ
れ
を
控
除
し
て
六
九
一
貫

0
一
六
匁
六
と
な
り
、

―
ニ
―
―
匁
二
八
一
四
と
な
る
と
い
う
。
燃
捨
り
鉛
の
量
は
規
定
量
の
銀
位
の
高
く
多
い
銀
ほ
ど
多
く
、

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

含
ま
れ
る
銀
の
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
大
坂
に
て
の
鉛
買
上
げ
は
八
度
に
わ
た
り
、
計
六
万
一

う
ち
一
四
貫
一
〇
六
匁
二
五
は
京
都
ま
で

-
0貫
目
に
つ
き
平
均
値
段

と
く
に
宝



正銀勘定（正徳4年11月～享保3年 6月）

100貫目につき ' •• -
上銀 高
貫匁

49, 951. 232余

31, 546. 746 

20, 146. 38余

50, 307. 236余

32, 277. 89余

20, 352. 496余

50, 345. 568余

32, 035. 479余

20,110.004余

50, 070. 305余

31, 991. 431余

20, 006. 583余

御定 法
灰吹高
貰目

350,000 

48,000 

160,000 

差引出灰吹銀
出の不足・余
匁

341. 372不足

679. 881不足

1, 171. 044 余

余

余

余

3, 842, 000 23, 608. 058 

696, 320 6, 046. 932 

1, 008, 000 17, 765. 827 

3, 984, 000 27, 534. 933 

1, 434, 240 1, 590. 192 

1, 968, 000 10, 828. 15 

I 
1, 310, 000 

1,872,000 

2,854,000 

余

余

余

1, 842. 005 余

501. 277不足

939. 491 余

銀
と
し
て
―
二
貫
五
三
九
匁
五
が
細
工
人
の
増
飯
代
、

い
る
（
第
37
表
）
。

「
諸
雑
用
銀
高
寄
」
は
各
年
度
に

つ
い
て
、

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

50, 174. 296余

32, 045. 659余

20, 029. 093余

800,000 

1,097,600 

1,840,000 

5

6

6

 

4

0

5

 

7

1

7

 

．
．
．
 

8

6

4

 

8

6

7

 

7

5

6

 

9

9

9

 

2

1

2

 

余

余

余

10, 286, 000 55, 432. 369 

5,148,160 8,022.072 

7, 830, 000 33, 379. 268 

I 96, 833. 709 

定下帳」 26-3-23-4

50, 269. 455余

32,049.863余

20, 085. 259余

余

余

余

役
所
入
用
銀
と
し
て
ニ
ニ
貫
九
九
三
匁
七
五
が
役
所
詰
の

永
銀
の
そ
れ
が
多
い
の
は
三
篇
と
い
う
よ
う
に
吹
入
数
の
多
い
こ
と
に
関
係
が
あ
ろ
う
。

未
年
分
は
増
人
数
増
飯
代
と
し
て
三
五
貫
五
三
三
匁
二
五
が
加
え
ら
れ
る
が
、 八

四

こ
れ
は
吹
雑
用

炭
代
銀

・
吹
雑
用
銀
・
役
所
入
用
銀
の
高
と
そ
の
合
計
高
を
記
し
て



吹 入 期

三
京
都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

第34表京都吹分所出灰吹銀・此上銀・定法

I吹入銀 出灰吹銀 此上銀

貰目 貰匁 貰匁

正徳 4.11. ,-...__,12. 宝永銀 700 363, 019. 9 349, 658. 628 

三宝銀 150 49,138.9 47,320.119 

四宝銀 800 169, 153 161, 171. 044 

正徳 5.正.,-...__,12. 宝永銀 7, 684 4, 026, 637. 3 3, 865, 608. 058 

三宝銀 2, 176 7 35, 409. 9 702, 366. 932 

四宝銀 5,040 1,072, 673. 7 1,025,765.827 

享保元．正.,---..,12. 宝永銀 7,968 4,227,690.9 4,011,534.933 
（閏月とも） 三宝銀 4, 482 1, 509, 561. 8 1, 435, 830. 192 

四宝銀 9, 840 2, 078, 083. 3 1, 978, 828. 15 

享保 2.正.,,.....__, 12. 宝永銀 2, 620 1, 387, 201 1, 311, 842. 005 

三宝銀 5,850 1,978,068 1,871,498. 723 

四宝銀 14,270 3, 013, 585 2, 854, 939. 491 

享保 3.正.,,___, 6. 宝永銀 1, 600 848, 779 802, 788. 745 

三宝銀 3, 430 1, 161, 407 1, 099, 166. 106 

四宝銀 9, 200 1,944, 368 1,842,674. 756 

宝永銀 20,572 10, 853, 328. 1 10, 341, 432. 369 

三宝銀 16,088 5, 433, 585. 6 5, 156, 182. 092 

四宝銀 39,150 8,277, 863 7,863,379.268 

75,810 I 

出典）「午十一月か戌六月迄吹入銀出灰吹銀高寄村上銀高 戌八月五ヶ年勘

正徳 4.11. ,....__, 
享保 3. 6. 

計

八
五



京都吹分所出銅 ・吹減高（正徳4年11月～享保 3年6月）

銀出銅高
100貫目に
つき出銅高 御定怯銅高 I

貫目 貫目貫匁 貫目

宝永銀 20,572 9, 450, 400 45, 938. 1余 10,286,000 

三宝銀 16,088 10, 554, 140 65, 602. 5余 10, 939, 840 

四宝銀 39,150 30,537,460 78,001.1余 31,320,000 

l 50, 542, ooo I I I 
出典） 「午十一月ふ戌六月迄出銅高寄井吹減高 戌八月五ケ年勘定下帳」

26-3-23-1 

第35表

吹 入 吹減

貫目

835,600 

385,700 

7 82, 540 

計 7 5, 810 

こ
れ
を
銅
吹
屋
が
わ
の
記
録
に
つ
い
て
み
よ
う
。
先
ず
享
保
元
年
か
ら
同
六

年
ま
で
の
諸
国
銅
山
御
割
合
御
用
銅
之
覚
に
よ
っ
て
吹
分
け
鮫
銅
の
高
を
み
る

享
保
元
年

1
0万
八
一
三
一
斤
二
五

さ
ら
に
他
の
記
録
に
よ
る
と
、

銅
は
七
万
五
八
六
五
斤
九
六
八
七
五
（

一
万
ニ
―
三
八
貫
五
五
五
匁
）
で
、

貫
目
に
つ
ぎ
銀
八
五
匁
二
八
で
代
銀
一
〇
八
貫
三

七
三
匁

0
一
九
と
な
り
、

⑫
 

と
あ
る
。

と

一年
二
年

一
三
万
四
五
五
六
斤
八
七
五

七
万
五
八
六
五
斤
九
六
八
七
五

の
記
録
に
よ
っ
て
前
述
し
た
が
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

吹
分
け
出
銅
、

享
保
元
年
の
割
合
御
用
の
吹
分
け
鮫

ま
と
め
て
第
38
表
に
示
す
。

銅
一
〇

元
年
度
以
来
は
幕
府
は
長
崎
廻
銅
に
充
当
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
享
保
元
年

か
ら
同
―
―
―
年
に
か
け
て
銅
吹
屋
が
請
取
っ
た
鮫
銅
高
に
つ
い
て
は
吹
分
所
が
わ

こ
れ
を
銅
吹
屋
で
は
吹
分
け
鮫
銅
と
呼
ん
で
い
る
が
、

増
飯
代
と
増
人
に
よ
る
増
給
銀
に
あ
た
る
。

八
六

京
享
保



第36表

吹 入 銀
三

京

都
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

京都吹分所燃捨り鉛高（正徳 4年11月～享保 3年 6月）

：三□ ~,~:I口:7: 
出典） 「午十一月か戌六月迄燃捨鉛高寄 戌八月五ケ年勘定下帳」
26-3-23-2 

計

六
八
貫
八

0
0目、

こ
の
斤
六
万
六

0
五
五
斤
、

吹
分
け
鮫
銅
六
七
三
二
貫
二

0
0目、

八
七

万
八
ニ
ニ
―
斤
二
五
、
代
銀
ニ
ハ
ニ
貫

0
一
九
匁
八
七
二
で
、

こ
の
斤
四
万
二

0
七
六
斤
二
五
、
銅

ま
た
享
保
二
年
分
に
つ
い
て
は
、

都
吹
分
所
銀
掛
り
役
人
の
裏
印
に
て
大
坂
御
蔵
よ
り
こ
れ
を
吹
屋
が
請
取
っ
た

と
あ
る
。
吹
屋
よ
り
吹
分
役
所
へ
届
け
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

に
吹
い
た
が
、
出
来
悼
銅
七
万
三
五
八
九
斤
九
八
九
六
八
七
五
で
、
吹
減
は
一

0
0斤
に
つ
き
三
斤
で
吹
賃
は
銀
九
匁
で
あ
り
、
吹
減
銅
ニ
ニ
七
五
斤
九
七
九

⑬
 

余
、
吹
賃
銀
六
貫
八
二
七
匁
九
三
と
あ
る
。

〇
貫
目
に
つ
ぎ
銀
八
七
匁
六
の
計
算
で
代
銀
五
八
貫
九
七
四
匁

0
七
二
と
な
り
、

こ
れ
を
大
坂
御
金
蔵
よ
り
吹
屋
へ
渡
さ
れ
た
と
あ
り
、
同
年
さ
ら
に
一
万

0
五

五
で
代
銀
一

0
三
貫

0
四
五
匁
八
を
同
様
に
請
取
っ
た
と
あ
る
。

に
つ
ぎ
三
斤
、

吹
減
銅
三
二
四
三
斤
九
三
七
五
、

吹
屋
で
悼
銅

-
0貫
目
に
つ
き
銀
九
七
匁

二
口
計
一
〇

吹
減
一

0
0斤

吹
賃
銀
同
九
匁
で
、
出
来
悼
銅
一

0
万
四
八
八
七
斤
三
―
二
五
、

⑭
 

吹
賃
銀
九
貫
七
三
一
匁
八
一
と
あ
る
。

享
保
二
年
度
の
割
合
御
用
銅
は
合
計
三
六
五
万
四
四
四
七
斤
六
二
五
で
あ
る
が
、

な
お
、



（正徳4年11月～享保 3年 6月）

I 役所入用銀

貨匁

16,424.95 

83, 923. 1 

103, 113. 003 

92,934.804 

43, 114. 78 

備 考

増人数増飯代35貫533匁25

362, 504. 387 

月
か
ら
吹
分
け
が
行
わ
れ
た
。

分
け
鮫
銅
の
吹
減
の
率
は
低
い
。

-5 

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

二
月

ち
地
掘
の
結
果
と
し
て
の
出
灰
吹
銀

・
出
銅
・
出
鉛
お
よ
び
吹
方
入
用
計

⑮
 

算
に
つ
い
て
の
書
面
で
あ
る
。

先
ず
吹
分
所
跡
地
掘
よ
り
出
た
灰
吹
・
銅
鉛
の
元
払
覚
に
よ
る
と
、
出
灰

吹
銀
―
二
貫
五

0
0匁
三
を
三
月
中
両
度
に
上
納
し
（
銀
座
役
所
へ
）
、

屋
吉
左
衛
門
よ
り
御
用
掛
り
役
人
へ
あ
て
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

二
月

・―
―
―
月
に
吹
分
所
跡
の
地
掘
に
つ
い
て
の
届
が
、

京
都
吹
分
所
の
解
体
後
の
道
具

・
諸
品
等
の
払
下
げ
や
材
木
の
運
送
の

京
都
吹
分
所
の
吹
分
け
は
閏
十
月
内
で
終
る
が
、

綽
銅
に
吹
い
て
三
四
七
万
八
―
―
一
三
一
斤
六
八
五
で
、

り
銅
吹
屋
の
吹
分
け
請
負
と
し
て
の
吹
分
け
は
、
享
保
四
年
二
月
大
坂
吹
分
所
の
普
請
が
成
る
ま
で
こ
こ
で
十
一

入
札
が
享
保
四
年
七
月
町
触
で
告
知
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
当
年
の
初
め
に
は
す
で
に
取
り
こ
わ
し
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

四
月
勤
番
組
頭
泉

J

れ
は
吹
分
役
所
と
し
て
の
操
業
の
終
局
で
、
前
述
の
と
お

吹
減
は
一

0
0斤
に
つ

い
て
四
斤
八

一
九
二
余
と
な
り
、
吹

八
八



第37表 京都吹分所諸雑用銀

三京都吹分所の銀銅吹分け

年 月 諸雑用合計高 炭代銀 吹雑用銀

貫 匁 貫 匁 貨 匁

正徳 4,11・12. 43, 677. 02 8,676.8 18, 57 5. 27 

5. 正.,...._,12. 340, 895. 12 70, 285. 24 151, 153. 53 

享保元正."--'12. 364,347.524 103, 078. 431 158,156.09 

2. 正.,......., 12. 37 5, 132. 286 123,083. 318 159, 112. 164 

3. 正.,...._, 6. 196,423. 259 61,599.641 91,708.838 

計 1, 320,473. 209 ¥ 366, 723. 43 591, 245. 392 I 

出典）「午十一月か戌六月迄諸雑用銀高寄 戌八月五ケ年勘定下帳」 26-3-23

年 月

第38表

銅

京都吹分所出銅吹屋請取高（享保元,..__,3年）

斤に 直 し
10貫目に
つき代銀

高

12, 138貰,555 匁
斤 匁

享保元 7 5, 865. 4687 5 

2. 3. 6, 7 32, 200 42, 076. 25 87. 6 ｝計108,131斤25
2. 9. 10,568,800 66,055 97. 6 

3. 8. 17,815,300 111,345.625 141 ｝計134,556斤875
3. 10. 3, 713, 800 23,211.25 155 

出典）「午十一月十二月御銀吹分方打吹雑用諸雑用御勘定帳」 26-1-3

匁
五
の
計
算
で
、

八
九 五
五
二
匁

0
―ニ

で
銀
座
役
所
へ
吹
屋
よ
り
上
納
す
る
。

払
い
の
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
新
銀
三
九

が
、
値
段
は
銀
座
預
け
の
鉛
の
二
月

目
は
吹
屋
へ
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

定
で
あ
る
。
出
鉛
一
三
九
貫
七
五

0

や
が
て
銀
吹
分
役
所
へ
上
納
す
る
予

一
九
匁
二
大
坂
御
金
蔵
よ
り
請
取
り

に
つ
ぎ
新
銀
六
八
匁
の
計
算
で
、
I. 

ノ‘

預
け
の
銅
の
二
月
払
い
の
一
〇
貫
目

銅
吹
屋
へ
渡
さ
れ
た
。
値
段
は
銀
座

長
崎
廻
銅
と
し
て
綽
銅
吹
立
の
た
め

に
地
掘
よ
り
出
た
鮫
銅
九
四
貫
目
は

二
十
四
日
か
ら
三
月
二
十
四
日
ま
で



第39表 地掘吹方細工人以下賃銀飯代

銀額（新銀）

匁

67 

項 目

498. 125 

1.5 

484. 55 

細工人賃銀

き1匁25

汰物師・手伝賃銀

1人につき 0匁625

家大工賃銀 2人 1日1人につぎ 0匁75

細工人・ ゆ り物師・ 手伝 ・吹子差飯代 合人数881人

1人につき 0匁55

2月23日"'3月14日 延54人

2月12日,...._,3月22日

1日1人につ

延797人 1日

1日

出典） 「京都亥二月三月地堀吹方諸雑用御勘定帳」26-3-30

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

第40表

銀額

690匁

吹分所惣人数飯代・給金・大坂往来遁金勘定

項 目

元締 1人役料 2カ月分

460 手伝 6人給金 2カ月分

268. 333下男 7人給金 2カ月分

34. 4 勤番組頭大坂往来遣銀

15 細工人 5人大坂往来遣銀

708. 9 役所勤上下23人飯代 2月12日,....__,4月 3日

63. 7 5 燈油 2斗 5升 5合代

81 役所焼炭 45俵代

1カ年役料10両

1カ年給金 5両

51日分

出典） 「京都亥二月三月地堀吹方諸雑用御勘定帳」 26-3-30

計
新
銀

一
六
匁
七
四

も
同
じ
く
入
札
払
い
、

1
0
 0
貫
目
に
つ

き
新
銀
八
匁

0
五
の
計
算
、

一
八
匁
五
一
五
で
三
条
通

ゆ
り
味
屑
四
貫
四

0
0
目

貫
目
に
つ
ぎ
新
銀
八
匁
―
―
―

五
の
計
算
、

で
同
人
へ

渡
さ
れ
た
。

次
に
地
掘
吹
方
雑
用
勘

定
覚
に
よ
る
と
、

衛
が
落
札
し
た
。
同
じ
く

橋
東
へ
二
丁
目
銭
屋
安
兵

払
い
、
0
0貫
目
は
三
月
入
札
で

地
掘
出
の
鬼
か
ら
み
屑

九
〇



R
 

一
京
都
吹
分
所
の
銀
鋼
吹
分
け

六
I
-
|

「
午
ノ
十
一
月
分
御
勘
定
帳
拍

④
 
「
年
々
諸
用
留
L

―
一
番
『
住
友
史
料
叢
書
』
一
八

0
頁

京
都
吹
分
所
」

架
蔵
番
号
ニ

こ
の
史
料
に
は
、
ほ
か
に
正
徳
五
年
正
月
ー
十
一
月
、
同
年

十
二
月
ー
享
保
元
年
十
一
月
、
享
保
元
年
十
二
月
ー
ニ
年
十
一

月
、
二
年
十
二
月
ー
三
年
閏
十
月
の
勘
定
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、

R
 『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
下
巻

六
の
十
三
銀
座
之
事

京
都
吹
分
所
」
二
六
ー
―
ー

②
 
寄
四
人
閾
所
金
銀
之
事

『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
巻

①
 

註 工
程
の
も
の
な
ど
が
、

九
九
四

『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
下
巻
六
の
四
十

銀
座
元
年

地
面
の
上
下
に
散
布
し
埋
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
諸
床
吹
分
け
や
ゆ
り
物
師
の
作
業
な
ど
を
み
る
と
、

四
六
匁
替
の
計
算
で
あ
る
。
内
訳
は
第
40
表
の
ご
と
く
で
、

吹
分
所
惣
人
数
飯
代
給
金
井
諸
雑
用
勘
定
覚
は
、

て
の
み
与
え
る
と
い
う
。

一
貫
三
二
三
匁
六
六
九
で
、

⑦
 
R
 帳

賃
銀
飯
代
は
第
39
表
の
ご
と
く
で
、
他
は
諸
床
用
炭

・
床
持
の
土
砂
・
す
ば
い
に
す

る
下
炭
・
鉄
道
具
損
賃
・
鮫
木
・
縄
筵
代
な
ど
で
あ
る
。
家
大
工
は
板
に
銀
気
の
こ
も
る
も
の
が
あ
っ
て
削
落
し

て
焼
取
る
と
あ
る
。
飯
代
は
京
都
に
て
雇
っ
た
分
に
は
休
日
六
日
分
の
飯
代
を
渡
さ
ず
、
大
坂
抱
え
の
分
に
対
し

入
用
計
二
貫
一
ニ
ニ
―
匁
三
八
三
で
、
新
金
銀
で
金
一
両
平
均

吹
元
銀
や
出
灰
吹
銀
・
出
銅
、

九

「
正
徳
四
甲
年
午
十
二
月
北
屋
鋪
建
増
吹
床
拾
弐
挺
之
入
用

京
都
吹
分
所
」
二
六
ー
一
ー
ニ

「
午
十
一
月
十
二
月
御
銀
吹
分
方
井
吹
雑
用
諸
雑
用
御
勘
定
帳

あ
る
い
は
吹
分
け

入
用
合
計
し
て
新
銀
三
貫
六
四
五
匁

0
五
二
と
な
る
。



「
京
都

⑮ ⑭ 

「
京
都

⑬ ⑫ 

「
京
都

「
未
正
月
か
十
一
月
迄
御
銀
吹
分
方
井
吹
雑
用
諸
雑
用
御
勘
定

未
十
二
月
ふ
申
十
一
月
迄
御
銀
吹
分
井
吹
雑
用
諸
雑

用
御
勘
定
帳
」

享
保
元
申
十
二
月
ふ
酉
十
一
月
迄
御
銀
吹
分

井
諸
御

入
用
御
勘
定
帳
」

亨
保
弐
酉
十
二
月
ふ
戌
閏
十
月
迄
御
銀
吹
分
井
諸
御

入
用
御
勘
定
帳
」

こ
の
う
ち
正
徳
五
年
正
月
！
十
一
月
の
分
は
、
別
に
単
独
の

冊
子
が
あ
る
（
二
六
ー
ニ
ー
四
）
。

本
章
の
、
第
14
ー

2
0
、
2
4
ー

26
、
2
8
ー

33
、
38
表
は
、
こ
の

史
料
に
拠
る
。

「
古
来
ふ
銅
方
万
覚
帳
」
一
九
ー
一
ー
―
―
―

「申
年
（
享
保
元
）
諸
国
御
割
合
御
用
銅
高
井
代
銀
吹
賃
銀
勘
定

帳
」
―

-
O
I
一
ー
ニ

「
酉
年
（
享
保
二
）
諸
国
御
割
合
御
用
銅
高
井
代
銀
吹
賃
銀
勘
定

帳
」
一
九
ー
ニ
ー
一
〇

「
銅
会
所
公
用
帳

「
京
都
亥
二
月
三
月
地
堀
吹
方
諸
雑
用
御
勘
定
帳
」
二
六
ー
―
―
―

ー
一―

10

⑪

⑦

に

同

じ

帳
」

⑩ 

題
は

R 

標
題
は
冒
頭
の
分
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
標

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

『
京
都
町
触
集
成
』
第
一
巻

「
銀
銅
吹
雑
用
役
所
諸
入
用
京
江
戸
両
所
共
仲
間
江
請
込
申
時

之
稼
り
存
寄
書
之
拍
」
一
九
ー
ニ
ー
一
五

R

⑦

に

同

じ

享
保
一
そ
一
戊
戌
年

泉
屋
」
二

0
-
―
一
ー
ニ

七
六
九

九



大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

九

泉
屋
吉
左
衛
門
（
友
芳
）
は
、
享
保
三
年
九
月
七
日
京
都
吹
分
所
勤
番
を
大
塚
屋
甚
右
衛
門
と
交
替
し
て
大
坂
ヘ

下
り
翌
八
日
江
戸
へ
向
け
て
出
立
し
た
。
そ
れ
は
銀
銅
吹
分
け
御
用
に
つ
い
て
召
さ
れ
た
た
め
で
、
十
九
日
江
戸

に
着
き
、

丸
銅
屋
次
郎
兵
衛
も
翌
二
十
日
江
戸
に
着
き
、
二
十
二
日
両
人
は
金
座
役
所
へ
出
頭
し
、
勘
定
組
頭
小

出
嘉
兵
衛
•
坂
本
新
右
衛
門
よ
り
、
大
坂
に
お
い
て
銀
銅
吹
分
け
を
行
う
幕
議
決
定
を
告
げ
ら
れ
、

来
五
カ
年
の
吹
分
け
・
雑
用
な
ど
平
均
の
諸
条
件
の
も
と
に
一
カ
月
銀
一
万
貫
目
ほ
ど
の
吹
分
方
請
負
の
旨
を
指

示
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

九
月
二
十
五
日
金
座
役
所
へ
持
参
し
、

正
徳
四
年
以

そ
れ
に
つ
い
て
、
組
頭
四
人
連
名
で
（
大
坂
屋

・
大
塚
屋
は
在
京
坂
で
無
印
）
「
吹
方
之
儀
二
付
存
寄
」
の
書
付
を
、

①
 

小
出
•

坂
本
氏
へ
届
け
た
。

一
上
銀
出
方
五
ヵ
年
の
平
均
を
も
っ
て
請
負
う
べ
ぎ
仰
せ
を
承
知
す
る
。
吹
入
れ
差
鉛
に
は
少
分
の
銀
を
含

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

曰
銅
吹
屋
仲
間
の
吹
分
け
御
用
請
負

四



割
入
が
上
銀
と
い
わ
れ
た
。

る
関
係
か
ら
も
組
頭
四
人
は
銀
座
年
寄
格
と
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

一
出
灰
吹
銀
に
対
す
る
歩
入
の
儀
は
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

む
ゆ
え
、

こ
れ
ま
で
の
吹
分
け
上
銀
の
平
均
高
の
う
ち
に
鉛
よ
り
の
出
銀
も
含
ま
れ
る
。
今
後
一
カ
月
銀

一
万
貫
目
ほ
ど
も
吹
分
け
る
と
き
は
、
銀
気
の
こ
も
る
鉛
の
み
で
は
不
足
し
銀
気
の
な
い
鉛
を
も
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
五
ヵ
年
平
均
の
上
銀
の
高
か
ら
差
鉛
よ
り
の
出
銀
分
を
差
引
い
て
別
紙
書
付
を

提
出
す
る
。
出
上
銀
の
件
は
先
ず
一
カ
年
限
り
に
決
め
て
、
格
別
の
増
減
が
あ
れ
ば
届
け
承
認
を
願
う
こ

と
と
す
る
。

ギ
{
、

~
 

ら

こ
れ
ま
で
ど
お
り
銀
座
年
寄
お
よ
び
銀
見
役
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
な

万
一
歩
入
が
劣
る
よ
う
に
み
え
る
場
合
は
吹
屋
は
幾
度
も
銀
見
役
と
対
談
し
て
、
歩
入
書
付
に
銀

見
役
の
印
形
を
取
っ
て
毎
月
の
勘
定
帳
に
添
え
、
江
戸
役
人
へ
届
け
る
こ
と
と
す
る
。
銀
座
人
と
対
談
す

出
灰
吹
銀
の
歩
入
査
定
の
問
題
な
ど
後
述
す
る
が
、
慶
長
銀
と
同
価
引
替
え
を
釣
替
え
と
い
い
、

に
な
し
下
さ
る
べ
く
、

灰
吹
銀
一
〇

0
目
に
慶
長
銀
一

0
五
匁
を
与
え
る
と
き
に
五
歩
入
と
い
い
、
同
―

-
0匁
と
替
え
る
と
き
は
一
割
入
と
し
、

一
吹
分
御
用
を
引
請
け
る
う
え
は
、
吹
方
一
件
に
つ
い
て
は
組
頭
四
人
よ
り
江
戸
へ
伺
い
用
達
で
き
る
よ
う

ま
た
吹
分
場
は
四
人
で
自
分
入
用
で
建
設
す
る
積
り
で
あ
り
、
場
所
に
つ
き
支
障

九
四



が
あ
れ
ば
大
坂
町
奉
行
所
へ
届
け
る
ゆ
え
、
奉
行
所
あ
て
そ
の
旨
通
達
を
願
う
。

一
吹
場
建
設
入
用
は
四
人
の
自
費
を
も
っ
て
す
る
が
、
銀
五

0
0貫
目
を
御
用
引
請
中
拝
借
し
た
く
、

を
融
通
し
そ
の
歩
銀
を
も
っ
て
償
い
に
あ
て
、

一
吹
元
銀
は
四
人
の
う
ち
月
番
を
定
め
て
月
番
の
判
形
に
て
大
坂
の
銀
座
役
所
よ
り
請
取
る
こ
と
と
し
、
月

一
出
灰
吹
銀
は
こ
れ
ま
で
京
都
で
納
め
た
よ
う
に
大
坂
の
銀
座
役
所
へ
歩
入
な
ど
を
対
談
し
た
う
え
、
毎
月

に
て
も
渡
す
こ
と
と
す
る
。
吹
元
銀
・
灰
吹
銀
と
も
渡
し
方
が
大
坂
で
行
わ
れ
る
か
ら
は
、
銀
座
年
寄
・

銀
見
役
と
も
に
大
坂
へ
下
り
勤
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
灰
吹
銀
請
取
証
文
は
大
坂
在
役
の
銀
座
年

寄
印
形
に
て
請
取
る
こ
と
と
す
る
。

一
カ
年
勘
定
帳
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
十
二
月
か
ら
次
年
十
一
月
限
り
勘
定
を
仕
上
げ
、

一
銀
座
よ
り
取
り
お
く
灰
吹
銀
請
取
証
文
と
、

一
御
用
当
初
か
ら
買
上
げ
の
品
々

、
合
床
銅
煙
巻
銅
網
な
ど
委
細
別
帳
に
書
上
げ
る
が
、
こ
の
分
は
吹
屋
へ

四

大

坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

中
勘
定
帳
を
納
め
る
と
き
に
引
替
え
る
よ
う
に
願
う
。

が
毎
年
江
戸
へ
持
参
す
る
。

番
が
掛
目
を
改
め
る
と
き
銀
座
役
人
が
立
会
う
こ
と
と
す
る
。

九
五

そ
れ

ま
た
吹
場
の
年
々
の
修
覆
の
た
め
支
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
人
の
う
ち
一
人

四
人
よ
り
銀
座
へ
渡
し
て
お
い
た
吹
元
銀
請
取
証
文
と
を
年



一
吹
雑
用
・
吹
減
鉛
代
と
し
て
銀
一
―

1
0
0
貫
目
ず
つ
先
操
に
前
渡
し
下
さ
れ
た
く
、

色
を
調
達
し
、

ま
た
細
工
人
の
賃
銀
を
前
渡
し
て
支
障
な
き
よ
う
計
ら
い
た
く
、
年
中
勘
定
仕
上
げ
の
節

に
こ
の
銀
と
の
過
不
足
を
差
引
し
残
り
が
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
（
前
条
の
拝
借
銀
五

0
0貫
目
は
こ
の
ほ
か
）
。

右
の
存
寄
書
付
と
同
時
に
「
銀
銅
吹
分
上
納
井
吹
方
諸
入
用
覚
」
を
御
用
掛
り
奉
行
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
吹
分
け
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
、
出
上
灰
吹
銀
（
上
銀
）
・
出
銅
・
諸
入
用
銀
・
吹
減

鉛
代
の
見
積
を
記
し
、

こ
の
見
積
り
を
も
っ
て
吹
分
け
引
請
方
を
申
し
で
て
い
る
（
第
4
1
.
4
2
表）。

銀
の
出
分
に
つ
い
て
は
一
カ
年
限
り
の
見
積
り
と
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

こ
の
上
灰
吹
銀
出
分
の
見
積
高
に
つ
き
、

五
カ
年
吹
分
け
銀
一

0
0貫
目
の
平
均
の
高
に
対
し
て
「
鉛
よ
り
出

出
来
れ
ば
一
カ
月
一
万
貫
目
ほ
ど
吹
分
け
御
用
を
勤
め
ら
れ
よ
う
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

一
大
坂
吹
場
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
京
都
吹
分
所
で
吹
分
け
る
。
急
に
増
吹
き
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
き
は
、

京
都
吹
分
所
に
て
一
カ
月
銀
高
お
よ
そ
一
―

1
0
0
0
貫
目
ほ
ど
、

下
さ
れ
た
い
。

四
人
の
銅
吹
場
に
て
一
カ
月
―
―

1
0
0
0
貫

目
ほ
ど
、
都
合
六

0
0
0
貫
目
ほ
ど
、
大
坂
の
吹
場
の
成
る
ま
で
吹
分
け
る
積
り
で
あ
る
。
大
坂
吹
場
が

一
勘
定
帳
に
あ
る
残
鉛
は
先
き
の
買
上
げ
値
段
に
て
吹
屋
が
買
請
け
る
。

こ
れ
に
て
鉛
・
炭
・
諸

九
六

た
だ
し
上
灰
吹



第41表 大坂吹分所諸品銀100貫目吹分け出上銀見積（享保3年 9月）

四

大坂吹分所の銀銅吹分け

種類 出平均上銀 差鉛垂銀 吹減鉛 残り平均上銀

貰 匁
69匁. 66 92貰,888匁余

貫 匁

宝永銀 50,314.23余 50, 244. 57 

三宝銀 32,094.79余 60. 13 80,183余 32,034.66 

四宝銀 20, 111. 33 57. 1 76, 142余 20, 054. 23 

出典）「吹屋仲間銀銅吹分御用留」 19-1-4

第42表

種

宝永銀

三宝銀

四宝銀

大坂吹分所諸品銀100貫目吹分け諸入用見積（享保3年 9月）

出上灰吹銀 ！ 出 銅 ！諸入用銀

貫目 貰 目 貫匁

50, 2 50 46, 400 1, 969 

32 030 66, 200 1, 566 

20 050 78, 700 1, 166 

出典）「吹屋仲間銀銅吹分御用留」19-1-4

類 吹減鉛代

貫 匁

1,058 

868 

868 

れ
た
。

こ
の
存
寄
書
に
つ
い
て
は
、

九
七 小
出
•
坂
本
氏
の

う
か
ら
下
知
あ
る
ま
で
暫
く
逗
留
す
る
よ
う
に
指
示
さ

う
と
告
げ
ら
れ
、
伺
い
の
う
え
仰
せ
渡
さ
れ
る
で
あ
ろ

し
て
奉
行
よ
り
存
寄
書
は
一
々
極
め
て
も
っ
と
も
と
思

供
し
た
も
の
と
同
趣
意
ら
し
い
が
、

に
長
坂
孫
七
郎
・
小
宮
山
平
右
衛
門
が
帰
府
の
と
き
提

先
き
に
提
出
し
た
存
寄
書
は
、
京
都
か
ら
八
月
九
日

目
と
し
て
い
る
。

〇
貫
二
五

0
目
・
三
二
貫

0
三

0
目
・
―

-
0貫
0
五

0

二
十
七
日
に
月
番

勘
定
奉
行
水
野
讃
岐
守
邸
へ
泉
屋
・
丸
銅
屋
両
人
出
頭

出
灰
吹
銀
（
上
銀
）
を
諸
品
の
銀
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
五

の
計
算
を
し
て
い
る
。

秋
田
鉛
と
し
、

こ
の
垂
り
灰
吹
銀
を
差
引
い
て
、

1
0
0斤
に
つ
き
垂
り
灰
吹
銀
―
二
匁

候
銀
気
差
引
覚
」
を
同
時
に
提
出
し
て
い
る
。
差
鉛
は



上
げ
て
組
頭
の
一
人
が
江
戸
へ
持
参
す
る
。

一
毎
月
勘
定
帳
は
江
戸
役
人
方
へ
飛
脚
に
て
届
け
、

る。 る。

一
カ
年
勘
定
帳
は
前
年
十
二
月
か
ら
十
一
月
を
限
り
仕

一
カ
年
勘
定
仕
立
の
と
ぎ
差
引
し
て
残
り
の
な
い
よ
う
勘
定
す
る
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

吟
味
さ
れ
る
箇
条
も
あ
り
、
組
頭
よ
り
相
談
を
申
し
入
れ
る
件
も
あ
っ
て
、
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
「
銀
銅

吹
分
井
吹
方
入
用
」
の
積
り
を
も
っ
て
、

る
こ
と
を
述
べ
て
、

一
式
吹
分
け
を
請
負
い
一
カ
月
銀
高
一
万
貫
目
余
ず
つ
吹
分
け
上
納
す

R
 

そ
の
要
望
条
項
を
十
月
の
日
付
で
金
銀
御
用
掛
り
奉
行
へ
あ
て
て
提
出
し
て
い
る
。

一
吹
元
銀
は
大
坂
銀
座
よ
り
請
取
り
、
掛
改
め
の
と
き
銀
座
役
人
が
立
会
い
、
組
頭
月
番
の
判
形
に
て
請
取

一
出
灰
吹
銀
は
大
坂
銀
座
役
所
に
お
い
て
歩
入
を
対
談
し
て
納
め
、
請
取
証
文
に
は
銀
座
年
寄
の
判
形
を
と

一
出
銅
は
一
カ
月
限
り
に
長
崎
廻
銅
と
し
て
渡
さ
れ
た
く
、

と
と
す
る
。

不
足
・
残
り
を
記
載
し
、

入
札
値
段
を
も
っ
て
大
坂
町
奉
行
裏
判
に
て
御

金
蔵
よ
り
代
銀
を
請
取
り
吹
分
所
へ
納
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
吹
雑
用
銀
請
取
の
内
へ
毎
月
勘
定
す
る
こ

一
吹
減
鉛
代
銀
は
吹
雑
用
銀
の
内
と
し
、
毎
月
銀
三

0
0貫
目
前
後
の
前
渡
し
を
願
い
、
毎
月
勘
定
帳
に
過

九
八



一
京
都
に
て
の
吹
分
け
用
と
し
て
、
最
初
か
ら
の
買
上
品
は
吹
屋
に
供
与
さ
れ
、
品
別
帳
に
記
し
て
届
け
る
。

一
大
坂
吹
分
場
の
出
来
る
ま
で
は
吹
分
け
一
式
は
京
都
に
て
十
一
月
か
ら
請
負
う
。
閏
十
月
ま
で
は
従
来
ど

お
り
在
京
役
人
方
よ
り
支
配
さ
れ
た
く
、
京
都
で
は
一
―
―
宝
・
四
宝
銀
一
カ
月
六

0
0
0貫
目
ほ
ど
吹
分
け

一
大
坂
吹
場
建
設
の

入
用
普
請
料
は
四
人
組
頭
よ
り
支
出
す
る
。

場
の
修
覆
等
は
右
拝
借
銀
の
歩
銀
に
て
賄
う
こ
と
と
す
る
。
拝
借
銀
歩
廻
し
の
た
め
貸
付
る
が
、

滞
す
る
と
き
は
大
坂
町
奉
行
所
へ
訴
え
る
の
で
上
納
銀
同
様
に
取
立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
町
奉
行
所
へ
通

達
を
願
う
。

一
吹
場
の
用
達
の
た
め

一
0
石
積
船
二

艘
、
三

0
石
積
船
二
艘
を
組
頭
自
分
入
用
で
大
坂
で
造
船
い
た
し
た

一
吹
分
け
方
に
つ
い
て
の
用
件
は
御
用
掛
り
の
江
戸
役
人
へ
組
頭
よ
り
直
ち
に
伺
う
よ
う
に
し
た
い
。

右
の
存
寄
の
旨
に
対
応
し
て
銀
吹
分
け
の
御
用
掛
り
よ
り
組
頭
に
与
え
た
覚
書
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

一
今
度
銀
銅
吹
分
け
方
を
吹
屋
組
頭
ど
も
が
一
式
請
負
い
、
向
後
は
大
坂
で
吹
分
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
京

都
吹
分
所
の
こ
れ
ま
で
の
吹
分
け
を
止
め
て
、
大
坂
吹
分
場
建
設
ま
で
は
、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

く
、
船
運
上
銀
な
ど
免
除
さ
れ
る
よ
う
に
大
坂
町
奉
行
所
へ
通
達
を
願
う
。

九
九

よ
っ
て
銀
五

0
0貫
目
拝
借
を
願
い
、
吹

万
一
渋

十
一
月
か
ら
京
都
吹
分
所
で

る
。
入
用
は
吹
分
け
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
の
見
積
を
も
っ
て
勘
定
す
る
。



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈴
造
と
銀
銅
吹
分
け

請
負
い
吹
方
を
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
吹
分
方
の
用
向
は
向
後
は
銀
座
と
直
談
す
る
こ
と
と
し
、
双
方
つ

ま
り
吹
屋
組
頭
と
銀
座
に
誓
詞
を
申
し
つ
け
る
。

一
銀
座
の
座
人
が
立
会
っ
て
当
日
の
吹
入
銀
高
を
記
し
て
座
人
印
形
し
改
め
、

提
出
す
る
。

一
吹
分
銀
・
銅
の
出
方
そ
の
他
伺
い
の
事
柄
は
、
請
負
帳
面
に
付
紙
を
し
て
下
知
す
る
。

一
吹
元
銀
は
大
坂
の
銀
座
年
寄
へ
あ
て
て
請
取
手
形
を
渡
す
こ
と
。
但
し
京
都
で
の
吹
分
け
は
こ
れ
ま
で
ど

一
吹
分
所
よ
り
大
坂
銀
座
に
渡
す
出
灰
吹
銀
は
、

そ
の
月
の
勘
定
帳
に
添
え
て

以
前
か
ら
三
歩
入
以
上
の
も
の
に
限
り
、
三
歩
入
よ
り
以

下
の
灰
吹
銀
は
銀
座
よ
り
返
し
吹
直
し
て
納
め
る
。
銀
座
年
寄
方
よ
り
の
請
取
手
形
に
は
出
灰
吹
銀
高
に

上
銀
付
を
し
て
（
上
銀
と
し
て
計
算
）
、
歩
入
を
も
記
し
て
差
出
す
の
で
、
吹
分
場
の
毎
月
勘
定
帳
に
こ
れ
を

添
え
て
金
座
役
所
へ
届
け
る
。

一
吹
分
方
諸
入
用
・
吹
減
鉛
代
銀
は
前
借
と
し
て
毎
月
四
宝
銀
三

0
0貫
目
を
大
坂
銀
座
よ
り
請
取
り
、
月

番
の
組
頭
か
ら
銀
座
年
寄
に
あ
て
て
請
取
手
形
を
渡
す
。
銀
銅
吹
分
け
方
の
勘
定
は
、

―
ヵ
月
限
り
帳
面
に
認
め
、

銀
座
よ
り
取
り
お
い
た
灰
吹
銀
請
取
手
形
を
添
え
て
翌
月
十
日
ま
で
の
う
ち

お
り
京
都
銀
座
で
請
取
り
、
在
京
の
組
頭
よ
り
請
取
手
形
を
渡
す
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り

1
0
0
 



(.:::) に
提
出
す
る
。

十
月
十
六
日
に
泉
屋
・
丸
銅
屋
は
吹
分
け
御
用
掛
り
勘
定
組
頭
の
杉
岡
弥
太
郎
宅
へ
出
頭
し
、
水
野
奉
行
以
下

の
杉
岡
・
辻
六
郎
左
衛
門
・
小
出
・
坂
本
の
諸
氏
立
会
い
の
も
と
に
誓
詞
血
判
し
て
吹
分
け
方
を
請
負
う
こ
と
と

な
っ
た
。
次
い
で
吹
屋
一
三
人
も
誓
詞
を
捧
げ
た
。
泉
屋
は
同
月
二
十
六
日
に
江
戸
を
立
ち
、
閏
十
月
八
日
京
着

⑤
 

し
、
十
一
日
に
長
堀
の
宅
に
帰
着
し
た
。

さ
て
、
閏
十
月
に
四
宝
銀
一
―

1
0
0
貫
目
を
、

こ
れ
は
吹
分
け
の
毎
月
入
用
分
と
し
て
前
借
を
認
め
ら
れ
た
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
十
一
月
か
ら
新
銀
が
通
用
銀

と
し
て
諸
品
の
銀
に
対
し
て
割
増
値
段
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
十
一
月
以
前
の
通
用
銀
四
宝
銀
に

対
し
新
銀
が
二

0
割
増
値
段
で
あ
っ
た
の
に
準
じ
て
、
新
銀
一
五
〇
貫
目
を
渡
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

大
坂
吹
分
所
の
開
設
と
享
保
三
:
五
年
の
吹
分
け

十
一
月
十
九
日
に
大
坂
吹
分
所
（
吹
場
、
吹
分
場
と
も
記
さ
れ
る
）
の
場
所
見
分
が
行
わ
れ
た
。
道
頓
堀
立
慶
町
裏
尻

で
西
高
津
村
田
地
の
う
ち
樋
通
り
よ
り
西
方
ヘ
一
間
ほ
ど
隔
て
て
長
町
裏
ま
で
表
口
四
五
間
、

筋
四
尺
を
除
き
南
へ
六

0
間
の
場
所
で
あ
る
。
地
方
役
人
小
泉
伊
左
衛
門
・
小
川
甚
五
右
衛
門
•
松
井
与
五
右
衛

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

1
0
 

十
一
月
御
入
用
分
と
し
て
、
在
京
の
役
人
よ
り
組
頭
が
請
取
っ
た
。

立
慶
町
裏
通
り
道



正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

門
の
三
人
が
右
場
所
を
見
分
し
、
京
都
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
（
克
敬
）
の
手
代
大
西
彦
太
夫
が
立
会
い
、
間
数
を
改

め
て
定
杭
を
打
っ
た
。
大
坂
吹
分
所
は
享
保
四
年
二
月
に
建
造
さ
れ
て
、
京
都
吹
分
所
は
廃
止
さ
れ
た
。

大
阪
の
地
誌
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
ニ
ッ
井
戸
町
と
高
津
町
十
番
丁
が
接
す
る
地
に
、
江
戸
中
期
に
銀

銅
吹
分
所
が
あ
っ
た
。
元
禄
以
降
の
品
位
が
下
っ
た
改
鋳
貨
を
再
改
鋳
す
る
た
め
銅
吹
屋
が
享
保
四
年
に
開
い
た

も
の
で
、
敷
地
一
―

1
0
0
0坪
と
か
な
り
広
く
月
産
最
高
一
万
貫
を
あ
げ
て
い
た
。
こ
の
地
は
か
つ
て
片
桐
主
膳
屋

敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
吹
分
所
廃
止
後
高
津
入
堀
川
の
河
川
敷
に
な
っ
た
。

右
の
再
改
鋳
貨
が
月
産
最
高
一
万
貫
に
達
し
た
よ
う
に
記
す
の
は
不
正
確
な
説
明
で
、

④
 
る。

享
保
三
年
十
二
月
に
組
頭
四
人
連
名
で
御
用
掛
り
奉
行
あ
て
口
上
書
に
次
の
ご
と
く
述
べ
る
。

一
請
負
以
前
閏
十
月
ま
で
納
め
て
き
た
よ
う
に
、
釣
替
え
以
上
の
出
灰
吹
銀
は
銀
座
が
請
取
り
、
釣
替
え
以

る
よ
う
に
指
示
を
顧
う
。

一
吹
分
け
用
鉛
は
関
十
月
晦
日
に
残
り
あ
る
分
は
十
二
月
中
に
使
い
切
る
。
そ
の
買
請
代
は
八
月
に
吹
分
所

へ
売
上
げ
た
値
段
、

-
0貫
目
に
つ
き
四
宝
銀
―

-
0匁
余
で
あ
る
。

下
の
も
の
は
吹
直
す
よ
う
に
致
し
た
く
、

し
か
し
高
値
と
な
っ
て
当
節
は
新

こ
の
趣
意
を
銀
座
へ

仰
せ
ら
れ
て
、
釣
替
え
以
上
の
分
は
納
め

こ
れ
は
吹
分
銀
高
で
あ

101 



一
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
鉛
が
長
崎
出
島
に
、

値
段
を
も
っ
て
渡
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

鉛
を
す
べ
て
御
用
中
は
買
上
げ
お
渡
し
願
い
た
く
、
吹
分
け
方
が
増
加
し
て
国
内
出
鉛
の
み
で
は
不
足
す

る
と
思
わ
れ
る
。

享
保
三
年
十
一
月
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
の
組
頭
四
人
連
名
で
金
銀
御
用
掛
り
役
人
へ
あ
て
た
「
吹
分
銀
元
払
之

覚
」
と
「
出
銅
高
覚
」
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
戌
十
一
月
に
吹
元
と
し
て
四
宝
銀
二
九

0
0貫
目
は
閏
十
月
受
領
、
同
一
ニ
―

0
0貫
目
は
十
一
月
分
吹
元
と
し
て
十
一
月
五
日
か
ら
十
六
日
ま
で
に
請
取

っ
た
計
六

0
0
0貫
目
、
同
じ
く
三
宝
銀
三

0
1
0
貫
目
は
十
二
月
分
吹
元
と
し
て
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
七

吹
分
け
て
出
灰
吹
銀
を
銀
座
へ
渡
し
た
。
此
上
銀
が
一
―

1
0三
貫
目
と
な
る
。
十
二
月
に
吹
元
と
し
て
十
一
月
残

り
の
三
宝
銀
と
十
二
月
中
吹
元
と
し
て
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
に
請
取
っ
た
一
―
―
宝
銀
六
六
―

-
0貫
目
計
九
六
―
―
―

〇
貫
目
を
保
有
す
る
が
、

そ
の
う
ち
三
宝
銀
六

0
0
0貫
目
を
吹
分
け
て
出
灰
吹
銀
を
銀
座
へ
納
め
、
此
上
銀
が

一
九
ニ
一
貫
八

0
0
目
と
な
る
。
第
43
表
に
は
各
月
の
吹
分
け
と
出
灰
吹
銀
の
上
銀
計
算
、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

日
ま
で
に
請
取
り
、
以
上
計
九

0
1
0
貫
目
を
保
有
す
る
が
、

銀
六

0
目
余
相
場
で
四
宝
銀
二
五

0
目
ほ
ど
と
な
る
。

こ
れ
に
出
銅
高
覚
に

10
三

こ
の
う
ち
四
宝
銀
六

0
0
0貫
目
を
十
一
月
中
に

お
よ
そ
六
万
貫
目
ほ
ど
あ
る
由
、

こ
の
鉛
を
買
上
げ
ら
れ
て
買
上

オ
ラ
ン
ダ
船
・
唐
船
が
毎
年
鉛
を
持
渡
す
こ
と
で
あ
り
、

J

の



第43表

年 月

享保 3.11. 

12. 

4, 正．

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

京都・大坂吹分所吹分け勘定（享保 3 年11 月 ~4 年 8 月）

四宝銀 三宝銀出灰吹此上銀

鼠目 貫目 貫匁

6, 000 1, 203, 000 

6, 000 1, 921, 800 

8, 000 2, 562, 400 

8, 040 2, 968, 194 

10, 000 3, 203, 000 

9, 880 3, 164, 564 

9,100 2,914,730 

7, 550 2, 418, 265 

6, 350 2, 298, 565 

6, 920 2, 627, 501 

1, 960 

0

0

 

2

5

 

3

0

 

'
,
 

1

2

 

銅

貫目

4,722,000 

3,972,000 

5,296,000 

6,865,000 

6,620,000 

6,540,560 

6, 024, 200 

4, 998, 100 

5, 240, 540 

6, 194, 390 

出

正
徳
・

享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

出典） 「吹分留」 20-2-9-2-1

か
ら
同
六
年
三
月
ま
で
の
吹
入
銀
は
、

享
保
六
年
五
月
改
の
報
告
に
よ
る
と
、

五

0
目
と
な
っ
て
い
る
（
第
44
表）。

に
つ
ぎ
三
宝
銀
は
三
二
貫

0
三

0
目、

享
保
五
年
十
二
月

三
宝
•
四
宝
銀
計
―
―
―

四
宝
銀
は
二

0
貫
〇

吹
分
け
に
お
い
て
出
灰
吹
銀
の
此
上
銀
の
高
は
一

0
0貫
目

四
宝
銀
一
万
ニ
―
―

R
 

三
〇
貫
目
か
ら
八
九
一
六
貫
七
一
〇
匁
と
あ
る
。

算
の
出
灰
吹
銀
を
金
銀
御
用
掛
り
役
人
あ
て
届
け
た
覚
書
の

位
量
目
で
あ

っ
て、

二
貫
目
、

三
宝
銀
で
一

0
0貫
目
に
つ
き
上
銀
三

四
宝
銀
で
同
じ
く
二

0
貫
目
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

い
る
。
定
法
銀
は
諸
品
の
銀
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
の
銀

署
名
人
は
組
頭
四
人
の
ほ
か
に
熊
野
屋
彦
大
夫
が
加
わ
っ
て

子
（
享
保
五
）
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
吹
分
け
の
上
銀
計

貫
目
か
ら
四
万
七
五
五
八
貫

0
八

0
目、

よ
る
出
銅
高
を
記
し
た
。
出
銅
高
は
三
宝
銀
七
万
一
八
四
〇

1
0四



第44表

月
四

大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

10月

11 

12 

大坂吹分所出灰吹銀・此上銀（享保 5年10,...__,12月）

吹分銀 此上銀

貫目 貫匁 '

三宝銀 1,650 528, 495 

四宝銀 7,800 1, 563, 900 

三宝銀 2,510 803, 953 

四宝銀 7,7 30 1, 549, 865 

三宝銀 2,580 826, 374 

四宝銀 8,070 1, 618, 035 

定 法銀

貫目

528,000 

1, 560, 000 

803,200 

1,546,000 

825,600 

1, 614, 000 

出典） 「吹分留」 20-2-9-2-1

1
0五

0
五

0
目
と
し
て
計
出
さ
れ
、
実
際
の
出
は
こ
の

場
合
不
足
す
る
ら
し
い
。

は
一

0
0貫
目
に
つ
き
上
銀
一
三
一
貫

0
三

0
目、

四
宝
銀
は
同
じ
く
二

0
貫

そ
の
ほ
か
鬼
か
ら
み
の
出
灰
吹
銀
に
つ
い
て
は
知
り
難
い
と
し

こ
の
四
カ
月
間
の
四
返
鉛
（
四
回
正
鉛
に
戻
す
）
と
か
ら
み
よ

0
一
貫
四
八

0
匁
五
八
六
は
不
足
と
な
る
が
、

月
か
ら
三
月
分
ま
で
の
出
に
あ
た
る
の
で
銀
座
へ
納
め
た
と
い
う
。
残
り
三

る
も
の
と
し
て
、

た
だ
出
灰
吹
銀
を
期
待
で
き

り
の
出
鉛
を
合
せ
て
一
万
四
八
四
〇
貫
九

0
0
目
あ
り
、
出
鉛
一
貫
目
に
つ

き
出
灰
吹
銀
お
よ
そ
一
〇
匁
の
垂
り
銀
が
あ
る
と
積
っ

て
一
四
八
貫
目
余
が

考
え
ら
れ
、
R
 

て
い
る
。
上
銀
四
六
ニ
ニ
貫
八

0
一
匁
は
役
所
分
の
出
で
あ
る
が
、

三
宝
銀

享
保
六
年
五
月
泉
屋
よ
り
銀
銅
吹
分
け
請
負
に
つ
い
て
の
口
上
書
を
御
用

六
ニ
ニ
貫
八

0
一
匁
で
、

う
ち
四
三
ニ
一
貫
一
―
―
二

0
匁
四
一
四
は
前
年
十

分
す
な
わ
ち
吹
分
所
で
吹
分
け
た
と
い
う
。
そ
し
て
出
灰
吹
銀
の
此
上
銀
四

万
五
九
八
〇
貫
目
で
、
う
ち
四
宝
銀
一
万
六
六
七
〇
貫
目
は
組
頭
の
吹
屋
で

吹
ぎ
、
残
り
―

――宝
銀
六
二
七
〇
貫
目

•
四
宝
銀
一
万
―
―10
四
0
貫
目
は
役
所



れ、

1
0
0
 0
貫
目
ほ
ど
不
足
と
思
わ
れ
る
。

正
徳
・

享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

掛
り
へ
あ
て
て
認
め
た
。
当
主
友
昌
は
若
年
と
い
う
こ
と
で
（
享
保
四
年
十
二
月
友
芳
没
し
、
翌
年
正
月
友
昌
継
ぐ
）
泉
屋

宗
桂
よ
り
口
上
書
に
添
え
て
そ
の
家
臣
と
思
わ
れ
る
富
岡
庄
左
衛
門
あ
て
に
内
見
に
入
れ
お
ぎ
た
＜
御
尋
ね
の
こ

と
が
あ
れ
ば
江
戸
駐
在
の
伝
七
・
加
兵
衛
両
人
の
内
召
出
さ
れ
て
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
い
と
あ
る
。
同
時
に
一
七
軒

⑦
 

吹
屋
よ
り
の
書
付
も
早
便
で
届
け
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
正
徳
四
年
か
ら
享
保
三
年
ま
で
元
禄
銀
以
下
五
品
の
銀
を
吹
分
け
た
「
五
ヶ
年
平
均
を
以
上
銀
出
分
御
定

法
井
吹
雑
用
銀
被
為
成
御
定
」
、
享
保
三
年
九
月
泉
屋
・
丸
銅
屋
を
江
戸
へ
召
し
、
組
頭
は
じ
め
一
七
人
の

吹
屋
に
請
負
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
五
品
の
銀
を
次
々
吹
分
け
た
と
こ
ろ
御
定
法

（三
宝
銀一

0
0貫
目
に
つ
き
上
銀
三
二
貫
0
三
0
目
、
四
宝
銀
同
二

〇
貫
0
五

0
目
の
こ
と
）
の
積
り
ど
お
り
に
は
上
銀
は
出
ず
、
享
保
三
年
十
一
月
か
ら
同
五
年
十
二
月
ま
で
に

上
銀
一
八

0
0貫
目
ほ
ど
不
足
し
、

吹
屑
に
含
ま
れ
る
銀
お
よ
そ
八

0
0貫
目
ほ
ど
あ
る
よ
う
に
考
え
ら

一
不
足
の
理
由
を
考
え
る
に
、
吹
分
銀
高
が
多
く
日
本
出
鉛
の
み
で
は
不
足
し
、
唐
人
・
オ
ラ
ン
ダ
持
渡
り

の
鉛
を
与
え
ら
れ
交
え
て
差
鉛
し
た
。
唐
鉛
は
銀
鮫
り
に
適
合
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、 -0

六

ま
た
銀
座
へ
納

め
る
灰
吹
銀
の
歩
入
の
見
込
の
こ
と
も
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
鉛
を
多
量
に
焚
き
吹
く
の
で
、
功
者
の
細
工



人
が
病
身
と
な
り
、

ま
た
死
没
す
る
も
の
も
多
く
、
素
人
を
細
工
人
に
取
り
た
て
吹
か
す
こ
と
に
な
る
。

現
在
で
は
新
細
工
人
を
加
え
吹
分
け
る
の
で
不
足
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

一
吹
分
け
雑
用
銀
は
五
カ
年
平
均
を
も
っ
て
享
保
三
年
九
月
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
同
年
十
一
月
よ
り
新
銀
通
用

と
な
り
諸
色
が
高
値
に
な
り
、
同
四
、

こ
れ
ま
で
の
余
程
の
不
足
銀
が
あ
る
う
え
に
、
今
後
も
不
足
が
重
な
る
こ
と
に
て
、
当
年
三
月
丸
銅
屋
・

一
吹
雑
用
銀
に
つ
き
最
初
指
示
さ
れ
た
四
宝
銀
の
定
銀
高
を
今
後
新
銀
で
下
さ
れ
ば
、
御
用
が
無
事
に
勤
め

ら
れ
家
業
も
相
続
で
き
、

し
か
し
右
の
願
意
は
聞
ぎ
と
ど
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
翌
享
保
七
年
六
月
組
頭
に
熊
野
屋
を
加
え
た
五
人

R
 

よ
り
大
坂
吹
分
所
に
見
分
の
た
め
来
た
古
郡
孫
太
夫
・
鈴
木
運
八
郎
両
人
に

あ
て
て
覚
書
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
享
保
三
年
十
一
月
か
ら
同
五
年
十

一
月
ま
で
の
吹
分
け
灰
吹
銀
の
出
不
足
は
九

0
0貫
目
余
あ
り
、

の
委
細
の
訳
は
去
年
三
月
江
戸
へ
組
頭
が
下
っ
て
説
明
し
た
が
、
引
請
け
以
後
の
件
は
取
り
あ
げ
ら
れ
ぬ
旨
告
示

さ
れ
た
と
あ
る
。

な
お
、
去
る
正
月
か
ら
吹
分
所
で
例
の
と
お
り
銀
座
人
と
立
会
い
銀
鉛
合
吹
ぎ
す
る
と
き
見
届

四
大
椒
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

大
坂
屋
が
江
戸
へ
下
り
右
の
次
第
を
歎
願
し
た
。

銀
で
は
損
銀
が
多
い
。

五
年
に
少
々
ず
つ
増
加
を
認
め
ら
れ
た
が
、

不
足
銀
も
上
納
で
ぎ
よ
う
と
存
ず
る
。

10
七

な
お
下
さ
れ
る
雑
用そ



六
）
年
一
カ
年
勘
定
帳
を
持
参
し
銀
掛
り
役
人
へ
届
け
た
。

十
九
日
に
泉
屋
は
丸
銅
屋
と
と
も
に
御
勘
定
所
へ
赴

伺
享
保
六
・
七
年
の
吹
分
け
と
鮫
銅

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

け
て
印
形
も
取
り
、
他
方
で
は
組
頭
の
吹
所
で
屑
吹
も
し
て
、
出
不
足
の
多
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
備
え
た
。
大
坂
吹

分
所
は
場
所
も
広
く
て
散
失
も
あ
り
、
大
勢
の
働
人
が
入
込
み
盗
賊
の
お
そ
れ
も
あ
っ
て
、

不
足
増
加
を
も
た
ら
す
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
吹
屋
銘
々
の
吹
場
は
狭
く
働
人
の
監
視
も
ゆ
き
届
き
、

て
の
作
業
よ
り
出
不
足
も
少
々
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
い
い
、

こ
れ
ら
の
事
情
も
出

ま
た

去
年
出
不
足
に
つ
き
申
し
上
げ
た
以
後
は
銀
座
よ
り
戻
る
吹
直
し
分
も
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
か
、
吹
分
所
に

去
年
正
月
以
来
吹
屋
の
手
許
で
吹
分
け

の
出
不
足
お
よ
そ
二
七

0
貫
目
余
は
銀
子
で
返
納
し
御
用
済
ま
で
に
勘
定
し
た
い
と
念
願
す
る
。
吹
分
所
に
て
の

九

0
0貫
目
余
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
先
ご
ろ
願
っ
た
吹
屋
よ
り
四
宝
銀
を
毎
月
銀
座
へ
先
納
し
、

そ
の
九
割
分

を
吹
分
け
出
灰
吹
銀
に
よ
る
新
銀
で
請
取
り
、
残
り
一
割
分
を
吹
分
け
出
灰
吹
銀
を
も
っ
て
返
済
す
る
よ
う
に
す

る
と
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
当
年
四
月
に
在
府
中
の
泉
屋
等
が
五
人
の
連
名
で
願
い
で
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

享
保
七
年
三
月
泉
屋
は
元
締
理
右
衛
門
と
と
も
に
江
戸
へ
下
着
し
て
十
二
日
に
御
勘
定
所
へ
出
頭
し
て
丑
（
享
保

き
、
有
負
の
書
付
お
よ
び
先
般
届
け
て
大
坂
へ
戻
さ
れ
た
差
引
書
を
勘
定
組
頭
古
郡
孫
太
夫
へ
渡
し
た
。
差
引
書

10
八



は
組
頭
四
人
と
熊
野
屋
彦
太
夫
の
五
人
連
名
で
、
二
月
・
三
月
の
吹
分
け
出
灰
吹
銀
・
此
上
銀
の
納
付
状
況
を
報

告
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
月
分
は
享
保
五
年
十
二
月
・
同
六
年
正
月
の
吹
入
高
一
―
―
宝
銀
一

0
1―-
0貫
目
、
此
上
銀

三
二
九
貫
九

0
九
匁
、

四
宝
銀

一
万

0
五
七
〇
貫
目
、
此
上
銀
ニ
―
一
九
貫
二
八
五
匁
で
、
計
上
銀
二
四
四
九
貫

一
九
四
匁
と
あ
る
。
う
ち
六
六
三
貫
七

0
一
匁

0
六
七
は
正
月
二
十
九
日
ま
で
の
出
来
高
で
二
月
二
日
ま
で
に
納

っ
た
三
宝
銀
八
〇
貫
目
•
四
宝
銀
三
六

0
貫
目
の
吹
入
れ
分
で
あ
る
が
ま
だ
吹
分
け
ぬ
分
、

番
吹
銀
合
鉛
す
な
わ
ち
合
吹
き
に
着
手
し
た
分
、

戻
っ
た
灰
吹
銀
の
此
上
銀
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
銀
座
納
め
の
出
灰
吹
銀
の
う
ち
に
は
一
定
の
銀
位
以
下
で

吹
分
所
へ
戻
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

銀
を
考
え
ら
れ
る
が
仕
廻
わ
ぬ
う
ち
は
明
ら
か
で
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
差
引
書
に
よ
る
と
、

や
は
り
三
宝
銀
の
出
灰
吹
銀
・
此
上
銀
は
一

0
0貫
目
に
つ
き
一
―
―
―
一
貫

0
三

0
目、

四
宝
銀
は
同
じ
く
―

-
0貫
0
五

0
目
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
だ
吹
分
け
ぬ
銀
に
つ
い
て
も
、
吹
分

け
工
程
で
予
測
も
で
ぎ
な
い
出
灰
吹
銀
に
つ
い
て
も
定
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
吹
分
け
一
式
請
負
に
あ
た
り
上

銀
積
り
で
右
の
納
入
高
を
約
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

1
0九

七

0
五
貫
目
程
は

一

さ
ら
に
一
一
番
吹

・
三
番
吹
に
よ
る
出
灰
吹
銀
お
よ
び
銀
座
よ
り

ま
た
九
八
三
貫
目
余
は
三
番
吹
以
後
の
惣
屑
物
よ
り
の
出
灰
吹

め
、
残
り
一
七
八
五
貫
四
九
二
匁
八
―
―
―
―
―
―
と
な
る
が
、

こ
の
う
ち
九
七
貫

0
八

0
匁
余
は
正
月
二
十
九
日
に
請
取



四
月
十
四
日
に
大
坂
よ
り
三
月
分
灰
吹
差
引
書
が
着
い
た
の
で
、
古
郡
へ
こ
れ
を
届
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

二
月
・
三
月
中
の
吹
入
高
は
三
宝
銀
五
六

0
貫
目
、
此
上
銀
一
七
九
貫
一
―
―
六
八
匁
、

此
上
銀
二
四
五

0
貫
―

-
0匁
、
計
二
六
二
九
貫
四
七
八
匁
で
あ
る
。
う
ち
―

0
-―
―
七
貫
八
四
三
匁
八
二
七
は
三

月
二
十
九
日
ま
で
の
吹
分
高
で
四
月
二
日
ま
で
に
銀
座
へ
納
め
た
。
残
り
一
五
九
一
貫
六
三
四
匁
一
七
三
の
う
ち

六――

-
0貫
目
余
は
一
番
吹
銀
合
鉛
・
一
一
番
吹
・

三
番
吹
お
よ
び
銀
座
よ
り
戻
り
灰
吹
銀
の
分
と
し
、
九
五
八
貫
目

程
は
一
―
一
番
吹
以
後
惣
屑
物
よ
り
の
出
を
見
積
る
と
し
て
委
細
は
不
明
で
あ
る
と
す
る
。

右
の
差
引
書
は
い
ず
れ
も
出
灰
吹
銀
・
此
上
銀
を
、
御
定
法
規
定
量
目
す
な
わ
ち
三
宝
銀
一

0
0貫
目
に
つ
き

―
―
―
―
一
貫
目
、

四
宝
銀
同
じ
く
二
〇
貫
目
の
正
銀
（
上
銀
）
よ
り
前
者
で
三

0
目
、
後
者
で
五

0
目
増
で
計
上
し
て
い

て
仕
廻
わ
ぬ
う
ち
は
委
細
不
明
と
し
て
い
る
。

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

三
月
の
報
告
は
、

正
月

・
ニ
月
の
吹
入
高
は
三
宝
銀
九
八
〇
貫
目
・
此
上
銀
三
一
三
貫
八
九
四
匁
、

四
宝
銀
一

万
二
七
二

0
貫
目
・
此
上
銀
二
五
五
〇
貫
三
六

0
目
、
計
二
八
六
四
貫
二
五
四
匁
と
な
る
。
う
ち
―

0
五
四
貫
〇

ニ
四
匁
七
一
四
は
二
月
晦
日
ま
で
の
吹
入
出
高
で
三
月
二
日
ま
で
に
銀
座
へ
納
め
た
。
残
り
一
八
一
〇
貫
ニ
ニ
九

匁
二
八
六
の
う
ち
八
三
五
貫
目
余
は
一
番
吹
銀
合
鉛
す
な
わ
ち
合
吹
き
に
か
か
っ
て
い
る
分
、
ニ
・
三
番
吹
、

ま

た
銀
座
よ
り
の
戻
り
灰
吹
銀
の
分
で
、
九
七
五
貫
目
程
は
三
番
吹
以
後
惣
屑
物
か
ら
の
出
灰
吹
銀
を
見
積
る
と
し

四
宝
銀
一
万
ニ
ニ
―

-
0貫
目
、

―1
0
 



分
の
出
灰
吹
銀
を
も
っ
て
新
銀
吹
立
て
次
第
に
代
価
を
新
銀
で
請
取
り
、

1
0
 0貫
目
分
の
出
灰
吹
銀
は
有
負
の

る
。
そ
し
て
差
引
書
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
納
分
の
残
り
が
多
く
、
吹
屋
と
し
て
負
方
が
増
し
勝
ち
で
あ
る
。

吹
方
灰
吹
有
負
に
つ
い
て
御
用
掛
り
役
人
よ
り
も
享
保
五
年
冬
大
坂
で
吟
味
を
う
け
て
お
り
、
同
六
年
四
月
十

四
日
泉
屋
等
五
人
連
名
で
江
戸
に
て
次
の
願
書
を
提
出
し
た
。

有
負
の
儀
は
屑
物
ま
で
随
分
努
め
て
吹
立
て
る
が
大
ぎ
く
減
ら
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

取
り
出
灰
吹
銀
は
銀
座
へ
納
め
る
。
そ
の
う
ち
九

0
0貫
目
分
の
出
灰
吹
銀
を
も
っ
て
新
銀
を
吹
立
て
次
第
に
代

銀
（
新
銀
一
三
五
貫
目
）
を
吹
屋
が
請
取
る
。
残
り
一

0
0貫
目
分
の
出
灰
吹
銀
は
有
負
の
う
ち
へ
毎
月
上
納
す
る
。

右
代
価
の
新
銀
を
渡
さ
れ
る
と
ぎ
‘

座
へ
納
め
お
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
銀
座
よ
り
吹
元
と
し
て
請

四
宝
一

0
0
0
貫
目
を
銀
座
へ
渡
す
か
ら
絶
え
ず
四
宝
一

0
0
0
貫
目
宛
銀

右
の
願
書
に
対
し
て
勘
定
奉
行
以
下
御
用
掛
り
役
人
の
連
印
し
た
張
紙
に
お
い
て
、

月
銀
座
へ
渡
し
お
き
改
め
を
う
け
、

方
へ
上
納
し
、

こ
れ
を
吹
元
と
し
て
請
取
り
出
灰
吹
銀
を
銀
座
へ
渡
し
、

こ
の
上
納
分
吹
方
入
用
は
請
取
ら
ぬ
こ
と
、
以
上
の
願
意
を
承
認
し
て
銀
座
へ
申
し
渡
す
が
、

の
上
と
も
屑
物
等
も
精
を
入
れ
吹
立
て
上
納
す
る
よ
う
心
得
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

に
オ
覚
い
た
し
た
い
。
四
宝
一

0
0
0
貫
目
を
吹
屋
よ
り
毎
月
銀
座
へ
渡
し
、

こ

よ
っ
て
以
下
の
よ
う

四
宝
一

0
0
0
貫
目
を
毎

う
ち
九

0
0貫
目



五
で
、

の
請
取
書
を
取
り
お
い
た
旨
の
報
告
の
あ
っ
た
こ
と
を
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

右
の
件
は
直
ち
に
大
坂
へ
早
飛
脚
で
報
告
さ
れ
た
。

の
書
付
を
届
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

大
坂
二
十
日
出
の
書
状
で
、

納
め
、
今
月
分
と
し
て
千
二
、
三
百
貫
目
も
渡
す
工
面
を
す
る
と
あ
り
、

十
日
ま
で
に
所
定
の
四
宝
を
吹
分
方
よ
り
渡
す
よ
う
処
置
し
た
い
と
あ
る
。

こ
の
斤
九
万
三
六
五
五
斤
五
六

四
月
末
に
泉
屋
は
理
右
衛
門
と
連
名
で
御
用
掛
り
へ
伺
い

四
宝
銀
を
二
十
二
、
三
日
か
ら
銀
座
へ

ま
た
泉
屋
が
帰
坂
す
れ
ば
月
頭
か
ら
二

ま
た
吹
雑
用
銀
内
へ
五
月
中
に
三
五

〇
貫
目
を
銀
座
よ
り
渡
す
よ
う
下
知
方
を
願
い
、
六
月
か
ら
吹
雑
用
内
ヘ
一

0
0貫
目
ず
つ
渡
す
よ
う
に
指
示
を

1
0
 0貫
目
は
四
宝
銀
八

0
0
0
貫
目
ほ
ど
の
吹
賃
ゆ
え
過
分
の
請
取
高
と
は
な
ら
ぬ
と
付
言
し

五
月
朔
日
に
泉
屋
・
理
右
衛
門
は
勘
定
所
へ
出
頭
し
て
、
勘
定
用
向
を
仕
廻
う
に
つ
き
出
立
し
た
い
こ
と
を
届

け
た
が
、
前
日
付
の
書
付
で
、
大
坂
よ
り
二
十
四
日
に
四
宝
銀
一
―

1
0
0
貫
目
を
銀
座
へ
渡
し
大
坂
銀
座
勤
番
年
寄

出
し
た
。
な
お
、

て
い
る
。

望
ん
で
い
る
。

五
月
の
日
付
で
、

「
初
発
之
義
」
で
あ
る
ゆ
え
申
し
上
げ
る
と
記
し
て
提

吹
分
け
出
銅
に
つ
い
て
次
の
願
書
を
届
け
た
。

当
年
正
月
か
ら
三
月
ま
で
の
吹
分
出
銅
高
は
一
万
四
九
八
四
貫
八
九

0
目、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
長
崎
廻
り
悼
銅
に
吹
立
て
代
銀
は
定
値
段
銅
一

0
0斤
に
つ
ぎ
九

0
目
の
積
り
長
崎
支

配
方
よ
り
吹
屋
が
請
取
り
上
納
す
べ
き
旨
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、
銅
代
銀
を
大
坂
に
て
長
崎
支
配
方
よ
り
渡
さ
れ



な
お
、
享
保
七
年
六
月
の
差
引
書
が
あ
り
、

四
月
・
五
月
の
吹
入
れ
の
三
宝
七
七
〇
貫
目
•
四
宝
一
万
七
七
〇

九
貫
目
で
、
出
灰
吹
銀
の
此
上
銀
が
計
三
七
九
五
貫
四
―
―
―
匁
と
な
る
。

そ
の
う
ち
ニ
―
八
五
貫
二
九
八
匁
一
―

1
0

三
が
五
月
晦
日
ま
で
の
出
来
高
で
六
月
二
日
に
銀
座
へ
上
納
し
、
残
り
一
六
一
〇
貫
一
八
二
匁
六
九
一
で
、

そ
の

う
ち
三
一
貫
二
七
三
匁
は
五
月
二
十
九
日
請
取
の
三
宝
銀
一
〇
貫
目
•
四
宝
銀
一
四
〇
貫
目
の
出
の
積
り
で
ま
だ

銀
の
出
の
分
、

吹
入
れ
ず
そ
の
ま
ま
存
し
、
六
九
四
貫
目
余
は
一
番
吹
銀
合
鉛
・
ニ
番
吹
・
一
壬
一
番
吹
お
よ
び
銀
座
よ
り
戻
り
灰
吹

⑩
 

八
八
四
貫
目
ほ
ど
は
一
―
一
番
吹
以
後
惣
屑
物
の
出
の
積
り
と
あ
る
。

享
保
七
年
暮
に
幕
府
よ
り
触
れ
出
し
て
金
銀
引
替
え
は
当
年
限
り
と
し
、
来
春
よ
り
は
ど
の
金
銀
も
い
っ
さ
い

引
替
せ
ず
潰
金
銀
の
割
合
を
も
っ
て
金
銀
座
に
て
買
取
る
と
命
じ
た
。
但
し
乾
字
金
に
つ
い
て
は
享
保
十
五
年
正

月
に
残
り
も
多
く
向
後
は
潰
金
と
せ
ず
通
用
す
る
旨
を
触
れ
出
し
た
。
享
保
七
年
十
一
月
組
頭
等
五
人
よ
り
御
用

掛
り
に
答
え
て
、
銀
引
替
え
を
止
め
吹
元
銀
の
交
付
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
ニ
カ
月
ほ
ど
で
二
番
吹
・
三
番
吹
の

吹
分
け
も
終
わ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
二

0
0貫
目
余
の
有
負
灰
吹
銀
分
を
上
納
す
る
が
、
出
不
足
六

0
0

貫
目
余
は
先
ぎ
に
願
っ
た
よ
う
に
、
出
灰
吹
銀
に
よ
っ
て
は
上
納
不
可
能
で
、
新
銀
を
も
っ
て
釣
替
え
の
積
り
で

弁
納
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
く
、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

下
知
あ
り
次
第
に
上
納
す
る
と
あ
る
。
吹
雑
用
銀
に
て
有
負
灰
吹
銀
の
う
ち
ヘ

R
 

次
第
に
銀
銅
吹
方
雑
用
銀
中
へ
請
取
り
た
＜
願
う
と
あ
る
。

~ 



灰
吹
上
銀
六
一
六
貫
八
三
七
匁
五
、

ご
と
く
記
し
て
い
る
。

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

済
ま
す
よ
う
仰
せ
ら
れ
る
が
、

吹
雑
用
銀
は
作
業
に
も
支
障
を
与
え
る
の
で
渡
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

む
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
少
人
数
の
働
人
を
使
役
し
て
土
底
四
、

⑪
 

調
査
採
取
し
た
い
と
陳
述
し
て
い
る
。

ま
た
吹
分

場
の
跡
地
は
三
ヵ
年
ほ
ど
吹
屋
方
へ
預
け
ら
れ
た
く
、
大
坂
吹
分
場
は
土
地
が
広
く
畑
跡
に
て
銀
銅
気
の
泌
み
込

五
尺
ほ
ど
も
掘
り
返
し
銀
銅
気
の
残
ら
ぬ
よ
う
に

翌
十
二
月
末
江
戸
よ
り
の
御
用
掛
り
役
人
の
触
に
、
日
金
銀
引
替
え
は
当
年
限
り
に
つ
ぎ
銀
銅
吹
分
け
は
当
暮

ま
で
に
仕
廻
い
、
派
遣
の
掛
り
役
人
両
人
（
古
郡
・
鈴
木
）
も
仕
廻
い
次
第
に
帰
府
す
る
よ
う
指
示
、
⇔
出
灰
吹
銀

有
負
分
は
、
長
崎
廻
銅
吹
賃
銀
高
二
五
〇
貫
九
八

0
匁
余
あ
り
こ
れ
を
納
め
、
残
り
は
鮫
銅
か
ら
の
出
灰
吹
銀
・

屑
吹
出
灰
吹
銀
に
て
返
納
す
る
よ
う
申
し
わ
た
し
た
の
で
、
長
崎
廻
銅
吹
賃
は
大
坂
御
金
蔵
よ
り
渡
さ
ぬ
は
ず
、

詞
大
坂
吹
分
所
跡
は
屑
吹
も
行
い
二
、
三
ヵ
年
地
所
を
吹
屋
預
り
の
願
い
は
、
支
障
が
な
け
れ
ば
認
め
る
と
あ
る
。

享
保
八
年
正
月
付
で
五
人
よ
り
御
用
掛
り
役
人
へ
あ
て
た
覚
に
「
寅
十
二
月
目
録
之
表
井
納
高
」
と
し
て
次
の

こ
の
代
り
と
し
て
新
銀
六
七
八
貫
五
ニ
―
匁
二
五
を
も
っ
て
弁
納
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
以
下
の
差
引
勘
定
と
な
る
。

四
二
八
貫
八
六

0
匁
二
は
享
保
七
年
十
二
月
ま
で
に
吹
分
け
雑
用
銀

と
し
て
請
取
る
分
の
残
高
、
二
五
〇
貫
九
八

0
匁
七
三
四
は
長
崎
廻
銅
吹
賃
銀
の
請
取
る
べ
ぎ
残
銀
、
計
六
七
九

―
―
四



第45表 吹入出灰吹銀・此上銀高（享保3年11月,.__,7年12月）

四

大坂吹分所の銀銅吹分け

吹 入 銀 此上銀 吹目入に1つ00貫き＼御定法量目 余 り

貫目
40,950貰,355匁

貫 目 貫 目 貰 匁

三宝銀 127,850 32,030 40,912,000 38, 355 

四宝銀 320,560 64, 27 2, 280 20,050 64, 112, 000 160,280 

計 448, 410 105, 222, 635 198, 635 

出典）「享保七壬寅年 万記」 20-2-9-6

匁
を
銀
座
へ
納
め
た
。
差
引
九
三
〇
貫

0
六
二
匁
が
不
足
高
と
な
る
が
、

―
―
―
ニ
―
一
貫
七
八
二
匁
五
は
四
月
以
来
四
宝
銀
一

0
0貫
目
分
の
出
灰
吹
を
有
負
の
方

へ
上
納
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
ま
で
に
四
宝
銀
一
五
六
五
貫
目
を
、

し
て
調
達
し
て
、

享
保
三
年
十
一
月
か
ら
同
八
年
正
月
晦
日
ま
で
に
、

こ
れ
に
よ
っ
て
も
上
銀
は
新
銀
す
な
わ
ち
慶
長
古
銀
と
同
価
の
一
割
入
引
替
え
で

享
保
一
一
一
年
十
一
月
か
ら
同
七
年
十
二
月
ま
で
、
す
な
わ
ち
銅
吹
屋
請
負
中
の
吹
分

銀
高
と
出
灰
吹
銀
の
此
上
銀
高
を
第
4
5
表
の
と
お
り
記
さ
れ
る
。
上
銀
高
は
吹
入
銀

1
0
 0
貫
目
に
つ
ぎ
三
宝
銀
一
三
一
貫

0
1―1
0目、

請
負
責
任
高
で
あ
る
。
納
入
上
銀
積
り
で
計
一

0
万
五
ニ
ニ
ニ
貫
六
三

0
目
と
な
り
、

ああ
る⑫ り
0 、

四
は
、

こ
の
た
び
渡
し
下
さ
る
べ
き
分
で
あ
る
。

不
足
高
の
う
ち
弁
納
し
た
銀
高
で
あ
る
。

―
―
五

こ
の
分
を
除
い
て
残
り

貫
八
四

0
匁
九
三
四
と
な
り
、
新
銀
に
て
の
弁
納
分
を
差
引
き
一
貫
三
一
九
匁
六
八

こ
れ
が
諸
品
の
銀
の
規
定
銀
位
量
目
を
示
す
銀
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

1
0万
四
二
九
二
貫
目

0
一
五

こ
の
う
ち

そ
の
分
と

四
宝
銀
二

0
貫

0
五

0
目
と
な
り
、



第46表吹入出銅高（享保 3 年11 月 ~7 年12月）

銀 出銅高 斤に直して
吹入銅 100
貫目につき

貫目 貫 目 斤 貫目

三宝銀 127,850 84,636,700 528,979.375 66,200 

四宝銀 320,560 252,280, 720 1, 5'76, 754. 5 78, 700 

336,917,420 2, 105,733.872 

出典） 「享保七壬寅年 万記」 20-2-9-6

吹 入

計

六
年
五
年

五
六
万
三
九
六
〇
斤
五

覚
」
に
よ
る
と
、
享
保
四
、
五
、

⑬
 

銅
高
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

六
年
の
御
用
銅
に
あ
て
ら
れ
た
銀
銅
吹
分
け
出
鮫

あ
る
（
第
46表）。

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鈍
造
と
銀
銅
吹
分
け

六
ニ
ハ
貫
八
三
七
匁
五
と
な
り
、
前
述
の
ご
と
く
一
割
入
の
新
銀
に
よ
る
計
算
で
納

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
享
保
一
―
一
年
十
一
月
か
ら
同
七
年
十
二
月
ま
で
の
吹
分
け
出
銅
高
を
み
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
前
述
の
償
分
四
宝
銀
一
五
六
五
貫
目
の
出
銅
―
ニ
ニ
七
貫
七
二

0
目
が

さ
て
銅
吹
屋
が
わ
の
記
録
「
享
保
元
申
年
汐
丑
年
迄
諸
国
銅
山
御
割
合
御
用
銅
之

享
保
四
年

五
四
万
二
五

0
八
斤
三
―
二
五

四
三
万
九
四
八
二
斤
三
―
二
五1
0
 0
斤
に
つ
ぎ
八
五
匁
七
一
三

享
保
四
年
の
鮫
銅
代
銀
四
六
五
貫

0
0
五
匁
、

⑭
 

余
で
大
坂
御
金
蔵
よ
り
渡
す
と
あ
る
。
同
五
年
の
分
は
代
銀
四
九
〇
貫
八
八

七
匁
九

八
八
二
で
一

0
0斤
に
つ
ぎ
八
七
匁
余
と
あ
り
、
鮫
銅
は
銅
吹
屋
が
悼
銅
に
吹
い
て

――

六



長
崎
へ
廻
送
す
る
が
、
吹
賃
は
一

0
0斤
に
つ
き
一
―
―
匁
三
一
五
で
吹
減
は
三
斤
と
あ
る
。
鮫
銅
代
銀
は
大
坂
御
金

⑮
 

蔵
よ
り
銀
座
へ
渡
る
わ
け
で
あ
る
が
、
享
保
七
年
四
月
に
五
年
度
の
代
銀
は
ま
だ
御
蔵
よ
り
渡
ら
ぬ
と
あ
る
。

享
保
六
年
九
月
に
明
年
度
の
長
崎
御
用
割
合
銅
も
諸
銅
山
へ
あ
て
て
触
れ
出
さ
れ
て
、
吹
分
所
出
銅
は
五
五
万

斤
ほ
ど
と
さ
れ
た
が
、

十
二
月
に
な
っ
て
割
合
銅
は
中
止
さ
れ
た
。
割
合
銅
代
銀
は
大
坂
御
金
蔵
や
諸
方
の
代
官

所
等
よ
り
支
払
わ
れ
、
長
崎
よ
り
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

っ
た
と
い
う
。
割
合
銅
を
停
止
し
御
料
所
銅
山
の
出
銅
は
長
崎
へ
廻
送
し
代
銀
は
長
崎
に
て
支
払
わ
れ
、
銅
不
足

分
は
長
崎
奉
行
が
吟
味
の
う
え
買
上
げ
て
長
崎
に
て
渡
す
こ
と
と
す
る
と
い
う
指
令
で
あ
っ
た
。
吹
分
所
の
出
銅

も
明
年
か
ら
出
銅
次
第
長
崎
へ
廻
送
し
値
段
は
長
崎
役
人
と
相
対
に
て
売
渡
す
よ
う
に
取
計
い
、
値
段
が
相
対
で

調
い
が
た
い
と
き
は
大
坂
表
で
売
払
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
る
べ
く
は
長
崎
へ
送
り
売
る
よ
う
心
が
け
よ

⑯
 

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
享
保
七
年
度
の
吹
分
け
出
鮫
銅
高
は
四
八
万
五
五
三
六
斤
六
二
五
で
、

値
段
九

0
匁
の
積
り
で
代
銀
四
三
六
貫
九
八
二
匁
―
―
六
一
と
な
る
。
う
ち
一
〇
八
貫
三
三
八
匁
九
六
と
九
八
貫
八

七
三
匁
九
は
、

七
・
八
月
分
出
銅
代
銀
で
八
月
と
十
一
月
に
銀
座
へ
納
め
た
が
、
残
り
―
―
二
九
貫
七
七

0
匁
一
五

五
は
銀
座
へ
納
め
ず
、
享
保
八
年
正
月
に
は
ま
だ
吹
分
所
へ
留
保
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
出
鮫
銅
は
銅
吹
屋

で
悼
銅
に
賃
吹
き
さ
れ
た
が
、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

―
―
七

返
済
が
渋
滞
す
る
の
が
中
止
の
原
因
と
な

1
0
0斤
に
つ
き

「
銀
銅
吹
分
出
銅
長
崎
廻
被
仰
付
悼
銅
二
吹
立
指
上
候
分
」
と
し
て
四
七
万
九
七



四
宝
銀

三
万
0
五
六

0
貫
目

三
宝
銀

―
―
―
万
七
八
五
〇
貫
目

大
坂
吹
分
戌
十
一
月
か
ら
寅
（
享
保
七
）
十
二
月
迄

四
宝
銀

三
宝
銀

二
万

0
九
七
―
一
貫
目

二
万

0
三
二
八
貫
目

四
万
七
八
九
〇
貫
目

宝
字
銀

京
吹
分
四
宝
銀

江
戸
吹
分

三
宝
銀

午
十

一
月
か
ら
戌
（
享
保
一
―
-
）
閏
十
月
迄

三
二

0
0貫
目

一
万
七
七

0
0貫
目

午
（
正
徳
四
）
九
月
か
ら
申
（
享
保
元
）
正
月
迄

（四）

〇
斤
五
二
六
二
五
と
記
さ
れ
る
か
ら
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

吹
分
銀
の
銀
座
納
入

⑰
 

1
0
0斤
に
つ
き
吹
減
三
斤
で
、
以
前
の
も
の
と
変
化
は
な
い
。

⑱
 

江
戸
・
京
・
大
坂
の
―
―
―
吹
分
所
に
お
い
て
の
吹
分
高
覚
と
し
て
次
の
ご
と
く
記
さ
れ
る
。

―
―
八



引
し
た
高
で
あ
っ
て
、

計
四
宝
銀

―
―
―
宝
銀

内
宝
字
銀

一
八
万
六
一
五
〇
貫
目

五
五
万
八
五

0
0貫
目

二
万

0
九
七
二
貫
目

一
五
万
一
三
七
八
貫
目

1
0
 0
貫
目
に
つ
い
て
三

0
目、

四
宝
銀
は
同
じ
く
五

0
目
ず
つ
出
増
が
あ
り
、

増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
三
宝
銀
定
法
が
上
銀
三
二
貫
目

(
1
0
0
貫
目
に
つ
い
て
）
、

―
―
九

こ
の
ほ
か
四
宝
銀
一
五
六
五
貫
目
が
あ
り
、
出
不
足
を
償
う
た
め
吹
屋
が
納
め
弁
納
し
た
吹
分
け
の
分
で
あ
る
。

大
坂
吹
分
所
の
吹
分
け
は
三
宝
•
四
宝
銀
計
四
四
万
八
四
一
〇
貫
目
で
、
規
定
量
目
の
定
法
よ
り
も
三
宝
銀
は

上
銀
一
九
八
貫
六
三
五
匁
が
出

四
宝
銀
は
二

0
貫
目
と
し
て
差

こ
の
出
増
灰
吹
銀
分
を
銀
座
へ
納
め
た
と
あ
る
。
三
宝
銀
の
規
定
量
目
は
一

0
0貫
目
に

つ
い
て
上
銀
（
正
銀
と
も
い
う
）
三
二
貫
目
で
あ
る
が
、
三
二
貫

0
1―-
0目
と
し
納
め
る
と
す
る
。
大
坂
吹
分
所
の
吹

分
高
三
宝
銀
―
二
万
七
八
五

0
貫
目
に
対
し
、

貫
目
に
つ
き
上
銀
三
二
貫

0
1―1
0目、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
釦
吹
分
け

上
銀
四
万
九
五
〇
貫
―
―
―
五
五
匁
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
四
宝
銀

の
規
定
量
目
は
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
上
銀
二
〇
貫
目
で
あ
る
が
二

0
貫

0
五

0
目
と
し
納
め
る
と
す
る
。
―
―
―
ニ

万
五
六
〇
貫
目
に
対
し
上
銀
六
万
四
二
七
二
貫
二
八

0
目
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
三
宝
銀
吹
分
け
は
一

0
0

四
宝
銀
は
同
じ
く
二

0
貫

0
五

0
目
を
吹
分
け
納
付
の
定
法
と
し
、
吹
分



替
え
と
よ
ぶ
の
も
あ
り
、

そ
れ
よ
り
劣
る
の
を
歩
引
と
い
っ
た
。

正
徳

．i
店
保
の
新
銀
鈎
造
と
銀
銅
吹
分
け

け
出
灰
吹
銀
を
こ
の
上
銀
定
法
に
相
当
す
る
高
を
納
め
る
契
約
で
請
負
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
大
坂
吹
分
け
を
請
負
う
こ
と
に
な

っ
て
、
泉
屋
・
丸
銅
屋
が
吹
屋
を
代
表
し
て
江
戸
の
御
用
掛
り
役
人
に

⑲
 

次
の
よ
う
な
内
容
の
願
書
を
提
出
し
た
。

吹
分
け
出
灰
吹
銀
の
銀
座
渡
し
は
、
京
都
吹
分
所
の
御
用
始
め
の
と
ぎ
か
ら
閏
十
月
の
終
末
ま
で
、
釣
替
え
以

上
の
銀
位
の
灰
吹
銀
は
銀
座
が
こ
れ
を
請
取
り
、
釣
替
え
以
下
の
分
は
吹
直
し
て
渡
す
よ
う
に
し
た
。

今
度
の
請
負
い
以
後
は
歩
入
三
歩
以
下
の
灰
吹
銀
は
吹
直
し
て
納
め
る
よ
う
に
江
戸
で
指
示
さ
れ
、

分
け
一
式
を
引
請
け
て
か
ら
三
歩
入
以
下
は
す
べ
て
吹
直
し
て
納
め
た
。
閏
十
月
ま
で
納
め
て
き
た
ご
と
く
釣
替

え
ま
で
の
灰
吹
銀
は
銀
座
請
取
り
釣
替
え
以
下
の
分
の
み
吹
直
し
て
納
め
る
よ
う
に
致
し
た
く
、
多
量
の
灰
吹
銀

を
毎
度
吹
直
し
て
は
吹
方
が
渋
滞
す
る
。
十
一
月
四
宝
銀
六

0
0
0
貫
目
を
吹
分
け
て
、
御
定
法
の
上
銀
高
と
差

引
勘
定
し
た
と
こ
ろ
灰
吹
銀
八
貫
目
不
足
し
た
が
、
毎
月
か
よ
う

に
不
足
す
る
と
ぎ
は
厖
大
な
量

の
弁
納
に
な
る

銀
位
に

お
い
て
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
一
割
入
を
上
銀
と
定
め
、

で
買
上
げ
る
灰
吹
銀
を
い
っ
て
、

の
で
、
吹
屋
の
負
担
が
さ
ら
に
大
き
く
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。一

割
入
と
は
一
貫
目
を
慶
長
銀
一
貫
一

0
0目

し
か
る
に

十

一
月
に
吹

そ
れ
よ
り
劣
る
の
を
歩
入
と
称
し
、
ま
た
釣

正
銀
と
称
し
そ
の
規
定
量
目
に
規
定
量
目
の
差
銅
を
加
え
て
、
諸
品
の
丁
銀
を

―
二

0



鋳
造
し
た
の
で
あ
る
。
歩
入
は
例
え
ば
一
貫
目
を
慶
長
銀
一
貫

0
八

0
目
で
買
上
げ
る
を
八
歩
入
の
位
と
い
う
。

釣
替
え
は
同
量
の
慶
長
銀
で
買
上
げ
る
の
を
い
い
、
歩
引
は
例
え
ば
一
歩
引
は
一
貫
目
を
慶
長
銀
九
九

0
目
で
買

上
げ
る
銀
位
で
あ
る
。
江
戸
吹
分
所
に
お
け
る
初
期
の
吹
分
け
、

宝
銀
の
出
灰
吹
銀
は
上
銀
の
九
五
％
、

あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
年
に
近
い
時
代
で
あ

正
徳
四
年
九
月
か
ら
十
一
月
の
吹
分
け
で
、
三

四
宝
銀
の
そ
れ
は
同
じ
く
九
七
％
の
価
に
相
当
す
る
と
し
た
が
、
前
者
は

丁
銀
・
小
玉
銀
鋳
造
の
吹
元
銀
は
、
元
禄
改
鋳
の
以
前
で
は
山
出
銀
が
主
で
あ
り
、
改
鋳
の
以
後
で
は
引
替
銀

よ
り
の
吹
分
け
出
灰
吹
銀
が
重
要
と
な
る

。

幕
領
の
銀
山
と
し
て
佐
渡
•
生
野
・
石
見
が
あ
っ
た

。

生
野
銀
山
に

お
い
て
慶
長
銀
と
の
引
替
え
は
元
禄
十
年
ま
で
は
一
割
入
す
な
わ
ち
山
出
灰
吹
銀
一
貫
目
に
つ
き
慶
長
銀
一
貫
一

0
0目
で
あ
っ
た
。

こ
の
引
替
制
の
成
立
は
天
和
三
年
(
-
六
八
一
）
以
前
で
あ
る
が
、

る
。
産
銀
の
買
上
引
替
制
の
確
立
は
佐
渡
の
場
合
は
近
世
初
期
に
糊
る
が
、

石
見
銀
山
の
そ
れ
は
生
野
と
ほ
ぼ
同

時
期
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寛
文
ご
ろ
に
は
生
野
・
石
見
と
も
に
灰
吹
銀
が
通
用
し
て
お
り
、

上
諸
役
の
ご
と
ぎ
は
、

か
ら
享
保
七
年
ま
で
、

は
る
か
後
世
ま
で
灰
吹
銀
を
も
っ
て
そ
の
額
を
表
示
さ
れ
た
。
生
野
灰
吹
銀
は
正
徳
六
年

あ
た
か
も
宝
字
銀
以
下
の
銀
銅
吹
分
け
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
新
銀
（
慶
長
古
銀
も
同
じ
）
に

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

四
歩
五
入
、
後
者
は
六
歩
七
の
歩
入
と
な
ろ
う
。

―
―
歩
入
の
灰
吹
銀
と
い
え
ば
、

生
野
領
の
運

上
銀
の
九
―
―
-
・
六
余
％
の
価
に
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を
止
吋
ち
、

て
る
と
い
う
意
味
は
、

改
め
、

例
え
ば
銀
位
九
歩
入
灰
吹
銀
で
あ
れ
ば
、

え
に
よ
っ
て
九
分
半
の
徳
用
と
な
る
と
記
し
て
い
る
。

正
徳
・

享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

対
し
釣
替
え
で
あ
っ
た
が
、
享
保
八
年
以
後
は
一
貫
目
に
つ
ぎ
八
四
匁
一
六
を
付
し
て
引
替
え
る
こ
と
に
な
り
、

八
歩
四
一
六
入
の
銀
位
と
称
し
、
銀
座
よ
り
手
本
を
与
え
て
こ
の
銀
位
よ
り
劣
る
分
に
対
し
て
は
足
し
銀
を
要
求

し
た
の
で
あ
る
。

法
も
あ
っ
た
。

九

0
匁
九
の
含
銅
が
あ
る
と
い
う
積
り
で
、

一
割
入
・
歩
入
と
い
う
銀
位
の
表
示
は
、

ば
生
野
の
灰
吹
銀
は
元
禄
年
中
に
一
割
入
の
引
替
え
で
あ
っ
た
が
、

-
0貫
目
に
お
い
て
正
銀
九
貫
九
〇
九
匁

~ 

正
徳
・
享
保
ご
ろ
に
は
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
例
え

こ
れ
は
生
野
灰
吹
銀
一
貫
目
に
一
九
五
匁
の
差
銅
で
慶
長
銀
を
吹
立
て
る
意
味
で
、

元
文
銀
の
鋳
造
に
閲
係
し
て
以
下
の
記
録
が
あ
る
。
吹
元
銀
は
鉱
場
で
銀
座
人
が
立
会
っ
て
銀
見
役
が
銀
位
を

一
割
入
お
よ
び
九
歩
入
・
五
歩
入
ほ
ど
ま
で
は
「
其
儘
文
字
銀
位
二
差
銅
致
し
通
用
銀
二
吹
立
」
、

入
よ
り
下
品
の
銀
位
で
あ
れ
ば
上
銀
位
す
な
わ
ち
一
割
入
に
吹
抜
ぎ
差
銅
し
て
通
用
銀
に
吹
立
て
る
。
そ
し
て
八
、

九
歩
入
の
銀
位
で
も
銀
の
性
合
い
が
悪
け
れ
ば
上
銀
一
割
入
に
吹
立
て
て
吹
元
と
す
る
と
い
う
。

文
字
銀
鋳
造
の
場
合
、

三
九
匁
ニ
―
―
余
と
な
る
。

一
割
入
正
銀
一
〇
貫
目
に
差
銅
―
一
貫
七
―
―
―
九
匁
一
三
余
を
も
っ
て
文
字
銀
ニ
一
貫
七

さ
て
前
文
に
五
歩
入
ほ
ど
ま
で
は
そ
の
ま
ま
文
字
銀
位
に
差
銅
し
て
通
用
銀
に
吹
立

差
銅
高
を
減
じ
―
一
貫
五

四
歩

一
割
入
引
替

こ
れ
を
一
割
九
分
半
入
と
い
う
銀
位
の
表
示



四
一
匁
五
余
と
し
、
文
字
銀
ニ
―
貫
五
四
一
匁
五
と
す
る
と
い
う
。
銀
位
八
歩
入
灰
吹
銀
で
あ
れ
ば
、
正
銀
九
貫

八
一
八
匁
一
九
の
正
銀
に
一
八
一
匁
八
一
の
含
銅
が
あ
る
と
い
う
積
り
で
差
銅
高
を
一
一
貫
三
四
三
匁
八
余
と
し

⑲
 

文
字
銀
ニ
一
貫
三
四
一
二
匁
八
と
な
る
と
い
う
。
も
っ
と
も
八
、
九
歩
入
の
銀
位
で
も
銀
の
性
合
い
が
悪
け
れ
ば
上

銀
に
吹
立
て
て
吹
元
に
す
る
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
八
歩
入
で
正
銀
の
量
目
の
余
は
含
銅
の
積
り
で
、
文
字
銀
鋳

造
に
差
銅
高
を
計
算
し
て
使
用
す
る
と
あ
る
よ
う
に
、
性
合
い
が
悪
い
と
は
含
銅
と
積
ら
れ
る
も
の
以
外
の
雑
分

を
多
く
含
む
も
の
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

吹
分
所
に
お
い
て
吹
分
け
出
灰
吹
銀
を
銀
座
へ
納
め
る
と
き
、
銀
位
の
査
定
が
問
題
と
な
る
。
大
坂
吹
分
所
の

吹
分
け
を
請
負
う
に
あ
た
っ
て
、
享
保
三
年
十
二
月
に
泉
屋
よ
り
江
戸
の
鈴
木
玄
陸
へ
あ
て
た
願
書
に
釣
替
え
銀

位
ま
で
の
納
入
を
願
っ
た
が
、

⑳
 

次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

そ
の
控
書
に
「
御
役
人
様
御
在
京
之
時
ハ
此
ヶ
条
除
ク
」
と
付
箋
を
し
た
案
文
に

灰
吹
銀
歩
入
に
つ
き
、
銀
座
年
寄
・
銀
見
役
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
格
と
相
違
の
な
い
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た

い
こ
と
、
歩
入
を
査
定
す
る
と
き
吹
分
所
か
ら
元
締
・
手
代
が
立
会
い
、

こ
れ
ま
で
の
格
よ
り
劣
る
よ
う
に
見
え

た
と
き
は
、
銀
見
役
と
対
談
の
う
え
歩
入
の
書
付
に
印
形
を
と
り
毎
月
の
勘
定
帳
に
添
え
て
江
戸
の
役
人
へ
届
け

る
こ
と
、
灰
吹
銀
高
上
銀
付
の
積
り
の
請
取
証
文
は
銀
座
月
番
年
寄
の
印
形
を
と
り
お
く
こ
と
、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

~ 
な
ど
で
あ
る
。



第47表

吹

京都吹分所吹分け勘定（正徳4年11・12月）

銀 出灰吹銀

貰目 貰匁

700 363, 019. 9 

150 49 138. 9 ， 

800 169, 153 

注）第14表を改編したもの。

元

宝永銀

三宝銀

四宝銀

出 銅

貫目

318,600 

96, 140 

610, 960 

外 吹減

貫匁

18, 380. 1 

4,721.1 

19,887 

銀
出
灰
吹
銀
高
寄
」

の
記
録
が
あ
る
（
第
48
表）。

座
へ
納
め
た
。
出
銅
は
吹
分
役
所
に
預
り
置
い
た
。
別
に

表）。
所
に
お
い
て
の
当
初
の
正
徳
四
年
十
一
・
十
二
月
の
吹
分
け
の
勘
定
が
あ
る
（
第
47

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

灰
吹
銀
高
上
銀
付
の
積
り
と
は
、
銀
座
納
入
の
出
灰
吹
銀
の
上
銀
へ
の
計
算
の
高

で
あ
ろ
う
。
な
お
、

坂
吹
分
所
閉
鎖
に
あ
た
っ
て
、
吹
屋
が
上
銀
積
り
の
納
高
不
足
分
を
新
銀
で
弁
納
す

る
と
き
釣
替
え
を
願
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
割
入
を
も
っ
て
徴
収
さ
れ
た
こ
と
は

吹
分
出
灰
吹
銀
の
納
入
高
、

そ
の
上
銀
換
算
高
と
、
諸
品
の
銀
の
規
定
量
目
の
正

「
午
十
一
月
十
二
月
ニ
ヶ
月
分
銀
銅
吹
分
方
御
勘
定
月
録
」
す
な
わ
ち
京
都
吹
分

四
宝
銀
・
三
宝
銀
は
十
一
月
中
に
宝
永
銀
は
十
二
月
中
に
吹
分
け
て
、
出
灰
吹
銀

二
―
八
貫
二
九
一
匁
九
は
十
一
月
中
に
、
三
六
三
貫

0
一
九
匁
九
は
十
二
月
中
に
銀

「
午
十
一
月
十
二
月
吹
入

銀
高
と
の
増
減
差
引
の
事
例
を
見
よ
う
。

前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
銀
は
一
割
入
の
正
銀
の
こ
と
で
、
新
銀
鋳
造
に
お
い
て
も
大

―
二
四



出
灰
吹
銀
の
上
銀
換
算
は
午
十
一
、

と
し
た
が
、

ご
一
五

吹
分
け
出
灰
吹
銀
の
納
入
し
た
高
を
上
銀
高
に
換
算
し
、
御
定
法
灰
吹
高
（
正
銀
高
）
す
な
わ
ち
諸
品
の
銀
の
規

定
量
目
の
正
銀

(
1
0
0
貫
目
に
つ
き
宝
氷
銀
五
〇
貫
目
、
三
宝
銀
三
二
貫
目
、
四
宝
銀
二
〇
貫
目
）
に
対
し
て
差
引
し
て
、

余
り
ま
た
は
不
足
の
量
目
を
計
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
四
宝
銀
の
み
が
出
余
り
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
吹
分
け
勘
定
を
含
む
「
午
十
一
月
よ
り
戌
六
月
迄
吹
入
銀
出
灰
吹
銀
高
井
上
銀
高
」
す
な
わ
ち

⑫
 

閏
十
月
ま
で
五
ヵ
月
分
を
除
い
て
、
京
都
吹
分
所
の
惣
吹
分
け
銀
の
勘
定
は
第
49
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
正
徳
五

年
正
月
以
降
の
出
不
足
は
酉
（
享
保
二
）
年
の
三
宝
銀
吹
分
け
に
お
い
て
の
み
記
さ
れ
、
他
は
す
べ
て
出
余
り
が
あ
る
。

十
二
月
月
分
で
は
三
宝
銀

の
み
一
貫
目
に
つ
い
て
四

0
目
を
引
く
が
他
は

一
貫
目
を
上
銀
九
五

0
目
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
平
均
四
歩
半
入
の
灰
吹
銀
と
査
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
間
内
に
出
灰
吹
銀
余
り
高
は
上
銀
積
り
で
九
六
貫
八
―
―
―
―
―
―
匁
七

0
九
と
あ
る
。

享
保
三
年
九
月
、
銅
吹
屋
が
吹
分
け
一
式
を
請
負
う
に
あ
た
っ
て
出
灰
吹
銀
五
ヵ
年
の
平
均
高
納
入
を
一
条
件

五
ヵ
年
平
均
の
吹
分
銀
一

0
0貫
目
に
つ
い
て
出
灰
吹
銀
の
上
銀
積
り
を
提
出
し
た
こ
と
は
前
述
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
宝
永
銀
五

0
貫
二
五
0
目
、
三
宝
銀

三
二
貫
0
1―1
0目
•
四
宝
銀
二

0
貫
0
五
0
目
と
し

前
述
し
た
よ
う
に
、
大
坂
吹
分
所
の
惣
吹
分
け
に
お
い
て
御
定
法
よ
り
三
宝
銀
は
一

0
0貫
目
に
つ
き
三

0
目、

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

゜
る

ヽ

て
し

五

0
目
を
引
き
、



（正徳 4 年11• 12月）

差引出の余・不足

匁

341. 37 2不足

679. 881不足

1, 171. 044 余

を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。

（正徳4年11月～享保3年 6月）

御定法灰吹高差引出の余・不足

貫目 貰匁

10, 286 55, 432. 369余

5, 148. 16 8,022.072余

7, 830. 33, 379. 268余

一
三
六
貫
九
一
八
匁
を
大
坂
町
奉
行
所
へ
届
け
て
い
る
。

取
立
て
残
り
分
と
し
て
―
二
件
、
貸
付
人
ニ
―
人
、
計

借
銀
四
宝
銀
五

0
0貫
目
の
貸
付
に
つ
い
て
、
当
時
の

に
あ
て
ら
れ
た
。
享
保
七
年
十
二
月
に
は
組
頭
よ
り
拝

普
請
入
用
や
貸
付
け
て
そ
の
歩
銀
に
て
吹
分
所
の
経
営

二
五

0
貫
目
を
渡
さ
れ
た
。
拝
借
銀
は
大
坂
吹
分
所
の

目
拝
借
し
た
が
手
持
な
し
と
て
そ
の
節
の
割
合
で
新
銀

よ
り
多
い
。
大
坂
吹
分
所
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

正
徳

・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

三
宝
銀
三

二
貫

0
四
九
匁
八
六
五
余
、

享
保
三
年
七
月
吹
屋
組
頭
等
が
銀
銅
吹
分
け
一
式
引
請
け
る
こ
と
に
な
り
、

十
月
通
用
銀
四
宝
銀
で
五

0
0貫

し
ば
し
ば
吹
屋
が
差
鉛
の
問
題
、
細
工
人
の
巧
・
不
巧
な
ど

四
宝
銀
は
同
じ
く
五

0
目
の
出
増
を
納
め
た
の
は
そ
れ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
出
不
足
と
な
り
吹
屋

は
多
く
を
弁
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
京
都
吹
分
所
の
前
述
の
吹
分
け
当
初
よ
り
享
保
一
―
―
年
六
月
ま
で
の

吹
分
け
実
績
に
よ
る
と
、
出
灰
吹
銀
は
上
銀
計
算
で
差
鉛
垂
り
銀
の
見
積
分
を
差
引
い
て
も
一

0
0貫
目
に
つ
き

四
宝
銀
二

0
貫

0
八
五
匁
二
五
九
余
と
、

そ
れ
ぞ
れ
三
0
目
•
五
0
目
増

ご
一
六



第48表 京都吹分所吹分け出灰吹銀・此上銀高・定法正銀高

四

大坂吹分所の銀銅吹分け

吹元銀 出灰吹銀 此上銀 100き貫上目に 灰御定吹法高
つ銀

貫目
363貫,019匁. 9 

貫 匁
49貰,951. 匁232余

貫目

宝永銀 700 349,618.628 350 

三宝銀 150 49, 138. 9 47,320.119 31, 546. 746 48 

四宝銀 800 169, 153 161, 171. 044 20, 146. 38余 160 

注）第34表を改編したもの。

京都吹分所吹分け出灰吹銀 ・此上銀高・定法正銀高

銀 出灰吹銀 此上銀
100貫目に
つき上銀

貰目 貫匁 貫匁 貰匁

宝永銀 20,572 10,853,328.1 10,341,432. 369 50,269.455余

三宝銀 16,088 5,433,585.6 5,156,082. 672 32,049. 865余

四宝銀 39,150 8,277,863 7,863, 379. 268 20,085. 259余

注）第34表を改編したもの。

第49表

吹 元

―
二
七

そ
し
て
十
一
月
以
後
の
返
済
の
と
き
二
貫
目
の
証
文
は

閏
十
月
中
の
拝
借
銀
貸
付
は
新
銀
で
渡
し
た
と
し
て
も

銀
が
通
用
銀
と
な
り
四

0
割
と
改
め
ら
れ
た
。
十
月

拝
借
時
は
二

0
割
の
節
で
翌
閏
十
月
二
十
八
日
に
新

十
一
月
か
ら
新
銀
が
通
用
銀
と
な
り
通
用
割
合
が
改
っ

用
掛
り
役
人
あ
て
、

す
な
わ
ち
四
宝

銀
五

0
0貫
目
の
拝
借
に
対
し
て
新
銀
―
―
―
五
貫
目
の

返
済
上
納
を
願
っ
た
。
享
保
三
年
十
月
の
拝
借
の
同
年

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
享
保
七
年
暮
に
吹
分
け
用
済
と

な
り
四
宝
銀
―

-
0割
の
積
り
の
新
銀
に
よ
る
返
上
納
を⑳
 

命
ぜ
ら
れ
た
。
右
の
願
書
で
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

四
宝
銀
通
用
ゆ
え
証
文
な
ど
に
も
そ
れ
で
表
記
し
、
新

銀
一
貫
目
を
渡
し
て
通
用
銀
二
貫
目
の
証
文
と
す
る
。

四

0
割
の
積
り
、

翌
旱
保
八
年
六
月
組
頭
と
熊
野
屋
彦
太
夫
の
連
名
で
御



ろ
が
あ
っ
た
が
聞
き
届
け
ら
れ
ず
四

0
割
の
積
り
勘
定
を
も
っ
て
上
申
し
た
。
拝
借
銀
を
二

0
割
に
て
返
上
納
し

て
は
半
減
分
を
補
償
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
現
在
の
割
合
四

0
割
の
返
上
納
を
願
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
享
保
九
年
八
月
組
頭
四
人
（
大
坂
屋
永
次
郎
幼
少
に
て
代
人
）
と
熊
野
屋
連
名
で
吟
味
役
古
郡
孫
太
夫
に
あ

て
て
四

0
割
の
積
り
す
な
わ
ち
新
銀
―
―
―
五
貫
目
の
返
上
納
を
願
い
、
勘
定
奉
行
駒
木
根
肥
後
守
（
昌
方
）
や
吟
味

役
神
谷
武
右
衛
門
・
細
田
孫
二
郎
・
古
郡
の
立
会
い
の
も
と
に
願
意
は
聞
ぎ
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
同
年
十
月
に

⑳
 

新
銀
六
〇
貫
目
、
六
五
貫
目
両
度
に
大
坂
御
金
蔵
に
納
め
た
。

享
保
八
年
二
月
在
江
戸
の
大
塚
屋
甚
右
衛
門
か
ら
の
早
便
に
よ
る
と
、
吹
屋
の
前
借
銀
二

0
0貫
目
の
返
済
と

し
て
鉛
一
〇
貫
目
に
つ
ぎ
新
銀
六

0
目
替
の
積
り
で
三
万
三
―
―

1
0
0
貫
目
余
の
買
上
方
を
御
用
掛
り
役
人
に
願
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
は
吹
分
け
入
用
と
し
て
大
坂
吹
分
所
で
買
入
れ
置
い
た
鉛
で
あ
る
。

七
0
0目
を
一

0
0貫
目
に
つ
ぎ
六

0
目
替
で
納
め
、

屋
の
連
名
で
吟
味
役
古
郡
孫
太
夫
あ
て
願
書
を
江
戸
へ
送
り
、
借
銀
残
り
一

0
0貫
目
の
返
納
に
つ
い
て
鉛
一
〇

こ
ろ
、

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

新
銀
五

0
0目
を
も
っ
て
し
、
貸
付
銀
も
銀
高
が
半
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
吹
分
け
雑
用
も
京
都
吹
分
け
五
ヵ
年

入
用
の
平
均
を
も
っ
て
指
示
さ
れ
、

吹
分
銀
一

0
0貫
目
に
つ
き
四
宝
銀
―
一
貫
四
一
二
四
匁
の
積
り
で
請
負
う
た
と

十
一
月
か
ら
新
銀
四

0
割
の
積
り
六

0
八
匁
五
を
支
給
さ
れ
（
四

0
割
で
は
入
用
に
不
足
）
、

上
申
す
る
と
こ

八
月
に
鉛
一
万
六
六
六
貫

翌
年
六
月
末
に
組
頭
四
人
（
大
坂
屋
永
次
郎
は
代
人
）
と
熊
野

ご
一
八



⑦
 

貫
目
の
五

0
目
替
の
積
り
で
買
上
方
を
願
い
、
翌
十
年
十
二
月
ま
で
に
鉛
二
万
貫
目
を
分
納
し
て
皆
済
し
た
。
右

は
江
戸
ま
で
の
運
賃
を
含
ん
だ
値
段
で
、
鉛
は
浅
草
御
蔵
に
納
め
、
御
添
奉
行
藤
井
喜
右
衛
門
他
一
人
の
請
取
証

⑮
 

文
を
受
け
た
。

大
坂
吹
分
所
の
吹
分
け
終
了
後
に
、

に
預
け
ら
れ
た
ら
し
く
、

さ
れ
た
。
地
方
役
人
田
中
仁
右
衛
門
・
成
瀕
勘
右
衛
門
、

⑮
 

れ
に
立
会
っ
て
い
る
。

「
吹
屋
仲
間
銀
銅
吹
分
御
用
留
」
架
蔵
番
号
一
九

I
-
I
四

「
丑
四
月
よ
り

そ
の
掘
入
処
置
の
あ
と
享
保
十
一
年
八
月
に
大
塚
屋
甚
右
衛
門
の
手
よ
り
農
民
へ
引
渡

江
戸
連
状
留
」
一
九
ー
ニ
ー
七

「
年
々
諸
用
留
」
四
番

四
大
坂
吹
分
所
の
銀
銅
吹
分
け

⑮ 

―
二
九

R 

⑭ 

R
 『
続
南
区
史
』
四
一
六
頁

「
吹
分
留
」―

-
0ー
ニ
ー
九
ー
：―ー

⑬ 

⑧
に
同
じ

「
古
来
ふ
銅
方
万
覚
帳
」
一
九

l
-
|
-――

（辛）
「
庚
丑
享
保
六
年
正
月
銅
会
所
公
用
帳
」
二
六
ー
五
ー
九

「
子
年

（享
保
五
）
諸
国
御
割
合
銅
高
井
代
銀
吹
賃
諸
入
用
勘
定

⑫ 

④
①
に
同
じ

⑪ 

「
享
保
七
壬
寅
年

万
記
L

―
-
0
1-
―ー
九
ー
六

R 

「
戌
九
月
江
戸
下
り
江
戸
日
記
」
二
五
ー
六
ー
八

⑩

⑧

に
同
じ

R
①
に
同
じ

R
 「
享
保
七
年
寅
三
月

①
 

⑧
 

そ
の
跡
地
は
す
で
に
京
都
吹
分
所
跡
地
の
手
入
れ
の
先
例
も
あ
り
、
吹
屋

「
寅
年
吹
分
所
公
用
帳
写
万
記
」
―

-
0ー
ニ
ー
九
ー
ニ
ー
ニ

吹
分
方
公
用
留
帳
」
一
九
ー
一
ニ
ー
ニ
四

註

ほ
か
同
心
二
人
と
大
坂
代
官
久
下
藤
十
郎
の
手
代
が
こ



⑳

⑲

に

同

じ

⑮

R

に

同

じ

⑳ 

⑮ 

⑲ 

「
享
保
一
一
一
年
戌
十
一
月

「
吹
塵
録
」
貨
幣
之
部
五

「
江
戸
吹
分
所
書
状
綴
」
二
0
|
-
―
―
ー
五
ー
一

江
戸
内
状
之
留
」
二
六
ー
一
＝
ー
ニ
九

⑳

⑥

に

同

じ

⑱

⑥

に

同

じ

ー
四

⑰

⑪

に

同

じ

⑳ 

⑯

⑦

に

同

じ

戌
八
月
五
ヶ
年
勘
定
下
帳
」
二
六
ー
：
―
＿

1
:――-＿ー四

正
徳
・
享
保
の
新
銀
鋳
造
と
銀
銅
吹
分
け

帳
」
一
九
ー
―
―
-
|
-
―

⑫ 

「
午
十
一
月
か
戌
六
月
迄
吹
入
銀
出
灰
吹
銀
高
寄
井
上
銀
高

―――
10 

「
銀
銅
吹
分
御
用
拝
借
銀
返
済
方
二
付
願
書
」
―
-
0
ー
―
―
―
—
五



付

録

正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料



付

録

解

題

京
都
吹
分
所
の
資
料
と
し
て
、
「
午
ノ
十
一
月
分
御
勘
定
帳
加
」
（
架
蔵
番
号
二
六
l
-
|
-
)

の
う
ち
「
午
十
一
月

四
建
増
南
蛮
床
六
挺
灰
吹
床
六
挺
都
合
拾
弐
挺
之
床
前
招
入
用
銀
之
覚

体
的
に
分
か
る
資
料
で
あ
る
。

吹
分
場
合
床
南
蛮
床
灰
吹
床
今
度
新
規
二
仕
立
候
人
用
之
覚

江
戸
吹
分
所
の
資
料
と
し
て
、
「
江
戸
銀
銅
吹
分
御
勘
定
牒
留
」

（
架
蔵
番
号
二
五
ー
六
ー
ニ
）
の
う
ち
か
ら
、
「
午

九
月
分
吹
入
三
宝
銀
三
百
貫
目
四
宝
銀
千
百
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳
」
（
正
徳
四
年
十
月
）
の
一
部
で
あ
る
「
吹
分
場

合
床
南
蛮
床
灰
吹
床
今
度
新
規
二
仕
立
候
入
用
之
覚
」
と
、
同
じ
く
「
吹
分
所
御
用
初
諸
道
具
御
買
上
品
々
代
銀

御
勘
定
帳
」
（
正
徳
四
年
十
一
月
）
を
掲
出
し
た
。
前
者
は
、
合
床
・
南
蛮
床
・
灰
吹
床
を
新
規
に
持
え
る
材
料
・
費

用
な
ど
の
分
か
る
資
料
で
あ
る
。
後
者
は
、
と
く
に
吹
床
で
使
用
す
る
諸
道
具
の
種
類
・
数
量

・
値
段
な
ど
が
具

午
十
一
月
分
吹
人
三
宝
四
宝
銀
九
百
五
拾
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳

吹
分
所
御
用
初
諸
道
具
御
買
上
品
々
代
銀
御
勘
定
帳

解

題



五

存

寄

害

分
吹
入
三
宝
四
宝
銀
九
百
五
拾
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳
」
（
正
徳
四
年
十
一
月
）
と
、

入
用
帳
」
（
架
蔵
番
号
二
六
ー一

ー
ニ
、
標
題
と
す
る
表
記
を
は
じ
め
勘
定
帳
五
点
を
収
め
る
）

の
う
ち
冒
頭
の
「
北
屋
鋪
建

増
吹
床
拾
弐
挺
之
入
用
帳
」
の
一
部
で
あ
る
「
建
増
南
蛮
床
六
挺
灰
吹
床
六
挺
都
合
拾
弐
挺
之
床
前
招
入
用
銀
之

覚
」
（
正
徳
四
年
十
二
月
）
を
掲
出
し
た
。
前
者
は
、
合
床
・
南
蛮
床
・
灰
吹
床
の
稼
働
の
た
め
の
、
設
備
・
道
具
・

職
人
の
諸
費
用
を
あ
げ
、
項
目
ご
と
お
よ
び
総
額
を
江
戸
と
比
較
し
て
い
る
。
後
者
は
南
蛮
床
・
灰
吹
床
を
招
え

る
材
料
・
賃
銀
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
同
種
の
江
戸
の
資
料
で
あ
る
資
料
一
と
比
較
す
る
と
、
両
地
の
差
異
が

知
ら
れ
る
。

大
坂
吹
分
所
の
資
料
と
し
て
、
「
吹
屋
仲
間
銀
銅
吹
分
御
用
留
」
（
架
蔵
番
号
一
九
ー
一
ー
四
）
の
う
ち
か
ら
、
銅
吹

屋
組
頭
四
人
連
名
の
「
存
寄
書
」
（
享
保
三
年
九
月
）
を
掲
出
し
た
。
こ
の
資
料
は
本
文
で
詳
細
に
と
り
あ
げ
て
お
り

（
九
三
ー
九
六
頁
）
、
大
坂
吹
分
所
の
運
営
の
基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

付

録

解

題

「
北
屋
鋪
建
増
吹
床
拾
弐
挺
之



吹
分
場
合
床
南
蛮
床
灰
吹
床
今
度
新
規
二
仕
立
候
入
用
之
覚

吹
分
場
合
床
・
南
蛮
床
・
灰
吹
床
今
度
新
規
二
仕
立
候
入
用
之
覚

一
金
拾
壱
両
弐
歩

一
金
一
―
―
歩
卜
銀
四
匁
九
分
八
り

灰
三
石
代

但
壱
石
二
付
拾
六
匁
六
分
六
り
ッ
、

是
ハ
灰
吹
床
拾
弐
挺
新
規
二
持
候
入
用

四
口
合
金
一
―
―
拾
両
三
歩
・
銀
拾
九
匁
五
分
八
厘

付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

一
金
三
両
一
―
―
歩
卜
銀
拾
四
匁
六
分

（俵）

下
炭
百
拾
五
表
代

金
壱
両
二
付
廿
八
表
余

是
ハ
今
度
南
蛮
床
・
灰
吹
床
地
面
し
め
り
申
二
付
、
床
焼
入
用
如
此

土
弐
千
三
百
貫
目
代

但
拾
貫
匁
二
付
三
匁
ッ
、

是
ハ
合
床
・
南
蛮
床
新
規
二
床
し
つ
ら
ひ
候
入
用
如
此（俵）

一

金

拾

四

両

一

―

―

歩

下

炭

弐

百

九

拾

五

表

代

但
金
壱
両
二
付
廿
表
替

是
ハ
す
は
い
二
は
た
き
、
合
床
・
南
蛮
床
新
規
二
床
し
つ
ら
ひ
候
入
用



付
録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

表
紙
之
粛
様

一
銀
弐
百
弐
拾
八
匁
弐
分

一
銀
百
弐
拾
目 正

徳
四
年

吹
分
所
御
用
初
諸
道
具
御
買
上
品
々
代
銀
御
勘
定
帳

泉
屋
吉
左
衛
門

灰
吹
床
之
下
へ
敷
申
候

古
鍋
拾
四

灰
焼
床
へ
敷
申
候

同
六
ツ

一
銀
五
拾
壱
匁
七
分

一
銀
一
―
―
拾
八
匁
八
分

一
銀
百
三
匁
四
分

一
銀
百
拾
六
匁
四
分

一
銀
六
百
弐
拾
目
八
分

一
銀
七
拾
七
匁
六
分

一
銀
百
六
拾
八
匁

午
十
一
月

ゆ
り
鉢
拾
ヲ

屑
す
く
ひ
申
候

鉄
粉
救
五
挺

屑
は
た
ぎ
申
餃

か
ら
臼
八
挺
杵
共

蔵
二
而
遣
ひ
申
候

鉄
け
ん
の
ふ
弐
挺

蔵
二
而
遣
申
候

鉄
は
さ
み
五
挺

右
同
断鉛
切
一
―
―
ツ

右
同
断掛
皿
四
ッ

吹
分
所
御
用
初
諸
道
具
御
買
上
品
々
代
銀
御
勘
定
帳



一
銀
六
拾
五
匁

一
銀
七
拾
七
匁
六
分

一
銀
百
五
拾
目

一
銀
拾
五
匁

一
銀
拾
四
匁
弐
分

一
銀
五
百
八
拾
弐
匁

一
銀
三
拾
八
匁
八
分

一
銀
七
拾
五
匁

一
銀
百
弐
拾
三
匁

一
銀
四
百
目

付

録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

一
銀
弐
拾
六
匁

一
銀
六
拾
七
匁
九
分

一
銀
五
拾
五
匁
六
分

一
銀
六
拾
四
匁
六
分

十
路
盤
五
挺

銀
箱
拾
ヲ

灰
吹
裏
打
申
時
井
掛
申
時
入
用

鋪
革
四
枚

天
秤
三
挺
祖
雷

針
口
弐
挺

秤
弐
挺

中
千
木
弐
挺

皿
秤
壱
枚

五
百
目
分
銅
弐
ッ

灰
吹
箱
五
ッ

小
千
木
弐
挺

右
同
断く
り
棒
五
本

右
同
断
た
め
し
銅
拾
六
貫
目

右
同
断大
千
木
壱
挺



一
銀
七
拾
七
匁
六
分

一
銀
七
拾
七
匁
六
分

一
銀
六
拾
四
匁
五
分

一
銀
六
拾
九
匁
九
分

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

一
銀
―
―
―
拾
八
匁
八
分

一
銀
百
弐
拾
九
匁

一
銀
弐
拾
五
匁
五
分

一
銀
弐
百
三
拾
弐
匁
八
分

一
銀
弐
拾
五
匁

一
銀
三
拾
五
匁
五
分

一
銀
百
弐
拾
九
匁

一
銀
九
拾
七
匁

一
銀
百
五
拾
五
匁
弐
分

一
銀
五
拾
目

門
番
桁
燈
壱
ッ

丸
挑
燈
拾
ヲ

帳
箪
笥
壱
ッ

長
持
壱
悼

錠
三
ッ

銀
箱
之
錠
拾
ヲ

苧
持
籠
拾
ヲ
井
棒
共

よ
り
棒
拾
本

大
鳶
口
五
本

箱
灯
燈
五
ッ

水
溜
桶
弐
ツ

番
手
桶
弐
拾

帳

弐

拾

壱

冊

戸

贔

冒

硯
箱
拾
ヲ

四



一
銀
百
四
拾
八
匁
七
分

一
銀
七
匁
八
分

一
銀
弐
百
五
拾
九
匁

一
銀
拾
九
匁
四
分

一
銀
三
百
八
拾
八
匁

一
銀
弐
拾
五
匁
五
分

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

惣
合
銀
六
貫
九
百
七
拾
壱
匁
面
箋
）

一
銀
六
百
四
拾
六
匁

一
銀
百
三
匁
六
分

一
銀
四
百
六
拾
五
匁
六
分

一
銀
百
拾
六
匁
四
分

一
銀
弐
拾
五
匁
六
分

一
銀
百
拾
六
匁
四
分

一
銀
百
六
拾
弐
匁

に
な
ひ
桶
五
荷

日
ノ
丸
御
船
印
弐
拾
本

同
皿
百

細
工
人
椀
折
敷
百
人
前

皿
五
拾
枚

椀
折
敷
五
拾
人
前

鍋
釜
拾
ヲ

火
鉢
三
ッ

火
箸
三
膳

木
桁
燈
五
ッ

鉄
桁
燈
五
ッ

妬
燈
拾
ヲ

内

手
燭
弐
本

張
手
桶
五
拾

燭
台
三
本

五



此
代
銀
四
貫
八
百
六
拾
匁
四
分

午
十
一
月
分
吹
入
三
宝
四
宝
銀
九
百
五
拾
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳

京
都
吹
分
所

吹
入
銀
三
篇
吹
惣
屑
吹
迄
雑
用
之
覚

一
炭
八
百
三
拾
八
俵

午
十
一

月

正
徳
四
年

付

録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

（
付
箋
）

「
御
中
借
銀
売
払
候
処
、
金
壱
両
二
付
七
拾
七
匁
六
分
壱
厘
之
平
均
直
段
二
而
御
勘
定
仕
組
申
候
」

右
之
通
吹
分
所
入
用
之
諸
道
具、

当
八
月
大
稼
り
之
書
附
ヲ
以
申
上
候
通
品
々
柑
調
申
候
代
銀
如
斯
御
座
候
、
以
上

正
徳
四
年
午
十
一
月

午
十
一
月
分
吹
入
三
宝
四
宝
銀
九
百
五
拾
貫
目
吹
雑
用
御
勘
定
帳

但
壱
俵
二
付
平
均
直
段
五
匁
八
分
宛

泉
屋
吉
左
衛
門
印

」、＿ノ

I c付箋）I



メ 炭
弐
百
五
拾
六
俵

レ
し
コ
＼

止
詞

（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
炭
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し
、

炭
一
一
一
百
弐
拾
四
俵

炭
弐
百
五
拾
八
俵

七

百
貫
目
二
付
五
百
九
十
四
匁
四
分
八
り
五

毛
、
京
都
吹
方
炭
代
銀
百
貫
目
二
付
五
百
十
一
匁
六
分
弐
り
一
毛
、
指
引
残
り
百
貫

一
土
千
弐
百
四
拾
五
貫
八
百
目

団

是
は
合
床
四
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
三
日
、
床

数
七
拾
七
挺
之
遣
炭
如
此
、
床
一
挺
二
付
一
日
三
俵
三
分
余
二
当
ル

是
は
南
蛮
床
拾
壱
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
一
＝
日
、

床
数
弐
百
舟
八
丁
之
遣
炭
如
此
、
床
壱
丁
二
付
一
日
壱
俵
三
分
六
壱
二
当
ル

是
は
灰
吹
床
拾
弐
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
三
日
、

床
数
弐
百
舟
六
挺
之
遣
炭
如
此
、
床
一
丁
二
付
一
日
壱
俵
令
九
三
弐
二
当
ル

但
土
百
貫
目
二
付
弐
拾
匁
ツ
、

此
代
銀
弐
百
四
拾
九
匁
壱
分
六
り

（
付
箋
）

「
江
戸
吹
方
土
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し、

付

録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

百
貫
匁
二
付
九
十
弐
匁
四
り
、
京
都
吹
方

目
二
付
八
十
弐
匁
八
分
六
り
四
匁
京
安
シ

L 



一
砂
拾
石 i
 

土
百
八
拾
八
貫
八
百
目
ハ

同
五
百
九
拾
五
貫
目
ハ

土
四
百
六
拾
弐
貫
目
ハ

此
訳

—
当
ル

付
録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

~ 

是
は
合
床
四
挺
二
而
十
一
月
朔
日
ぷ
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
一
＝
日
、
床

是
は
南
蛮
床
拾
壱
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
―
―
―
日
、

是
は
灰
吹
床
拾
弐
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
三
日
、

床
数
弐
百
舟
六
挺
之
羽
ロ
・
土
道
具
入
用
土
、
床
壱
丁
二
付
一
日
八
百
目
宛

但
壱
石
二
付
拾
弐
匁
宛

此
代
銀
百
弐
拾
目
（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
砂
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
シ
六
拾
九
匁
七
分
六
り
六
毛
、
京
都
吹
方
砂
代

Jレ 床
数
弐
百
舟
八
挺
之
遣
土
如
此
、
床
壱
丁
二
付
一
日
土
弐
貫
五
百
目
宛
二
当

数
七
拾
七
挺
之
遣
土
如
此
、
床
一
丁
二
付
一
日
土
六
貫
匁
宛
二
当
ル

土
代
銀
廿
六
匁
弐
分
弐
り
七
毛
、
指
引
残
り
六
十
五
匁
八
分
壱
リ
ン

八

京
安
シ

L 



一
摺
糠
九
俵
メ 六

斗
余

四
石
七
斗
六
升

四
石
六
斗
弐
升

此
訳

高
シ

用

銀
拾
弐
匁
六
分
三
り
、
指
引
残
テ
五
十
七
匁
壱
分
三
り
六
毛

九

京
都

L 田

是
は
合
床
四
挺
二
而
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
三
日
、
床

是
は
南
蛮
床
拾
壱
挺
二
而
十
一
月
朔
日
ぷ
同
廿
六
日
迄
、
細
工
日
数
廿
三
日
、

一
日
壱
丁
二
付
弐
升
宛

是
は
灰
吹
床
拾
弐
丁
二
而
右
同
断
廿
三
日
、
床
数
弐
百
舟
六
丁
之
土
道
具
交

但
壱
俵
二
付
―
―
―
匁
七
分
宛

此
代
銀
三
拾
三
匁
三
分
（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
す
り
ぬ
か
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し
、

方
す
り
ぬ
か
代
銀
百
パ
匁
二
付
弐
匁
九
分
三
り
、
指
引
残
テ
弐
匁
三
分
一
り

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料 床

数
弐
百
舟
八
挺
之
遣
砂
如
此
、

数
七
十
七
挺
之
遣
砂
如
此
、

百
貫
匁
二
付
六
分
弐
り
、
京
都
吹

一
日
壱
挺
二
付
六
升
宛

二
当
ル

京
安
シ

L 



付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

是
は
合
床
四
挺

・
南
蛮
床
拾
壱
挺
．
灰
吹
床
拾
弐
挺
二
遣
申
土
道
具
・
羽
口
持
候
交
用
、
畢
党
す
さ
之
心

持
二
て
御
座
候
、
江
戸
ハ
土
悪
敷
候
故
、
銅
吹
候
留
と
申
焼
土
を
粉
二
は
た
き
候
て
交
用
二
致
候
、
尤
す

但
壱
俵
二
付
四
匁
宛

此
代
銀
五
百
四
拾
八
匁
（
付
箋
）
「
江
戸
吹
方
す
は
い
代
金
両
替
七
十
五
匁
二
直
し
、
百
貫
目
二
付
百
十
九
匁
四
分
五
り

五
毛
、
京
都
吹
方
す
ば
い
代
銀
百
戸
匁
二
付
五
十
四
匁
八
分
、
指
引
残
テ
六
十
四
匁

右
之
炭
を
粉
二
は
た
ぎ
、
合
床
四
挺
・
南
蛮
床
拾
壱
挺
毎
日
持
候
入
用
如
此

但
毎
日
入
用
之
す
ば
い
、
右
之
炭
二
而
ハ
遣
ひ
足
り
不
申
候
、
然
共
屑
汐
出
候
炭
は
た
き
交
候
而
遣
ひ
申

候
二
付
如
此

一
吹
子
弐
拾
七
挺

合
吹
子
四
挺

南
蛮
吹
子
拾
壱
挺

灰
吹
靴
拾
弐
挺

六
分
五
り
五
毛
京
安
シ

一
す
ば
い
は
た
き
炭
百
三
拾
七
俵

り
ぬ
か
も
少
々
入
申
候
、
京
都
二
而
は
す
り
ぬ
か
計
交
申
候

10
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六
丁
之
入
用
如
此

一
灰
弐
拾
三
石
六
斗

此
痛
代
百
三
拾
三
匁
五
分
八
厘

（付
箋
）
「
江
戸
吹
方
吹
子
代
金
両
替
七
十
五
匁
二
直
し
、

一
鮫
木
弐
百
拾
本

百
パ
匁
二
付
拾
九
匁
四
分
壱
り
五
毛
、

京
都
吹
方
吹
子
代
銀
十
四
匁
六
り
壱
毛
、
指
引
残
テ
五
匁
三
分
五
り
四
毛

但
壱
石
二
付
弐
拾
九
匁

此
代
銀
六
百
八
拾
四
匁
四
分

（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
灰
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し
、

京
安
シ
」

百
貫
目
二
付
四
十
七
匁
四
分
六
り
九
毛
、

京
都
吹
方
灰
代
銀
百
貫
目
二
付
七
十
弐
匁
四
り
弐
毛
、
指
引
残
テ
廿
四
匁
五
分
七
リ

ソ―――毛

京
高
シ

是
は
灰
吹
床
拾
弐
丁
二
て
一
日
弐
吹
宛
仕
、
壱
吹
二
五
升
宛
之
積
り
、
細
工
日
数
廿
三
日
、
床
数
弐
百
舟

但
壱
本
二
付
三
分
宛

此
代
銀
六
拾
三
匁

「
江
戸
吹
方
鮫
木
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し
、
百
ゲ
匁
二
付
八
匁
七
分
五
り
、
京
都
吹

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

是
は
吹
子
損
シ
、
風
廻
り
悪
敷
成
候
二
付
、
仕
直
し
候
入
用
如
此

厄 L ~ 



是
は
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
細
工
日
数
廿
一
二
日
、
吹
入
銀
高
九
百
五
拾
パ
匁
二
て
割
侯
時
ハ
、
三
篇

/＞ 百
弐
匁
六
分
ハ

弐
百
六
拾
弐
匁
九
分
ハ

弐
百
弐
匁
七
分
ハ

此
痛
代
五
百
六
拾
八
匁
弐
分

（
付
箋
）
「
江
戸
吹
方
鉄
道
具
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
し
、

一
鉄
道
具

此
訳

ー
当
ル

損
賃

付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

灰
吹
床
弐
百
舟
六
挺
右
同
断

方
鮫
木
代
銀
百
パ
匁
二
付
六
匁
六
分
三
り
、
指
引
残
テ
弐
匁
壱
分
弐
り

是
は
南
蛮
床
拾
壱
挺
二
而
細
工
日
数
廿
三
日
、
床
数
弐
百
舟
八
挺
之
入
用
、
床
前
拾
丁
二
付
八
本
八
分
余

京
都
吹
方
鉄
道
具
代
銀
百
パ
匁
二
付
五
十
九
匁
八
分
壱
り
、
指
引
残
テ
九
十
九
匁
一
―
―

合
床
七
拾
七
挺
之
道
具
財
代

南
蛮
床
弐
百
舟
八
丁
右
同
断

分
七
り
京
安
シ

百
パ
匁
二
付
百
五
十
九
匁
壱
分
八
り
、

京
安
シ

L 閲 L 



御
座
候

此
代
銀
四
百
六
拾
弐
匁
（
付
箋
）
「
江
戸
吹
方
狸
皮
代
金
両
替
七
十
五
匁
直
シ
、

七
り
三
毛

百
パ
匁
二
付
六
十
六
匁
弐
分
四
毛
、
京

都
吹
方
狸
皮
代
銀
百
戸
匁
二
付
四
十
八
匁
六
分
三
り
壱
毛
、
指
引
残
り
十
七
匁
五
分

是
は
合
床
吹
数
七
拾
七
丁
前
、
南
蛮
床
弐
百
舟
八
挺
前
、
灰
吹
床
弐
百
舟
六
挺
前
、
都
合
五
百
五
拾
壱
挺

但
狸
皮
之
義
ハ
十
一
月
最
初
之
義
故
、
吹
子
二
遣
申
分
勘
定
二
相
立
申
候
、
尤
来
月

5
ハ
痛
代
減
申
積
り

右
代
銀
を
十
一
月
吹
入
銀
九
百
五
拾
貫
匁
二
割
候
時
は
、

一
銀
百
四
拾
目

一
狸
皮
六
拾
六
枚

吹
迄
致
シ
、

百
貫
匁
二
付
四
拾
八
匁
六
分
三
り
二
当
ル

品
々
損
シ
賃

（
付
箋
）

「
江
戸
吹
方
品
々
痛
代
金
両
替
七
十
五
匁
二
直
し
、

五
毛
、
京
都
吹
方
品
々
痛
代
銀
百
貫
目
二
付
十
四
匁
七
分
三
り
六
毛
、
指
引
残
テ
九

付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

一
割
付
候
時
ハ
、
吹
子
一
挺
二
付
八
分
三
り
八
毛
四
二
当
ル

京
安
シ

但
壱
枚
二
付
七
匁
宛
、
吹
子
廿
七
挺
二
遣
申
候

百
貫
目
二
付
五
拾
九
匁
八
分
壱
リ
ン
ニ
当
ル

ヽ
~箋付（

 

百
貫
目
二
付
弐
十
三
匁
七
分
八
り

L 雇



一
銀
八
百
八
拾
目
五
分

壱
人
程
二
当
ル

此
訳

靴
差
賃
銀

付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

匁
四
り
九
毛

京
安
シ

是
は
飯
切
桶
．
と
き
土
桶
・
柄
杓
、
銅
鉛
掛
ヶ
候
風
袋
、
す
い
の
ふ
、
銀
銅
入
候
箱
、
銅
鉛
包
候
縄
筵
、

但
右
之
銀
を
十
一
月
吹
入
銀
高
九
百
五
拾
貫
目
二
割
候
時
ハ
、

細
工
人
賃
銀

百
貫
目
二
付
拾
四
匁
七
分
三
り
六
毛
余
ニヽ

~

一

銀

壱

貫

九

百

舟

六

匁

傾

（
 

（付
箋）
「
江
戸
吹
方
細
工
人
賃
金
両
替
七
十
五
匁
二
直
シ
、
百
ゲ
匁
二
付
弐
百
六
拾
匁
八
分
九

当
ル

右
品
々
痛
賃
如
此

り
、
京
都
吹
方
細
工
人
賃
銀
百
貫
目
二
付
弐
百
三
匁
七
分
八
り
九
毛
、
差
引
残
テ
五

十
七
匁
壱
分

但
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
細
工
日
数
廿
三
日
分
、
人
数
四
百
八
十
四
人
、

京
安
シ

問

一
日
壱
人
二
付
銀
四

匁
宛
、
是
を
十
一
月
分
吹
入
銀
高
九
百
五
拾
貫
目
二
右
細
工
人
数
割
付
候
時
ハ
、
百
パ
匁
二
付
五
拾

一
四

L L 



此
訳

京
安
シ

匁
二
付
六
拾
壱
人
七
分
八
程
二
当
ル

此
訳

京
安
シ

一
五

（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
吹
子
差
賃
金
両
替
七
十
五
匁
二

直
し
、
百
貫
匁
二
付
百
七
匁
七
り
五
毛
、

京
都
吹
方
吹
子
指
賃
銀
百
貫
目
二
付
九
十
弐
匁
六
分
八
り
四
毛
、
指
引
残
テ
十
四
匁

三
分
九
り
壱
毛

但
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
細
工
日
数
廿
三
日
、
吹
子
差
人
数
五
百
八
拾
七
人
、

賃
銀
壱
匁
五
分
宛
、
是
を
十
一
月
分
吹
入
銀
高
九
百
五
拾
貫
目
二
右
細
工
人
数
割
付
候
時
ハ
、

一

銀

四

百

舟

六

匁

五

分

手

伝

賃

銀

「
江
戸
吹
方
手
伝
賃
金
両
替
七
十
五
匁
二

直
、
百
戸
匁
二
付
六
拾
匁
五
分
一
―
―
り
五
毛
、

京
都
吹
方
手
伝
賃
銀
百
ク
か
匁
二
付
四
十
五
匁
九
分
四
り
七
毛
、
指
引
残
テ
拾
四
匁
五

分
八
り
八
毛

但
十
一
月
朔
日
汐
同
廿
六
日
迄
手
伝
日
数
廿
三
日
、
手
伝
人
数
弐
百
九
十
一
人
、

一
日
壱
人
二
付

一
日
壱
人
二
付
賃

銀
壱
匁
五
分
ッ
ヽ
、
是
を
十
一
月
吹
入
銀
高
九
百
五
拾
貫
目
二
右
手
伝
人
数
割
付
候
時
ハ
、

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

百
貫~ 

百
貫
匁 L L 
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是
は
十
一
月
分
吹
入
銀
屑
吹
迄
致
候
人
足
二
而
御
座
候
、

i
 

二
百
七
拾
弐
匁
ハ

五
百
八
拾
弐
匁
ハ

壱
貫
百
七
拾
四
匁
ハ

九
百
六
拾
八
匁
ハ

此
訳

一
銀
一
一
一
貫
九
拾
六
匁

安
シ

十
六
人
之
飯
代
右
同
断

付
録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

細
工
人

吹
子
指
飯
代

手

伝

（付
箋
）

「
江
戸
吹
方
飯
代
金
両
替
七
十
五
匁
二
直
し
、
百
貫
目
二
付
四
百
廿
匁
、
京
都
吹
方
飯

代
金
百
パ
匁
二
付
三
百
廿
五
匁
八
分
九
り
、

差
引
残
テ
九
十
四
匁
八
分
壱
り

細
工
人
四
百
三
十
四
人
飯
代
、

吹
子
差
五
百
八
十
七
人
飯
代
、

手
伝
弐
百
九
拾
壱
人
飯
代
、

ー
付
―
―
―
拾
人
六
歩
三
二
当
ル

一
日
一
人
二
付
弐
匁
宛

一
日
壱
人
二
付
弐
匁
宛

一
日
一
人
二
付
弐
匁
宛

細
工
人
・
吹
子
差

・
手
伝
都
合
六
十
弐
人
分
、
休
日
日
数
三
日
之
人
数
百
八

廿
六
日
二
細
工
人
・
吹
子
差
・
手
伝
之
内
、
宝

一
六

京
都
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付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

百
パ
匁
二
付
弐
ゲ
四
十
九
匁
六
分
七
り

此
銀
を
九
月
分
千
四
百
パ
匁
吹
入
銀
二
割
付
候
時
ハ
、

合
廿
八
貫
六
百
九
十
五
匁
―
―
―
分
八
厘

午
十
一
月

（
付
箋
）
「
江
戸
吹
雑
用
金
高
三
百
八
拾
両
弐
歩
・
銀
百
廿
六
匁
三
分
壱
リ
ン

是
を
金
七
拾
五
匁
二
直
し

此
代
銀
廿
八
ゲ
五
百
舟
七
匁
五
分

金
弐
両

銀
六
匁
三
分
一
リ
ン

又
百
廿
六
匁
三
分
壱
り

此
直
違
三
十
一
匁
五
分
七
厘

メ
百
五
十
七
匁
八
分
八
り

但
半
銀
直
違

右
者
十
一
月
分
吹
入
銀
九
百
五
拾
貫
目
之
吹
雑
用
相
違
無
御
座
候
、
以
上

I <付箋）

拾
貫
匁
吹
方
二
掛
り
候
分
之
飯
代
如
此

惣
合
銀
拾
四
貫
弐
百
拾
壱
匁
四
厘

一
七

丸
銅
屋
治
郎
兵
衛

之
字
銀
吹
方
二
掛
り
候
人
数
ハ
差
除
キ
、
来
ル
十
二
月
之
御
勘
定
二
相
立
申
積
り
、
右
之
人
数
者
九
百
五



代
銀
百
八
匁

灰
吹
床
六
挺
之
靱
二
入
候
用

一
銅
羽
口

四

但
壱
貫
目
二
付
拾
三
匁
八
分
二
当
ル

付
録

正
徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

ハ
本

六
ッ

京
都
雑
用
銀
高
拾
四
パ
弐
百
拾
壱
匁
四
り

百
パ
匁
二
付
壱
パ
四
百
九
十
五
匁
八
分
九
り
余

京
都
安
シ

建
増
南
蛮
床
六
挺
灰
吹
床
六
挺
都
合
拾
弐
挺
之
床
前
招
入
用
銀
之
覚

建
増
南
蛮
床
六
挺
．
灰
吹
床
六
挺
、
都
合
拾
弐
挺
之
床
前
招
入
用
銀
之
覚

灰
吹
床
下
江
敷
申
候
用

一
古
鍋此

貫
目
四
貫
三
百
目

差
引
致
シ
五
百
五
十
―
―
―
匁
七
分
七
り
弐
毛

江
戸
・
京
都
百
貫
目
吹
方
入
用

此
銀
を
十
一
月
分
吹
入
銀
九
百
五
拾
パ
匁
二
割
付
候
時
ハ

L 
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付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

代
銀
四
拾
―
―
―
匁
五
分
（付
箋
）

「
十
一
月
仕
上
帳
面
二
見
合
、
同
直
段
」

藁

灰

紺
屋
灰

一
但
灰
吹
床
六
挺
持
候
用
、

壱
石
五
斗

一
石
二
付
弐
拾
九
匁
宛

代
銀
九
匁
六
分
（付
箋
）

「
十
一
月
仕
上
ケ
帳
面
二
見
合
、
同
直
段
」

一
砂

但
南
蛮
床
六
挺
．
灰
吹
床
六
挺
土
道
具
招
候
交
用
、
壱
石
二
付
拾
弐
匁
宛

八
斗

代
銀
百
―
―
―
拾
六
匁（付
箋
）

「
十
一
月
仕
上
帳
面
二
見
合
、
同
直
段
」

土
但
南
蛮
床
六
挺
之
床
持
候
入
用
、

土
拾
貫
目
二
付
弐
匁
宛

六
百
八
拾
貫
目

代
銀
五
拾
九
匁
弐
分
四
厘

（付
箋
）

「
十
一
月
仕
上
ヶ
帳
面
二
見
合
、
壱
パ
匁
二
付
七
り
安
し
」

一
九

-1箋
）
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付
録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

代
銀
弐
百
八
拾
目

一
右
新
床
持
候
二
付
入
用
之
人
数

賃
銀

・
飯
代
共
五
百
五
拾
弐
匁

百
七
拾
弐
匁

七
口
合
銀
壱
貫
百
八
拾
八
匁
四
分
四
厘

午
十
二
月

百
弐
拾
七
人

細
工
人
四
拾
三
人
之
賃
銀
、

一
日
一
人
二
付
四
匁
宛

吹
子
指
・
手
伝
八
拾
四
人
賃
銀
、

右
人
数
百
弐
拾
七
人
之
飯
代
、

一
日
壱
人
二
付
壱
匁
五
分
宛

一
日
一

人
二
付
弐
匁
宛

（
付
箋
）
「
最
前
新
床
招
候
時
之
御
勘
定
帳
ニ
ハ
、
此
炭
之
外
床
前
焼
候
入
用
之
炭
御
座
候
へ
と

ー
右
之
通
相
違
無
御
座
候
、

劉旧

以
上

弐
百
五
拾
四
匁

（
付
箋
）
「
此
三
口
十
一
月
仕
上
帳
面
見
合
、
同
直
段
」

但
す
灰
二
は
た
ぎ
南
蛮
床
招
候
入
用
、
壱
俵
二
付
三
匁
五
分
宛

一
下
炭

百
弐
拾
六
匁

内

八
拾
俵

大
塚
屋
吉
右
衛
門

二

0

一
（
付
箋
）



銀
銅
吹
分
請
負
之
儀
二
付

奉
願
候
儀
申
上
候

存

寄

書

五

存

寄

書

も
、
此
節
い
ま
た
吹
掛
り
不
申
候
二
付
、
帳
面
二
無
御
座
候
、
重
而
吹
掛
り
候
節
付

出
し
可
申
候
御
事

付

録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

大
塚
屋
甚
右
衛
門

大

坂

屋

甚

之

丞

銀
銅
吹
分
之
義
、
去
ル
午
年
必
以
来
五
ヶ
年
平
均
を
以
、
私
共
江
引
請
二
被
仰
付
、
於
大
坂
向
後
壱
ヶ
月
壱

万
貫
目
程
吹
分
候
様
二
仕
候
得
と
再
応
被
仰
渡
、
奉
畏
御
請
仕
候
、
依
之
申
上
候
覚

丸
銅
屋
治
郎
兵
衛

泉

屋

吉

左

衛

門
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付
録
正
徳
・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
閃
係
資
料

一
上
銀
出
方
之
儀
、

五
ケ
年
平
均
を
以
請
負
候
様
二
被
仰
渡
、
奉
承
知
候
、
先
達
而
も
申
上
候
通
、
吹
方
遣
ひ
鉛

ニ
少
宛
銀
気
有
之
候
故
、
是
迄
吹
分
候
上
銀
平
均
之
内
江
、
右
鉛
¢
出
候
銀
気
相
籠
り
有
之
候
、
此
以
後
吹
高

壱
ヶ
月
壱
万
貫
目
ほ
と
も
御
吹
せ
被
成
時
者
、
銀
気
相
籠
り
有
之
鉛
計
二
而
は
不
足
仕
候
故
、
御
手
悶
二
罷
成

候
、
依
之
向
後
吹
方
之
儀
、
銀
気
無
之
鉛
も
相
交
、

吹
方
二
遣
ひ
申
積
二
御
座
候
二
付
、
五
ヶ
年
上
銀
平
均
之

内
二
而
鉛
ふ
出
候
銀
気
を
指
引
仕
、
別
紙
書
付
指
上
申
候
、
此
通
二
御
請
可
仕
候
、
上
銀
出
方
之
儀
者
、
先
壱

ケ
年
限
二
御
立
置
被
下
度
候
、
各
別
増
減
御
座
候
節
ハ
御
断
可
申
上
候
間
、
其
節
御
聞
届
被
遊
可
被
下
候

一
灰
吹
歩
入
之
義
、
是
迄
之
通
二
相
違
無
之
様
二
、
銀
座
年
寄
井
銀
見
役
江
被
仰
付
可
被
下
候
、
御
役
人
様
方
御

立
会
不
被
成
候
時
者
、
歩
入
見
込
も
可
有
御
座
か
と
奉
存
候
、
万
一
歩
入
劣
り
候
様
二
も
相
見
江
候
ハ
ヽ
、
幾

度
も
銀
見
役
と
対
談
仕
候
上
、
歩
入
書
付
二
銀
見
役
之
印
形
を
取
、
毎
月
御
勘
定
帳
二
相
添
、
江
戸
御
役
人
様

方
迄
差
上
候
様
二
仕
度
候
、

且
又
私
共
義
、
是
迄
之
格
二
而
支
配
仕
候
時
者
、
先
達
而
も
申
上
候
通
、
銀
座
人

と
対
談
之
儀
、
又
者
末
々
迄
下
知
相
届
か
た
＜
差
支
候
儀
も
可
有
御
座
哉
と
奉
存
候
、
向
後
私
共
四
人
之
義
者

銀
座
年
寄
格
二
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候

一
右
御
用
私
共
引
請
二
被
仰
付
候
上
者
、
吹
分
方
一
件
之
儀
、
乍
恐
御
当
地
江
直
二
私
と
も
四
人
汐
相
伺
、
御
用

相
達
候
様
二
被
成
可
被
下
候
、

且
又
私
共
銅
吹
場
に
て
ハ
銅
と
取
交
、
吹
分
難
仕
御
座
候
二
付
、
場
所
を
見
立
、



拙
者
共
四
人
自
分
入
用
を
以
吹
場
取
立
申
稼
り
二
御
座
候
、
然
者
右
場
所
之
儀
二
付
、
差
問
御
座
候
時
者
、
大
坂

御
奉
行
所
江
御
断
可
申
上
候
、
其
節
御
訴
申
上
候
儀
、
手
闘
無
之
様
二
大
坂
御
奉
行
所
江
被
為
仰
進
置
被
下
度
候

井
吹
場
近
所
出
火
之
節
者
、
御
用
之
灯
挑
を
出
シ
、
私
共
不
残
欠
付
、
相
防
可
申
候
、
御
大
切
之
御
銀
預

り
罷
在
候
場
所
二
御
座
候
得
者
、
私
共
汐
御
案
内
申
上
候
上
二
而
、
火
消
御
人
数
御
入
込
被
下
候
様
二
‘

大
坂
江
被
仰
進
置
被
下
度
候

一
右
吹
場
取
建
候
入
用
井
普
請
料
之
儀
、
急
御
用
二
而
御
座
候
故
、
乍
恐
私
共
四
人
自
分
入
用
を
以
無
滞
取
建
、

御
用
相
達
可
申
候
、
依
之
御
銀
五
百
貫
目
、
御
用
中
拝
借
被
仰
付
可
被
下
候
、
此
御
銀
を
歩
廻
シ
ニ
仕
、
其
歩

銀
を
以
連
々
二
償
候
様
二
仕
度
候
、
勿
論
吹
場
年
々
修
覆
等
之
儀
、
是
又
右
之
歩
銀
二
而
相
賄
候
様
二
可
仕
候
、

尤
於
御
当
地
銀
子
二
而
御
渡
シ
被
下
度
奉
存
候

但
右
御
銀
、
於
大
坂
歩
廻
シ
ニ
貸
シ
付
申
候
、

万
一
相
滞
義
御
座
候
時
者、

大
坂
御
奉
行
所
江
訴
可
申
候
、

其
節
御
威
光
を
以
乍
恐
御
上
納
銀
同
事
二
御
取
立
被
下
候
様
二
、
大
坂
御
奉
行
所
江
被
仰
進
置
可
被
下
候

一
吹
元
銀
請
取
方
之
儀
、
拙
者
共
四
人
之
内
月
番
相
定
置、

此
月
番
之
判
形
二
而
大
坂
銀
座
御
役
所
汐
請
取
申
度

候
、
銀
座
汐
右
請
取
候
御
銀
、
私
共
方
二
而
掛
目
相
改
候
節
ハ
、
銀
座
汐
役
人
立
会
、
改
候
様
二
仕
度
候

一
灰
吹
銀
渡
シ
方
之
儀
、
大
坂
銀
座
御
役
所
江
只
今
ま
て
京
都
二
而
相
納
候
通
歩
入
等
対
談
仕
、
毎
日
二
而
も
相

付

録

正

徳

・
享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料



付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

渡
候
様
二
可
仕
候
、
右
吹
元
銀
・
灰
吹
銀
渡
方
共
大
坂
二
而
被
仰
付
候
上
ハ
、
銀
座
年
寄
井
銀
見
役
共
大
坂
江

罷
下
、
相
勤
可
被
申
と
奉
存
候
、

一
壱
ヶ
年
御
勘
定
帳
是
迄
之
通
十
二
月
¢
十
一
月
を
限
り
勘
定
仕
上
ケ
、
私
共
之
内
壱
人
宛
毎
年
江
戸
江
持
参
仕
、

一
銀
座
汐
取
置
候
灰
吹
銀
請
取
證
文
と
、
拙
者
共
汐
銀
座
江
相
渡
シ
置
候
吹
元
銀
請
取
證
文
と
引
替
之
儀
者
、
年

一
御
用
最
初
古
御
買
上
二
罷
成
候
品
々
井
合
床
銅
煙
巻
銅
網
、
委
細
別
帳
二
書
付
、
差
上
ヶ
可
申
候
、
此
分
私
共

江
被
下
置
候
様
二
仕
度
候

一
御
勘
定
帳
有
負
鉛
之
儀
、
先
達
而
御
買
上
直
段
を
以
私
共
江
買
請
可
申
候

一
於
大
坂
吹
場
取
立
出
来
候
迄
者
、
京
都
只
今
之
吹
所
二
而
吹
分
可
申
候
、
急
二
増
吹
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
先
達
而

申
上
候
通
、

然
者
大
坂
在
役
之
銀
座
年
寄
印
形
二
而
、
右
灰
吹
銀
之
請
取
證
文
取
置
可
申

只
今
迄
之
京
都
吹
所
二
而
壱
ヶ
月
銀
高
凡
三
千
貫
目
、
此
外
当
分
私
共
四
人
銅
吹
場
二
而
壱
ヶ
月

凡
三
千
貫
目
、
都
合
六
千
貫
目
程
右
吹
場
出
来
迄
者
吹
分
可
申
積
二
奉
存
候
、
尤
大
坂
吹
場
出
来
候
ハ
、
壱
ヶ

月
銀
高
壱
万
貫
目
程
吹
分
、
随
分
御
用
相
滞
無
之
様
二
相
勤
可
申
候

中
御
勘
定
帳
相
納
候
節
御
引
替
被
下
候
様
仕
度
候

上
納
可
仕
候
、
尤
別
帳
壱
通
相
認
差
上
ケ
、
御
奥
印
頂
戴
仕
度
候

候

ニ
四



以
上

一
御
銀
吹
雑
用
・
吹
減
・
鉛
代
と
し
て
、
銀
一
一
一百
貫
目
宛
先
操
二
御
前
渡
シ
被
成
可
被
下
候
、
此
銀
を
以
鉛
・
炭
・

諸
色
相
調
井
細
工
人
賃
銀
前
渡
シ
仕
、
手
問
無
之
様
二
仕
度
候
、
尤
此
御
銀
年
中
御
勘
定
仕
上
ケ
候
節
ハ
過
不

但
前
ヶ
条
二
申
上
候
御
拝
借
銀
五
百
貫
目
者
、
右
之
外
二
而
御
座
候

右
之
通
当
分
存
寄
如
斯
御
座
候
、
引
請
支
配
仕
候
上
二
而
差
闘
候
義
井
存
寄
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
追
々
可
奉
窺
候
、

付
録
正
徳
・

享
保
の
銀
銅
吹
分
け
関
係
資
料

戌
九
月

足
差
引
仕
、
有
負
無
之
様
可
仕
候

二
五

丸
銅
屋
治
郎
兵
衛
印

京
都
罷
有
候
二
付
無
印

大

坂

屋

甚

之

丞

大
坂
二
罷
有
候
二
付
無
印

大
塚
屋
甚
右
衛
門

泉
屋
吉
左
衛
門
印



正
徳
・
享
保
の
貨
幣
改
鋳
に
つ
い
て
は
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

唯
―
つ
の
貨
幣
の
品
位
改
良
で
あ
っ
て
、
銅
吹
屋
の
特
技
が
活
か
さ
れ
た
。
正
徳
四
年
(
-
七
一
四
）
五
月
か
ら
元
禄

以
来
の
所
謂
悪
貨
の
改
鋳
が
始
ま
る
が
、

住

友

史

料

館

そ
れ
に
は
旧
貨
幣
を
吹
分
け
る
必
要
か
ら
幕
命
に
よ
っ
て
住
友
を
は
じ

め
三
軒
の
大
吹
屋
と
丸
銅
屋
が
組
頭
と
な
り
、
大
坂
の
銅
吹
屋
全
体
で
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
正
月
ま
で
の
約
一
〇

年
間
こ
の
重
要
且
つ
困
難
な
業
務
を
担
当
し
た
。
住
友
に
は
こ
の
間
の
貴
重
な
関
係
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

本
輯
で
は
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
吹
分
所
・
京
都
吹
分
所
・
大
坂
吹
分
所
の
開
設
と
吹
分
け
業
務
の
推
移
を
詳
述
し

精
細
に
検
討
を
加
え
て
、
元
禄
銀
な
ど
六
品
の
銀
に
つ
き
そ
の
実
態
と
そ
の
通
用
な
ど
に
関
連
す
る
当
時
の
諸
問

題
を
解
明
し
た
。
本
論
は
当
館
館
長
小
葉
田
淳
博
士
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
文

の
校
訂
と
付
録
資
料
の
選
定
に
つ
い
て
は
当
館
主
席
研
究
員
今
井
典
子
が
担
当
し
た
。

平
成
四
年
八
月

後

記

こ
の
改
鋳
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
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